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ま　え　が　き

　近年、社会状況等の変化に伴い、子どもたちの生活習慣の乱れ、メンタルヘルスに関する課題、ア

レルギー疾患、性の問題行動や薬物乱用、感染症など、様々な課題が生じています。このような現代

的な健康課題の解決を図るためには、健康に関する課題を単に個人的な課題とするのではなく、学校、

家庭、地域社会が連携して、社会全体で子どもの健康づくりに取り組んでいくことが必要であり、学

校においては、地域の実情に即しつつ、家庭や地域の関係機関などと適切な役割分担の下に、相互に

連携を深めながら子どもの心身の健康の保持増進を目指す学校保健を推進することが求められていま

す。

　そのような中、保健主事は、学校保健と学校全体の活動に関する調整や学校保健計画の作成、学校

保健に関する組織活動の推進（学校保健委員会の運営）など学校保健に関する事項の管理に当たる職

員であり、その果たすべき役割はますます大きくなっています。

　本書は、保健主事の役割に関する基本的な理解や学校保健を推進するための効果的なマネジメント

など、保健主事が学校保健に関する活動の調整に当たる教員として実務を行う際に参考となる内容と

なっています。各学校の保健主事が、本書を十分活用されることで、すべての教職員が学校保健活動

に関心を持ち、それぞれの役割を円滑に遂行し、学校保健の一層の推進につながることを期待してい

ます。

　末尾となりましたが、本資料の作成に当たり多大な御尽力をいただきました作成協力者の皆様方に

対し、心から感謝申し上げます。

平成 22 年 3 月

文部科学省スポーツ・青少年局長

布　村　幸　彦
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第１章

学校保健と保健主事

　学校保健は、「学校における保健教育と保健管理をいう」（文部科学省設置法第４条第 12 号）とされ

ているように、保健教育と保健管理の活動を適切に行うことによって児童生徒や教職員の健康を保持増

進し、心身ともに健康な国民の育成を図るという教育目的の達成に寄与することを目指して行われます。

　保健主事は、学校保健の推進において鍵を握る人物（キーパーソン）です。保健主事がその役割を

十分に果たせるかどうかが、学校保健が活発に機能するかどうかを左右するといえるでしょう。

　保健主事になったら、まずは自校における学校保健活動をどのように動かしていくのかを考えてみ

ましょう。それを展開していくためには、現代的な健康課題や自校における健康課題から導き出され

る重点課題を明確にするとともに、教職員の学校保健活動への理解を得るようにすることが必要とな

るでしょう。また、健康課題をとらえて、その解決に向かえるような方策を立てることが年度当初に

求められるでしょう。これらの保健主事としての取組は、子どもの健康状態を現状よりも低下させな

いことや、現状からよりよい健康状態に高めていくことへの働きかけをするヘルスプロモーションの

考え方に立つことも大切になります。保健主事には、これらの働きかけにかかわる目標がよりよく実

現するように、関連する活動が効率よく展開されるように環境を整えることも求められます。

　しかしながら、学校保健は、保健主事だけで何とかなるというものでもありません。保健主事になっ

たら、まずは、一人で多くのことを抱え込むのではなく、組織体制はどうなのか、組織を動かすには

どのようにするのかという視点に立って自らの役割を果たしていくことが重要になります。そのため

には、保健主事自身がマネジメントの能力を身に付け、それを発揮していくことが求められます。

　
1　子どもの健康課題の把握
　保健主事として理解しておきたい現代的な健康課題としては、次のようなことをあげることができ

ます。

　学校保健法が制定された昭和 33 年当時は、寄生虫・トラコーマ・結核などの伝染病やう歯などが

子どもの重要な健康課題と認識されていました。ちなみに、我が国における学校保健は、明治初期に

学校衛生として始まり、現在の制度は、昭和 33 年に制定された学校保健法により形作られ、これら

の課題について学校保健は大きな成果を上げてきたといえます。近年になって、都市化、少子高齢化、

情報化、国際化などによる社会環境や生活環境の急激な変化は、子どもの心身の健康にも大きな影響

を与えており、多様化、深刻化する子どもたちの心身の現代的な健康課題に学校が適切に対応するこ

とが求められています。平成 21 年 4 月から施行されている学校保健安全法は、学校保健を取り巻く

今日的な課題に対応できるよう、養護教諭を中心に関係職員等と連携した組織的な保健指導を行うな

ど学校全体の取組体制を整備充実させるとともに、学校のみでは解決が難しい課題については地域の

医療機関等との連携を図るよう、必要な規定の整備を行ったものです。

　現代的な健康課題としては、学校生活においても生活習慣の乱れがみられ、また、いじめ、不登校、

児童虐待などのメンタルへルスに関する課題、アレルギー疾患、性に関する健康問題や薬物乱用、感
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染症など、新たな課題が顕在化しています。同時に、小児医療の進歩と小児の疾病構造の変化に伴い、

長期にわたり継続的な医療を受けながら学校生活を送る子どもの数も増えています。また、過度な運

動による運動器疾患・障害を抱える子どもも見られる状況にあります。

　具体的にみると、生活習慣の乱れについては、子どもたちの生活が夜型化しており、朝食の欠食や

睡眠不足など生活習慣の乱れが、心身の健康に大きな影響を与えることが懸念されています。

　メンタルヘルスに関する課題としては、いじめ、不登校、児童虐待等があげられます。

　いじめは、不登校や自殺などを引き起こす背景ともなる深刻な問題であり、最近は携帯電話やパソ

コンの介在により、一層見えにくいものになっています。いじめは、子どもの心身に大きな影響を及

ぼす深刻な問題です。

　不登校については、継続理由として不安など情緒的混乱や無気力が高い割合を占めており、心の問

題としての対応策が求められています。

　児童虐待については、子どもの心身を傷つけ、自尊心を低下させ、心的外傷後ストレス障害

（PTSD）、虐待の連鎖などをもたらし、次世代を担う子どもの成長・発達を防げることが指摘されて

います。

　アレルギー疾患については、気管支喘息、アトピー性皮膚炎、アレルギー性結膜炎、食物アレルギー、

アナフィラキシー等があげられます。

　性に関する健康問題については、子どもの体格が向上するとともに性的な成熟が早まる一方、性に

関する情報の氾濫など、子どもをとりまく社会環境は大きく変化しています。また、若年層の人工妊

娠中絶や性感染症等の問題があります。

　薬物乱用については、近年、青少年の覚せい剤事犯検挙数は減少傾向にあるものの、大麻、MDMA

等合成麻薬事犯の青少年が占める割合が多いなど、依然として予断を許さない状況です。

　感染症については、新たな課題として新型インフルエンザ、ノロウイルスによる感染性胃腸炎、麻

しん等があげられます。

　子どもの健康課題は、多様化・深刻化し、より専門的な視点での取組が求められるようになってい

ます。

　保健主事として重要なことは、自校の子どもたちにどのような健康課題が起こりつつあるのかとい

うことをとらえて、子どもたちにとって何が優先される健康課題なのかということを、組織として判

断することができるように働きかけをすることです。

2　学校保健に関する事項の管理
　保健主事は、学校における保健に関する事項の管理に当たる職員として、すべての教職員が学校保

健活動に関心を持ち、それぞれの役割を円滑に遂行できるようにすることが重要です。保健主事は、「学

校保健と学校全体の活動との調整」、「学校保健計画の作成と実施」、「学校保健に関する組織活動の推

進」など学校保健に関する管理に当たります。

○学校保健と学校全体の活動との調整

　学校保健の活動は、保健教育、保健管理、そして両者の活動を円滑に進めるための組織活動から構

成されており、保健主事は、それらの活動と学校全体の活動との調整を図り、学校保健活動が円滑に
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実施されるよう配慮することが求められます。

○学校保健計画の作成と実施

　学校保健計画は、学校において必要とされる保健に関する具体的な実施計画であり、毎年度、学校

の状況や前年度の学校保健の取組状況等を踏まえ、作成することが大切です。保健主事は、計画作成

の中心となり、保健教育、保健管理、組織活動等の必要な内容を盛り込み、その円滑、適切な実施を

推進することが求められます。

○学校保健に関する組織活動の推進

　学校保健活動を円滑に実施するためには、学校保健に関する組織活動を推進することが大切です。

学校保健に関する組織活動には、学校保健委員会はもとより、学校内における組織活動、家庭や地域

社会との連携等があります。特に保健主事は、学校保健委員会の運営に当たり、その活性化を図って

いくことが求められます。

3　保健主事とマネジメント
　保健主事に直接的に求められるマネジメントは、学校保健活動全体を視野に入れて効果的に働きか

けることです。この中心となるものは、学校保健活動に必要な連絡・調整及び計画づくりと運営にか

かわるものです。一般的なマネジメントの理論や具体的なスキルは多岐にわたり、また様々な分野の

諸活動に多大な示唆を与えるものが実に多くありますが、ここでは、特に保健主事の実務に直接かか

わりのある「学校保健活動のマネジメント」、「保健主事と組織」及び「保健主事とリーダーシップ」

に焦点化をしています。これらのマネジメントの理解を深め、それらを十分に活用して、保健主事の

実務を効果的に遂行させたいものです。

○学校保健活動のマネジメント

　組織の活動には、目標とその達成のための基本方針を設定し、人、設備・用具、経費、情報などの

諸資源を勘案した計画的な営みが求められています。そのような活動がマネジメント（経営）であり、

目標達成のための各業務に必要な諸資源を活用し、効率よく組織活動を展開することが必要となりま

す。また、学校においては、自らの内部組織だけではなく、地域社会や関係機関という外部環境との

効果的な連携や相互作用として機能する発展的な連携も望まれています。保健主事は地域社会や関係

機関も含めた保健活動の全体を視野に入れて、また、そのような活動と連動する条件や諸要因を含め

て、これらを構造的に理解することが大切です。今日の学校保健活動においては、そのような全体構

造を踏まえた保健主事のよりダイナミックな行動に期待がかかっているのです。

○保健主事と組織

　学校保健活動は、個人の力だけでは達成できない事業や業務が大部分を占めており、組織としての

取組が不可欠です。そのような組織としての取組の前提には、学校教育全体の組織構成や各分掌を十

分に踏まえて、連絡・調整を図ることが必要となります。

　また、組織的な活動を展開するためには、職務階層の理解とその活用が必要になります。一般的には、

トップマネジメント（T.M.）、ミドルマネジメント（M.M.）、ロワーマネジメント（L.M.）の 3 つの

階層に分かれており、それぞれに役割を分担します。ここで言うトップマネジメント（T.M.）とは、

校長、副校長といった職務です。ミドルマネジメント（M.M.）とは、保健主事をはじめとする分掌
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や学年の代表としての職務です。ロワーマネジメント（L.M.）とは、学校保健活動の実務を担当す

る各係としての職務です。

　保健主事はミドルマネジメントに位置付けられ、ミドルリーダーとして人的資源の調整に比重がか

かることとなります。したがって保健主事は、学校保健活動の調整に当たる教員として、すべての教

職員が学校保健活動に関心を持ち、それぞれの役割を円滑に遂行できるように働きかけることが必要

となります。　

○保健主事とリーダーシップ

　学校保健活動にかかわる人々への働きかけとして、保健主事が発揮するリーダーシップが重要にな

ります。一般的に、リーダーシップは目標達成を目指して対象集団や組織の機能（集団機能）に働き

かけて、その機能を高めることを意味しています。すなわち、学校保健活動の「目標達成」に向けて、

職務遂行を重視する働きかけと、学校保健活動が組織的に円滑に展開されるように人間関係を重視す

る「集団維持」への働きかけを保健主事が行うことが大切です。ここでの「目標達成」と「集団維持」

の働きかけは、保健主事に最も求められるリーダーシップなのです。この二つの機能に対して、リー

ダーとしての保健主事には、状況に応じて柔軟にリーダーシップのスタイルを選択することが求めら

れます。これによって、学校保健活動とそれを支える組織の活性化がもたらされるでしょう。

マネジメント理論と保健主事のマネジメント

　マネジメントという言葉は、各方面で用いられ、一般的に管理、経営（あるいは経営管理）と

いう意味で使用されています。この場合の管理という言葉の意味においては、経営の意味から離

れて、個人的な行動や対象物の管理をも含め、広く物事のやりくりをすることの総称となってい

ます。一方、経営や経営管理という言葉の意味においては、その営みは企業の活動のように組織

的な活動や行動を前提にして、計画的に、意図的に物事を営むことを指す場合が大半となります。

このように、マネジメントという言葉は、日常的にも広く様々に用いられており、あいまいな言

葉であることは否めません。

　そこで、本書のように学校保健活動をめぐる保健主事のマネジメントに焦点を当てることによ

り、その実体が浮かんでくるのではないでしょうか。保健主事のマネジメントは、児童生徒を中

心に学校全体を視野にして組織的に学校保健活動を推進し、組織的な成果や効率を高めることが

目的となります。そのような組織的な目標追求活動は、企業などの組織的な活動とほぼ同一の営

みとしてとらえることができます。確かに、企業の活動には利潤追求という特別の使命がありま

すが、計画的な活動や行動の在り方及び組織の合理的な在り方や組織の動的な営みなどは、非営

利の組織活動にも多く適用されるようになっています。

　このように経営や経営管理の理論や考え方は、一般的なマネジメントという言葉の広さに比較

して、やや狭義な意味合いにはなりますが、保健主事としてマネジメントを展開する場合には、

まずはそれらの基本を踏まえて足場を固め、徐々に様々な経験や実績を積み重ねて発展させてい

きましょう。
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第２章

保健主事の役割

1　学校保健に関する事項の管理に当たる保健主事
   保健主事には、学校保健を推進する役割が一層求められていますが、その職務については、学校教

育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 45 条第 4 項において「保健主事は、校長の監督を受け、

小学校における保健に関する事項の管理に当たる。」と規定されています。

  学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）

第 45 条　　小学校においては、保健主事を置くものとする。

 ２　前項の規定にかかわらず、第４項に規定する保健主事の担当する校務を整理する主幹教諭

を置くときその他特別の事情のあるときは、保健主事を置かないことができる。

 ３　保健主事は、指導教諭、教諭又は養護教諭をもって、これに充てる。

 ４　保健主事は、校長の監督を受け、小学校における保健に関する事項の管理に当たる。

 　※中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校等にもそれぞれ準用。

　平成 20 年 1 月の中央教育審議会答申「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために

学校全体としての取組を進めるための方策について」においては、保健主事の役割について次のよう

に整理されています。

　（2）保健主事

①　保健主事は、学校保健と学校全体の活動に関する調整や学校保健計画の作成、学校保健に関

する組織活動の推進（学校保健委員会の運営）など学校保健に関する事項の管理に当たる職員

であり、その果たすべき役割はますます大きくなっている。

　　このことから、保健主事は充て職であるが、学校における保健に関する活動の調整にあたる

教員として、すべての教職員が学校保健活動に関心を持ち、それぞれの役割を円滑に遂行でき

るように指導・助言することが期待できる教員の配置を行うことやその職務に必要な資質の向

上が求められている。

　すなわち、保健主事は、「学校保健と学校全体の活動に関する調整」、「学校保健計画の作成」、「学

校保健に関する組織活動の推進」などに、すべての教職員が関心を持って取り組めるように、また、

それぞれの役割を円滑に推進できるように企画、連絡・調整、実施、評価、改善などの働きかけをす

ることが求められます。その際、マネジメントの考え方を十分に生かすことが大切です。

　

（1）学校保健と学校全体の活動との調整
　学校保健は、保健教育と保健管理の諸活動を通して児童生徒の健康の保持増進を図り、学校教育目
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標の達成に寄与することを目指して行われます。そして、保健教育と保健管理の活動の円滑な実施と

その成果の確保に資するようにするためには、教職員が役割を分担して活動を組織的に推進するとと

もに、家庭や地域の関係機関との連携を密にするための学校保健に関する組織活動を充実することが

求められます。

ア  教育活動の推進に不可欠な保健管理

　学校における教育活動の円滑な実施と成果の確保に資することを目指す保健管理は、教育活動の推

進に必要不可欠なものといえます。学校保健安全法には、第１条に「この法律は、学校における児童

生徒及び職員の健康の保持増進を図るため、学校における保健管理に関して必要な事項を定める」と

されているように、学校の管理運営等、健康相談等、健康診断、感染症の予防など保健管理の規定が

定められています。それらを踏まえ、保健主事は、組織的かつ適切に児童生徒の健康状態や環境衛生

の実態を把握し、児童生徒の健康の回復や保持増進のための具体策を推進していく上でリーダーシッ

プを発揮していくことが求められます。

( ア ) 健康観察

　学校保健安全法第９条には、「養護教諭その他の職員は、相互に連携して、健康相談又は児童生

徒等の健康状態の日常的な観察により、児童生徒等の心身の状況を把握し、健康上の問題があると

認めるときは、遅滞なく、当該児童生徒等に対して必要な指導を行うとともに、必要に応じ、その

保護者に対して必要な助言を行うものとする」と示されています。これは、近年、メンタルヘルス

に関する課題やアレルギー疾患等の現代的な健康課題が生ずるなど児童生徒等の心身の健康問題が

多様化、深刻化している中、これらの問題に学校が適切に対応することが求められていることから、

第９条においては、健康相談や担任教諭等の行う日常的な健康観察による児童生徒等の健康状態の

把握、健康上の問題があると認められる児童生徒等に対する指導や保護者に対する助言を保健指導

として位置付け、養護教諭を中心として、関係教職員の協力の下で実施されるべきことを明確に規

定したものです。保健指導の前提となる日常的な健康観察は、児童生徒等の心身の状況の把握を目

的に行われますが、学級経営とのかかわりが深く、児童生徒の理解につながり、いじめ・不登校傾

向などの心身の健康上の問題を早期発見することにも役立ちます。さらに、健康観察を充実するこ

とにより、児童生徒が自分の心身の健康に関心を持ち、健康づくりに主体的に取り組むようになる

など教育的側面からも重要な意義があります。

　学校において、健康観察を有効に実施するためには、校内研修会や朝の打合せの機会をとらえ、

その意義を全教職員に周知徹底することが重要です。

( イ ) 健康相談

　学校保健安全法第 8 条には、「学校においては、児童生徒等の心身の健康に関し、健康相談を行

うものとする」と示されています。保健指導の前提として行われる健康相談は、児童生徒等の多様

な健康課題に組織的に対応する観点から、特定の教職員に限らず、養護教諭、学校医・学校歯科医・

学校薬剤師、担任教諭など関係教職員による積極的な参画が求められます。また、健康診断終了後

の事後措置として健康相談が行われますが、健康診断は集団を対象として行うスクリーニングであ

ると同時に、ある時点での横断的な健康状態の評価であるため、年度途中で異常が発生したり疾病
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があったりした者に対して健康相談を行えるよう配慮することが必要です。

　具体的には、次のような対象者が考えられ、年間を見通して、継続的に健康相談を実施すること

が大切です。

①健康診断の結果、継続的な観察指導を必要とする児童生徒等

②日常の健康観察の結果、継続的な健康相談を必要とする児童生徒等

③病気欠席がちの児童生徒等

④心身の異常を自覚して自発的に健康相談の必要を認めた児童生徒等

⑤保護者の依頼によって健康相談の必要を認めた児童生徒等

 ( ウ ) 健康診断

　健康診断は、医学的見地から個人及び集団の健康状態を把握し、評価を行うとともに、発育・発

達や疾病異常に関して健康づくりの課題を明確にするなど重要な意義があります。健康診断は、大

別して児童生徒の健康診断、教職員の健康診断、就学時の健康診断があります。

　学校行事として学校保健安全法第 13 条に示されている児童生徒の健康診断を行う場合には、一

定の時期に集中的、総合的に行うようにし、その運営についても学校を挙げて組織的に行うことに

よって、その教育的効果を高めるよう配慮することが大切です。

 ( エ ) 感染症の予防

　集団生活の場である学校は、感染症の媒介の場となりやすく、いったん発生したときは感染が早

く、まん延しやすいため特に注意が必要です。そのため、児童生徒の疾病異常の早期発見・事後措

置などの保健管理の活動と発生防止の保健教育の活動を組織的に推進することが求められます。

　また、問題が生じた場合は、実態の把握をするとともに、校長、関係教職員などと連絡を密にと

り、必要に応じて対策委員会、臨時学校保健委員会など、予防措置の企画や関係機関への連絡・調

整に当たることが大切です。

 ( オ ) 救急処置

　救急処置は、学校における保健管理活動の中で重要な仕事であり、全教職員が役割を分担して行

う活動です。問題が発生した場合に、負傷者の生命の安全を考え、速やかに対応することができる

ように、救急処置における校内体制が整備されているか確認し、いざというときに、それが機能す

るようにしておくことが重要です。

 ( カ ) 学校環境衛生

　児童生徒の健康を保持増進し、学習能率を高め、心豊かな学校生活を送ることができるようにす

るためには、健康的で快適な学習環境をつくり上げることが大切であり、そのための学校環境衛生

の活動は学校経営においても重要な役割を担っているといえます。

　学校環境の衛生管理については「学校環境衛生基準」に基づき行われる環境衛生検査と日常にお

ける環境衛生があります。環境衛生検査は、毎年度時期を定めて学校環境の実態を把握し、必要が

あれば事後措置を講じる定期の環境衛生検査と、必要があるときに行われる臨時の環境衛生検査が

あります。日常における環境衛生は、環境衛生の維持又は改善を図るために行う日常的な点検を指

します。

　学校環境衛生の活動は、学校のすべての教職員がそれぞれの職務の特性を生かし、校務分掌によ
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り役割を明確にし、学校経営の中で計画的に進めることが大切です。

イ  学校教育全体で行う保健教育

　学校における保健教育は、児童生徒が健康に関する知識を身に付けることや活動を通じて自主的に

健康な生活を実践できる資質や能力を育成することが大切です。このような保健教育は、体育や保健

体育を中心とした関連教科（保健学習）や特別活動の学級活動・ホームルーム活動等（保健指導）な

ど、学校教育全体で行われます。保健主事として実施に深くかかわるのは、保健指導です。

　学習指導要領では、保健指導に関することについて、総則第１の３に次のように示されています。

　学校における体育・健康に関する指導は、児童（生徒）の発達の段階を考慮して、学校の教育

活動全体を通じて適切に行うものとする。特に、学校における食育の推進並びに体力の向上に関

する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については、体育科（保健

体育科）の時間はもとより、家庭科（技術・家庭科）、特別活動などにおいてもそれぞれの特質

に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭や地域社会との

連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し、生涯を通じ

て健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなければならない。 

  

　このことから、健康に関する指導の一つである保健指導は、当面している健康課題等を児童生徒が

適切に判断し、解決できるよう学校教育全体を通じて指導する必要があります。また、当面の課題の

うちでも、児童生徒の共通の課題として指導できるものは集団を対象に、その児童生徒だけの課題と

して指導した方がよいと思われるものは個別に行います。

　各学校においては、総合的な基本計画としての学校保健計画に基づいて保健教育の充実に努めるこ

とが大切です。また、学校教育全体で保健教育を実施する上で大切なのは、実際に指導に当たる教員

等にその重要性や進め方が共通理解されていることです。　

ウ  学校保健に関する組織活動の推進

　学校における保健管理と保健教育が有機的に関連付けられ、その成果を上げるには組織的な活動が

必要です。学校保健に関する組織活動がその機能を発揮するには、校内における教職員の協力体制を

確立することが必要であり、その効果を高めるために家庭や地域社会との連携が大切です。 

　学校保健に関する組織活動には、保健部などの学校内における組織活動、家庭、地域社会との連携、

学校保健に必要な校内研修などが考えられます。その一つとして、健康に関する課題を研究協議し、

健康づくりを推進するための組織である学校保健委員会があります。その運営に当たる保健主事には、

学校保健委員会の活動を推進するとともに、学校が家庭、地域の保健関係機関などと連携しつつ、そ

の活性化を図っていくことが求められています。

（２）学校保健計画の作成と実施
　保健主事は、学校保健計画の作成の中心となり、その円滑、適切な実施を推進することが重要で　
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す。学校保健安全法第５条（昭和 33 年法律第 56 号）において、「学校においては、児童生徒等及び

職員の心身の健康の保持増進を図るため、児童生徒等及び職員の健康診断、環境衛生検査、児童生徒

等に対する指導その他保健に関する事項について計画を策定し、これを実施しなければならない」と

規定されています。

　また、平成 20 年 7 月 9 日付け 20 文科ス第 522 号「学校保健法等の一部を改正する法律の公布に

ついて」では、「第二　留意事項　第１学校保健安全法関連　二　学校保健に関する留意事項」に学

校保健計画について次のように示されています。

 1　学校保健計画は、学校において必要とされる保健に関する具体的な実施計画であり、毎年度、

学校の状況や前年度の学校保健の取組状況等を踏まえ、作成されるべきものであること。

 2　学校保健計画には、法律で規定された①児童生徒等及び職員の健康診断、②環境衛生検査、

③児童生徒等に対する指導に関する事項を必ず盛り込むこととすること。

 3　学校保健に関する取組を進めるに当たっては、学校のみならず、保護者や関係機関・関係団

体等と連携協力を図っていくことが重要であることから、学校教育法等において学校運営の状

況に関する情報を積極的に提供するものとされていることも踏まえ、学校保健計画の内容につ

いては原則として保護者等の関係者に周知を図ることとすること。このことは、学校安全計画

についても同様であること。

　各学校においては、これらの留意事項を踏まえ、学校における保健管理と保健教育、学校保健委員

会などの組織活動など、学校保健活動の年間を見通した総合的な基本計画となるよう作成することが

大切です。

ア　学校保健計画の内容

　学校保健安全法の目的や内容、学校運営等を考えると、学校保健計画の内容としては、次のことが

考えられます。

（ア ) 保健管理に関する事項

　　・健康観察や保健調査

　　・健康相談

　　・健康診断及び事後措置

　　・感染症の予防

　　・環境衛生検査及び日常における環境衛生

　　・その他必要な事項

( イ ) 保健教育に関する事項

　　・体育科・保健体育科の保健に関する指導事項

　　・関連教科における保健に関する指導事項

　　・道徳の時間における保健に関連する指導事項

　　・学級活動・ホームルーム活動における保健に関連する指導事項
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　　・学校行事の健康安全・体育的行事等の保健に関する行事

　　・児童会活動・生徒会活動で予想される保健に関する活動

　　・総合的な学習の時間における健康に関連する活動内容等

　　・個別の保健指導

　　・その他必要な事項

( ウ ) 組織活動に関する事項

　　・学校内における組織活動

　　・学校保健に必要な校内研修

　　・家庭、地域社会との連携

　　・学校保健委員会

　　・その他必要な事項

イ　学校保健計画作成の手順

　保健主事には、学校保健計画を作成するに当たって、学校保健にかかわる教育活動において、教育

課程の領域の特性、担当する組織等のバランスに配慮することが求められます。

　作成の手順としては、「情報の収集と作成方針の決定」、「目標や活動の内容の設定」、「各組織との

連絡・調整」、「学校保健計画の決定」などが考えられます。

　とりわけ、その学校の学校保健の実態を把握し、学校保健に関する目標や活動の内容を設定するた

めの情報の収集は、年間計画作成の第一歩です。健康情報の把握に当たっては、目的に応じて見通し

を立て、計画的に行われることが大切です。

　情報の収集源、情報の内容及び健康情報の把握の時期として、次のことが考えられます。

【情報の収集源】

・学校保健活動の評価記録からの情報　・児童生徒の健康に関する情報

・学校環境衛生の状況に関する情報　　・教職員、保護者、地域社会からの健康に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【情報の内容】

・児童生徒の健康状態　　　　・児童生徒の疾病の治療状況　　・学校環境衛生の実態 

・学校保健組織の活動状況　　・保健教育の実施状況　　　　　・保健室利用状況

・各種保健衛生統計　　　　　・地域の保健・衛生の課題　　　・地域の保健・医療の動向 

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

【健康情報の把握の時期】

・定期の健康診断や学校環境衛生検査のように時期が決まっている場合

・感染症の流行時のように臨時の場合

・健康観察、救急処置等、記録が累積される場合 

　保健主事は、年間の行事計画等との調整を図りながら、情報の内容、方法、情報把握の時期、担当
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者等を決め、組織的に健康情報を把握することが重要です。また、情報の分析に当たっても、専門的

な立場からの意見や実際に学校保健活動に携わる学級担任等の意見などを調整する必要があります。

このようにして得られた情報を基に、年度の重点や内容を設定し、関連する各組織との連絡・調整を

図り、学校保健計画の立案に当たることが大切です。

　また、学校保健計画の実施に当たっては、全教職員がそれぞれに役割を分担して活動することにな

るので、共通理解が大切になります。そのためには、作成の過程から共通理解が図られるように配慮

する必要があります。

ポイント　・学校保健計画は、校長の経営方針を踏まえた上で、保健主事のリーダーシップによ

り各校内組織と連携を図りながら案を作成します。

　　　　　・校長の決裁を受け、学校保健計画が策定されることになりますが、実施に当たって

はマネジメントサイクル（25 ページ参照）を十分機能させながら、具体的な学校

保健活動を推進し、学校教育目標、学校保健目標の具現を図りたいものです。

ウ  学校保健計画作成上の留意点

　学校保健計画の作成に当たっては、必要な内容を位置付けることはもちろん、次のことに留意して

作成することが大切です。

・児童生徒や地域の実態、学校種別、規模等に即して自校の実情にあった計画を作成する。

・収集した情報を活用して、学校の実態に即した適切な計画にする。

・学校の教育方針、諸行事を考慮して、実施の重点事項を精選し、有機的な関連をもたせる。

・保健管理と保健教育の関連を明確にしておく。

・学校内関係者の一方的な計画にならないように、設置者はもちろん各関係機関との連絡・調整を

図る。

・関係教職員の理解を深めるとともに、責任分担を明確にする。

・家庭や地域社会の保健活動との連携を図る。

　※学校保健計画の様式例については、42 ページ及び付録参照

エ　学校保健計画の実施に当たって

　学校保健計画の実施に当たっては、計画に盛り込まれた内容が確実に実施されることが大切です。

そのためには、次の点に配慮する必要があります。

・学校保健活動ごとに、ねらい、日時、場所、参加者（対象者）、運営の役割分担、活動の流れ　

等が分かる実施計画や運営案を作成する。

・教職員の保健部会等を計画的に行い、実施状況を確認し合う。

・学校医、学校歯科医、学校薬剤師との協力関係が円滑なものになるように連絡・調整を密にする。

・児童生徒の自発的・自治的活動を盛り上げるようにする。
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・教職員の健康診断や事後措置など、教職員の健康管理にも配慮する。

・学校保健計画の評価を適切に行い、本年度の反省をするとともに、次年度の計画に役立てる。

（３）学校保健に関する組織活動の推進
　学校保健活動が円滑に進められ、成果を上げるためには、教職員が役割を分担して活動を組織的に

推進することができるような協力体制を確立するとともに、家庭や地域の関係機関と連携するための

学校保健に関する組織活動の充実が大切です。学校保健に関する組織活動には、学校内における組織

活動、学校保健に必要な校内研修、家庭や地域社会との連携、学校保健委員会などが考えられます。

ア　教職員の協力体制の確立　

( ア ) 校内体制づくり

　学校保健活動を推進し、児童生徒の現代的な健康課題の解決などを図るためには、学校経営の責任

者としての校長がリーダーシップを発揮することにより、学校内や地域社会における組織体制づくり

を進めていくことが求められます。

　組織活動とは、全教職員が学校保健に関する共通理解にたち、それぞれの責任を明確にし、互いに

連携を保ちながら、協力して行う活動であり、その中核としての保健主事の役割は重要です。組織活

動としてその機能を発揮するには、まず、校内における教職員の協力体制を確立することが先決です。

　学校運営組織としては、保健部、保健安全部、健康教育部といった「部」として位置付けることが多く、

生徒指導部、特別活動部、教育相談部などの関連する組織と綿密に連携を図るとともに、それぞれが

受けもつ役割を明確化することにより、組織的な活動として機能を発揮することが期待できます。

　また、児童生徒一人一人に働きかける学級担任に対して、学級経営案に児童生徒の健康に対する取

組、保健指導の重点、学校環境の整備などに関する事柄が位置付けられるよう働きかけるなど、協力

体制を確立することが大切です。

　さらに、学校医、学校歯科医、学校薬剤師等の専門性が発揮されるように、懇談会を開催したり、

校内研修の一環として話し合う機会を設けたり、保護者の協力が得られるように、PTA 担当との連

携したりすることで、校内における教職員の協力体制をより強固にすることができます。

( イ ) 校内研修

　各教職員が学校保健活動に対する認識を高めるとともに、健康に関する知識を深めたり、保健指導

の向上を図る研修は、健康課題の解決につながります。校長をはじめ校内研修の担当者等と連絡・調

整をとりつつ、学校保健に関する校内研修を位置付けることが重要です。

　具体的には、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、保健所等の専門家の講話、救急処置等の実習や学

校保健に関するマネジメントの演習、事例研究、保健指導の授業研究等が考えられます。

 ( ウ ) 組織活動の活性化

　 教職員が役割を分担して活動を組織的に推進することができるような協力体制を確立し、組織活

動を活性化させるためには、メンバーの目標達成に対する貢献意欲やモラール（意気込み・やる気）

を引き出すことが求められます。保健主事に期待される活性化の視点として、次のようなことが考え

られます。
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①児童生徒の健康や生活の実態に関する情報提供は、取り組もうとしている学校保健活動の重要性

に対する認識を高めることになります。

②各種活動を実施するに当たっては、可能な限り担当者に委任しましょう。このことにより、担当

者は責任、権限、裁量を自覚することになり、教職員の貢献意欲やモラールを高めることにつな

がります。

③教職員が学校保健計画の作成に参画することにより、人間関係の構築、何でも言える雰囲気が醸

し出され、民主的な学校運営につながることが期待できます。

( エ ) 教職員の意識を高める働きかけ

　学校保健活動に対する教職員一人一人の意識が高まるかどうかは、なぜその活動を展開するのかと

いう活動の意味、その背景となっている児童生徒の学校、家庭、地域での生活状況をいかに共有でき

るかにかかっています。例えば、学校保健活動の実施計画を作成するにに当たっては、保健主事とし

てリーダーシップを発揮する上で以下のことに留意する必要があります。

①実施計画はその場限りの行動計画ではなく、期待される未来を実現するためのものです。その意

味で将来予想される課題を克服できるものとなるよう配慮しましょう。

②組織の能力を踏まえた計画、児童生徒や学校・地域の実態に即した計画は、計画を実行する教職

員や関係者の活動意欲を高めます。達成可能な目標と計画でなければなりません。

③実行可能性のある計画は、到達すべき状態や基準が明確にされています。この到達すべき状態や

基準は、計画実行後の評価基準ともなります。また、学校保健活動の評価基準が計画の中に示さ

れることによって教職員の動機づけにもなります。

④計画とその目標は、すべての教職員に理解されていなければなりません。また、計画内容の具体

化、参加的な立案、共通理解の促進等により、計画が教職員の動機づけの一要因となっているこ

とが重要です。

　また、学校保健活動は、学校教育全体で展開されることになり、すべての教職員がかかわることに

なります。そのため、できる限り関係する多くの教職員が計画の作成にかかわるように配慮する必要

があります。

イ　家庭・地域社会との連携　

( ア ) 家庭との連携

　児童生徒が生涯を通じた健康づくりを推進していくためには、家庭との連携を図ることが重要です。

そのためには、学校でなすべきことを明確化し、その内容を家庭に伝え、理解を求めることによって、

家庭との適切な役割分担に基づく学校保健活動を行っていくことが大切です。家庭の実態を考慮し、

保護者の意見を的確に把握しながら、日ごろから家庭に対する啓発活動を行うなど、家庭との信頼の

構築に努めておきましょう。啓発には次のようなものが考えられます。

・学校保健委員会をはじめ、保護者会、授業参観、家庭訪問、地域懇談会などの機会に学校保健に

関する方針を説明する。

・「学校だより」「保健だより」「学年・学級通信」等を活用して、学校保健活動について啓発に努め、

理解を深めていくとともに、健康な習慣の実践化に努めるように働きかける。
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・定期健康診断の事後措置の指示は、単に治療の指示にとどめないで、日常の生活行動の改善・向

上に関する内容を加える。　

　また、PTA は学校と家庭との連携を図る上で重要な組織であることから、PTA に働きかけ、協力

を得ることも大切です。働きかけの例としては次のことが考えられます。

・PTA 保健部等の組織と校内組織の合同部会の開催

・PTA の広報誌等への学校保健活動や健康づくりのための内容の掲載

・PTA 活動の一環として健康に関する講演会の開催

( イ ) 地域社会との連携

　 児童生徒の現代的な健康課題に適切に対応するためには、学校や家庭を中心に、学校の設置者で

ある地方公共団体等や地域の関係機関を含めた地域レベルの連携が必要です。日ごろから地域の関係

機関・団体に働きかけて交流・連携を密にしておき、適切な協力を得られるようにしておきましょう。

　例えば、感染症対策では、その協力・連携があってこそ対処も適切に進められ、予防効果も高まり

ます。また、保健所や市町村保健部局等が行う保健事業と連携して、専門的な情報の提供や学校保健

活動の協力・支援を受けることもできます。

　学校と地域の連携については、平成９年の保健体育審議会答申において、「地域にある幼稚園や小

学校・中学校・高等学校の学校保健委員会が連携して、地域の子どもたちの健康課題の協議などを行

うため、地域学校保健委員会の設置の促進に努めることが必要である」と提言されています。地域に

ある異種校間の連携を進めることにより、それらの健康情報や資料が継続され、積み上げられ、それ

ぞれの指導に生かすことができます。このような中学校区などを単位とした学校間の連携は引き続き

推進する必要がありますが、児童生徒の健康課題は、その地域の特性を踏まえた取組の実施が重要で

あり、また、教育委員会はもとより母子保健や保健福祉などを担当する機関とも組織的に連携して対

応していくことが望まれます。

ウ　学校保健委員会の開催

　学校保健委員会は、学校における健康の問題を研究協議し、健康づくりを推進する組織です。　　

　したがって、様々な健康問題に対処するため、家庭、地域等の教育力を充実する観点から、学校と

家庭、地域を結ぶ組織として学校保健委員会を機能させることが大切です。

　学校保健委員会については、昭和 33 年の学校保健法等の施行に伴う文部省の通知において、学校

保健計画に規定すべき事項として位置付けられ、その後の各答申等においても設置の促進と運営の強

化について提言されてきました。しかし、計画的かつ積極的に開催し、健康課題の解決に役立ててい

る学校がある反面、学校保健委員会が設置されていない学校、設置されていてもほとんど開催されて

いない学校もあります。

　平成 20 年１月の中央審議会答申でも、次のように提言されています。

①　学校保健委員会は、学校における健康に関する課題を研究協議し、健康づくりを推進するた

めの組織である。学校保健委員会は、校長、養護教諭・栄養教諭・学校栄養職員などの教職員、

学校医、学校歯科医、学校薬剤師、保護者代表、児童生徒、地域の保健関係機関の代表などを



学校保健委員会

校長・教頭等

教職員代表

児童生徒代表

保護者代表

指導・助言者

関係機関代表

地域の人々

保健主事、養護教諭、保健部教諭、栄養教諭
教務主任、学年主任、生徒指導主事、保健体育主任
児童生徒会会長、児童生徒会保健委員、
他生徒委員会や体育委員会などの議題に関係のある委員会

PTA 役員、各学年委員長、各学年保健委員、各部委員長

学校医、学校歯科医、学校薬剤師、スクールカウンセラー

教育委員会、保健所、市町村保健衛生係、児童相談所
警察署、民生（児童）委員

商店、企業、町会関係者など

○学校保健委員会（構成例）
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主な委員とし、保健主事が中心となって、運営することとされている。

②  学校保健委員会については、昭和 33 年の学校保健法等の施行に伴う文部省の通知において、

学校保健計画に規定すべき事項として位置付けられている。また、昭和 47 年の保健体育審議

会答申においても、「学校保健委員会の設置を促進し、その運営の強化を図ることが必要であ

る」と提言されているが、平成 17 年度の学校保健委員会の設置率は、小学校 81.9％、中学校

78.6％、高等学校 76.7％にとどまっている。また、設置されていても開催されていない学校や、

年１回のみの開催が多く、充実した議論が行われていないなど質的な課題がある。

③  学校保健委員会を通じて、学校内の保健活動の中心として機能するだけではなく、学校、　

家庭、地域の関係機関などの連携による効果的な学校保健活動を展開することが可能となるこ

とから、その活性化を図っていくことが必要である。

　　このため、学校において、学校保健委員会の位置付けを明確化し、先進的な取組を進めている

地域の実践事例を参考にするなどして、質の向上や地域間格差の是正を図ることが必要である。

　　さらに、国、地方公共団体において、様々な資料を収集したデータベースを作成し、ホーム

ページから一括してダウンロードできる環境整備を図るとともに、学校においては適切な管理

の下に活用することや、普及のために啓発資料を活用した研修会を実施するなどして、学校保

健委員会の設置の推進や質の向上を図っていく必要がある。 

　学校保健委員会が、学校保健活動の中心として機能するだけでなく、学校、家庭、地域の関係　　

機関などの連携による効果的な保健活動につながるよう、その活性化を図っていくことが大切で　　

す。そのためには、保健主事が人、設備・用具、経費、情報などの各要素を調達・活用し、企画　　

力、リーダーシップを発揮することが期待されます。

( ア ) 組織構成　

　学校保健委員会の構成員は、校長、関係教職員をはじめ保護者や地域の保健関係者、児童生徒など

学校や地域の実情に応じて決められています。したがって、学校保健委員会の組織も固定的、画一的

にとらえるのではなく、学校が当面している健康課題の解決を目指すなど、より機能的な組織となる

よう考え、その年度の方針に即して弾力的なものにすることが大切です。平成 20 年１月の中央審議

会答申では、次のような構成例が提言されています。



「◎◎中学校」学校保健委員会

「△△小学校」学校保健委員会 「○○小学校」学校保健委員会

□□小学校（学校の代表者） ×× 小学校（学校の代表者） ○○中学校（学校の代表者）

地域医師会等、地域中核医療機関 市町村教育委員会
連携・協力 連携・協力

保健部局、福祉部局等

参加 町内会、地域団体、○○市教育委員会、
保健所、医師会等

○地域学校保健委員会（イメージ）中学校区などの地域を想定（町内会等は事務局（学校）の求めに応じ参加）

○学校地域保健連携推進協議会（イメージ）市町村の地域を想定（行政機関が組織的に対応）
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( イ ) 企画・運営

　学校保健委員会は学校と家庭・地域を結ぶ機会であり、保健主事が中心となり企画・運営に当たる

ことが重要です。

　学校保健委員会の企画に当たっては、議題選びが重要となります。議題の選び方については、でき

るだけ具体的な議題に絞り、現状の課題をとらえ、その解決のための協議を行うようにします。例え

ば、学校歯科保健の議題を取り上げる場合は、「むし歯の予防」という取り上げ方ではなく、「歯みが

きの励行について」「むし歯治療の促進について」というように課題解決の方向性が出るような議題

にすることが大切です。

議題として取り上げられる具体例

①学校保健計画に関する事項

・計画・実施・評価に関する反省やまとめ

・今年度の目標や重点についての評価

・次年度の計画について

②健康診断の実施及び結果の事後措置に関す

る事項

・特に重点に関連する項目の分析、考察や今

後の対策

　議題が決まったら、委員会の日時や場所、ねらい、参集者、事前の準備、議事の展開等が盛り込ま

れた運営案（50 ページ参照）を作成し、計画的に委員会が開催できるように準備しましょう。そして、

いよいよ当日の運営ですが、運営上の観点としては、次のことが考えられます。

・学校と家庭の役割を明確にする。

・実践の手立てがイメージできる議題にする。

・課題解決に効果的に働く組織と運営に配慮する。

・委員会で協議された事項は、実践に移すようにする。

　学校の実情により、運営方法に違いはありますが、児童生徒の健康の保持増進や心身の健康問題が

③児童生徒等の心身の健康課題

・生活習慣病を予防するための食生活

・家庭や地域で取り組む体力づくり

・子どものメンタルヘルスの理解とその対応

・インフルエンザの予防と手洗い・うがいの

励行

・学校・家庭・地域が連携して取り組む性に

関する指導
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学校保健委員会で話し合われ、解決の方向に動き出すような運営に心がけることが大切です。

（４）学校保健に関する評価の実施
　学校においては、校長のリーダーシップのもと、全教職員が参加して教育活動等の成果を検証し、

必要な支援・改善を行うことにより、学校運営の改善を目指し、教育水準の向上を図ることが重要です。

　学校保健活動は、学校教育目標の具現化を図るための活動であり、結果として児童生徒等の心身の

健康の保持増進につながるものでなければなりません。そのため、学校保健に関する評価に当たって

は、学校評価の一環として、学校の実情に即して、学校保健計画、保健教育、保健管理、組織活動等

について、評価の観点及び内容を設定し、評価を実施し、評価結果の分析等を行い、的確な問題把握

と問題解決に資するよう努めることが大切です。

ア　学校保健に関する評価の観点及び内容　

( ア ) 学校保健の基本的なとらえ方

・学校保健に対する考え方が確かなものになっているか

・学校保健の基本的な内容を保健教育と保健管理ととらえ、それを組織的に推進しているか

・保健主事の役割及び学校保健を推進する校内の体制の重要性が認識されているか

・学校保健に関する家庭、地域社会との連携の重要性について、教職員の共通理解が図られ、積

極的に連携に努めようとしているか

・学校保健計画が適切に作成され改善が図られているか              　　　　　　など

( イ ) 学校保健計画の作成及び改善

・学校保健計画が保健教育、保健管理及び組織活動を含む総合的な基本計画となっているか

・保健教育、保健管理及び組織活動に関する内容がもれなく盛り込まれているか

・教職員の意見が反映されているか

・児童生徒や地域社会の実態等が反映されているか

・前年度の学校保健に関する評価の結果が生かされているか     　　　　　　　など

( ウ ) 保健教育

・関連する教科等の指導が計画的に行われているか

・特別活動（学級活動、ホームルーム活動、学校行事、児童会活動、生徒会活動等）の保健指　

導が計画的、効果的に行われているか

・学校生活における日常の保健指導が適切に行われているか

・個別の保健指導が適切に行われているか                     　　　　　　　　　　など

( エ ) 保健管理

・健康診断が、法令等に基づき、計画的、効果的に行われているか

・健康観察、健康相談が計画的行われているか

・学校環境衛生検査が計画的に行われ、学校環境衛生活動等が適切に行われているか

・健康に問題がある児童生徒の保健管理が適切に行われているか

・法令に基づく公表簿等が適切に整備されているか              　　　　　　　　など
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( オ ) 学校保健に関する組織活動

・教職員の協力体制が確立され、活動が円滑に行われているか

・学校保健に関する研修が、計画的に行われているか

・家庭との連携が密接に図られているか（情報の把握及び提供、PTA 活動の実施等）

・学校保健委員会が設置され、計画的に開催されているか

・関係機関・団体など地域社会との連携が、密接に図られているか  　　　　　など

イ　評価の機会と方法

　学校保健活動は、学校教育全体を通じて行われるものであり、評価も学校教育全体の中で、多面的

かつ継続的に行うことが大切です。したがって、評価の機会も極めて多様ですが、「ア　学校保健に

関する評価の観点及び内容」を参考に、学校保健計画に位置付けた保健教育、保健管理、組織活動に

対して、適切な時期にバランスよく評価の機会を設ける必要があります。

　評価を行うに当たっては、評価の客観性を高めるために、様々な方法で資料を収集し、多面的に検

討することが大切です。評価の方法については次のようなことが考えられます。

・児童生徒の日常の生活行動について、教職員が観察により評価する方法

・面接や質問紙を用意しての質問による方法

・各担当者による記録の収集、分析による方法

・教職員等の話合いによる方法

・児童生徒、保護者、地域の方々などの意見収集、分析による方法    など

ウ　評価をする際の配慮事項

( ア ) 成果の評価とプロセスの評価

　評価項目・指標等には、目標の達成状況を把握するためのものと、達成に向けた取組の状況を把握

するためのものがあります。教育の目的は子どもの人格の完成を目指すことにあることから、中でも

児童生徒についてその達成状況に着目することが重要であり、成果に関する評価項目・指標等の適切

な設定が望まれます。しかし、成果とその達成に向けた取組は一体的であり、成果を目指す過程にお

いて、学校・家庭・地域や設置者が、役割分担して、組織的・効果的に取組を進めていくプロセスの

在り方が重要です。このことから、目標達成を目指す過程（プロセス）にも着目し、それを正当に評

価することに留意して評価項目・指標等を設定することが重要です。

( イ ) 学校保健に関する項目の学校評価への位置付け

　学校保健活動の成果は、最終的には学校の教育目標の達成に統合されていくことから、保健主事は、

学校保健活動に関する項目が学校評価に適切に設定され、その結果に基づき学校保健活動の改善が図

られるよう働きかけをすることが求められます。そして、各学校の特性を生かした評価を行うように

工夫することが大切です。
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学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）

第 42 条　小学校は、文部科学大臣の定めるところにより当該小学校の教育活動その他の学校運

営の状況について評価を行い、その結果に基づき学校運営の改善を図るため必要な措置を講ずる

ことにより、その教育水準の向上に努めなければならない。※幼稚園、中学校、高等学校、中等

教育学校、特別支援学校等にもそれぞれ準用。

( ウ ) 計画、実施、点検をもとにした評価

　学校運営について、目標 (Plan) −実行 (Do) −評価 (Check) −改善 (Action) というＰＤＣＡサイク

ルに基づき継続的に改善していくためには、まず目標を適切に設定することが重要です。

　学校教育目標や学校保健目標の具現を図るには、さらに具体的な目標や取組などを設定し、学校保

健計画を作成することが必要となります。そのためには、短期的に重点を置いて取り組むべき課題、

前年度の学校評価の結果を踏まえた改善方策並びに、「児童生徒、保護者、地域住民に対するアンケー

ト」及び「保護者や地域住民との懇談会」などを通じて得られた意見や要望から浮かび上がる課題に

基づき、重点的に取り組む短期的な目標やそれを達成するための取組を具体的かつ明確に定めること

が大切です。

　その際、重点として設定する目標等は、学校の全教職員がそれを意識して取り組むことができるな

ど実効性あるものとなるよう精選することが重要です。

　①　精選された具体的かつ明確な重点目標を設定します。

　②　重点目標の達成に必要な具体的な取組等を、評価項目として設定します。

　③　評価項目の達成・取組状況を把握するための指標を設定します。

　④　学校保健活動の運営に関する様々な情報・資料を、継続的に収集・整理します。

　⑤　全教職員の参加により、成果とプロセスを意識した評価を組織的に行います。

　⑥　中間評価の結果に基づき重点目標、評価項目・指標等の見直し等について検討します。

　⑦　評価の結果及び今後の改善方策についてとりまとめをします。

　⑧　今後の改善方策に基づき、次年度の重点目標の設定や具体的な取組の改善を図ります。

　また、評価の結果は、次の活動の改善に具体的に生かすようにすることが大切です。その際、結果

の活用に当たっては、児童生徒の人権やプライバシーの保護に十分配慮する必要があります。

２ 保健主事に求められるマネジメント
(1)　学校保健活動のマネジメント　
ア 多角的な視野での学校保健活動の推進

　近年、学校教育活動にもマネジメントの視点からのアプローチが求められています。実際の学校保

健活動においても、保健主事の立場から学校保健活動の全体をリードし、組織的に推進するためのマ

ネジメントの基本的な理解と活用が求められています。

　学校保健活動を組織的に推進するためには、活動を一面的にとらえるのではなく、多角的な視野で

活動をとらえ、連絡・調整することが大切です。



政策等との
整合性の検討

学校組織
学校保健活動
保健主事

効果的な
組織づくり
と組織運営

効果的な取組や
行事などの展開

資源の調査と
その有効活用

学校保健活動と保健主事のマネジメント
（4 つのマネジメントの対象と業務）
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　図は、学校保健活動を中心に、保健主事に求められる基本的なマネジメントの対象と業務を示して

います。

　図の中心は、保健主事がリードする組織的な学校保健活動であり、学校組織を前提にして、児童生

徒の健康の保持増進を図ることを示しています。保健主事が学校保健活動を効果的にマネジメントす

るためには、図に示すように、「政策等との整合性」、「効果的な組織づくりと組織運営」、「資源の調

達とその有効活用」及び「効果的な取組や行事などの展開」の 4 つのマネジメントの対象と業務を十

分に踏まえることが基本となります。

　「政策等との整合性」については、例えば、一般的な組織の活動を展開する場合には、政策や法令

などとの整合性を検討することが求められます。学校保健活動においては、学校保健安全法や学習指

導要領、その他各種の答申などに対して、実際の学校保健活動をいかに整合させるかという視点から

の検討が相当します。これらの中には教育委員会などの公的機関とのかかわりや予算措置を始めとす

る各種の補助金交付の可能性についての検討も含まれます。

　「効果的な組織づくりと組織運営」とは、一般的には行動科学論や組織論などに基づいて、効果的

な組織づくりやその運営への活用を図ることです。学校保健活動においては、保健主事が中心になっ

て保健部以外の他の校内組織との間で調整することや、必要に応じて新たな組織づくりをすることな

どが相当します。保健主事としては、関係教職員の満足や働きがいなどを十分に理解し、各人が力を
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発揮できるようにして、学校保健活動を活性化することが望まれます。

　「資源の調達とその有効活用」とは、一般的には活動に必要な人・物・金・情報などのように、現

在及び将来的に調達可能な諸資源を勘案し、調整することです。学校保健活動においても、人材や経

費など、活動に必要な基礎的な条件を調達することや整備すること及びそれらの有効活用が求められ

ます。そのような基礎的な条件を整備するための保健主事の働きかけが不可欠になります。

　「効果的な取組や行事などの展開」とは、一般的なマネジメントの分野でのマーケティング（事業

論）に相当します。マーケティングとは、製品やサービスを提供するサイドが受け手（消費者、対象

者）のニーズや状況を的確に理解の上、製品やサービスとして具体化し、双方の円滑な価値交換を促

進する働きかけの総称です。学校保健活動においても、児童生徒の実態やニーズを正確に理解し、具

体的な行事や取組に最大限に生かすことが望まれます。

　保健主事を取り巻くこれらの４つのマネジメントの対象と業務は、一般的なマネジメント活動の最

も基本的な部分と同様に考えることができます。このように、学校保健活動をめぐる保健主事のマネ

ジメントは、多様な業務を踏まえた多角的な視野による判断や行動が求められるのです。

ニーズとマーケティング

　ニーズとは、サービスや製品の受け手（消費者や対象者など）の必要性や需要を意味します。

当然のことながらニーズは、受け手が強く望む顕在的なものから、ほとんど無意識である潜在的

なものまで様々な段階のものが含まれています。マーケティングの分野では、消費者の製品やサー

ビスに対する認知過程を、認識する（Attention）—興味を持つ (Interest)—欲求する (Desire)—

強く要望する (Memory)—行動する (Action) の AIDMA（アイドマ）の過程として活用されていま

す。すなわち、製品やサービスを対象者に届けようとする場合に、消費者が今どの段階かを理解

して働きかけを選択します。また、消費者のニーズは、あくまでも自分の趣味や興味などによる

主体的なニーズであるのか、あるいは「雨の日の傘」のように、状況から必要になるものかなど、

受け手である消費者のニーズの背景を理解しておくことも、この分野では必要となっています。

　このように提供者が、受け手の状況や本音の部分に迫ろうとする営みや、受け手の側が、好ま

しい方向へ変容していくための効果的な働きかけを試行錯誤することは、教育としての保健活動

にも示唆を与えるものではないでしょうか。そのような視点から、保健主事が中心となって、学

校保健活動の取組や行事を企画し、大成功となれば、教育者としての喜びはもちろんのこと、保

健主事冥利に尽きるのではないでしょうか。



学校保健活動の構造の例

「生きる力」
心身の健康の
保持増進

学校保健活動・事業
◇生活習慣の乱れへの対応
◇メンタルヘルスをめぐる課題への対応
◇不登校への対応
◇アレルギー疾患への対応
◇性に関する健康問題への対応
◇薬物乱用への対応　　　　　　　　など

学校経営組織

校長・保健主事の
リーダーシップ

学校保健計画

PDCA サイクル

経営資源
（人材・物財・財源・情報）

児童生徒

保健管理・保健教育

環境との協働（PTA、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、教育委員会、教育関係団体、自治会　など）

25

「保健主事のためのハンドブック」―2 章

イ 学校保健活動の構造的な把握と理解

　組織の活動には、目標とその達成のための基本方針を設定し、人・物・金・情報などの諸資源を踏

まえた計画的な営みが求められています。そのような活動がマネジメント（経営）であり、目標達成

のための業務に必要な各種経営資源を活用し、効率よく組織活動を展開することが必要となります。

また、現代においては、自らの組織だけではなく、外部環境との効果的な連携も望まれています。こ

のような考え方は、現代の学校保健活動においても同様であり、下図のように構造的にとらえること

ができます。学校保健活動においては、そのような全体構造を理解した保健主事によるダイナミック

な行動に期待がかかっています。

ウ 学校保健活動の過程や時間経過の理解と活用

　学校保健活動をはじめとする組織の活動は、計画的、継続的に行われ、各事業や取組は時間経過の

過程と並行して展開されます。中・長期的な展望のもとで、3 年から 5 年程度で計画的に順次実行さ

れる特色ある活動も少なくありません。学校保健活動を推進する保健主事には、活動の過程や時間経

過の意味を十分に理解し、的確な判断・行動をすることが求められます。

　そのような活動の過程や時間経過（時間軸）に焦点を当てた効率的な組織活動の展開の一つに、マ

ネジメントサイクルがあります。すなわち、学校保健活動においてもいわゆる Plan・Do・See、あ

るいは Plan・Do・Check・Action としてのマネジメントサイクルを十分に機能させる必要があると

いうことです。

　このマネジメントサイクルを学校保健活動のマネジメントに活用しようとする場合は、次のように

なります。

　まず、前提として、児童生徒の実態やニーズを把握します。自校が現在抱えている健康課題を検討



学校保健活動とマネジメント

保健主事

（リード）

Check
（組織的な評価と情報共有）

Action
（フィードバック、修正）

Do
（校務分掌，体制づくりなど）

Plan
（学校保健計画など）

学校教育の目的・目標
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し、その解決のために組織としての方針を検討します。児童生徒の健康の保持増進を図ることや児童

生徒の保健教育目標を達成するために、学校保健計画の作成（Plan）をします。

　次に、計画を実施するための教員や児童生徒を組織化し、実施します（Do）。

　実施後には、その評価（Check）によって設定された目標の達成度や計画及び組織活動の妥当性な

どの検討と改善（Action）を加えて、次回の計画につなぎます。

　このような学校保健活動の過程や時間の経過の意味を十分に理解し、マネジメントサイクルが機能

するように保健主事が働きかけをすることが重要になります。

(2)　組織の確立と運営
ア 組織的な取組としての学校保健活動

　学校保健活動は、校長の経営理念のもと、全職員がその重要性を理解し、保健教育、保健管理につ

いて計画的かつ組織的に取り組まなければなりません。そこで、校長の経営理念を踏まえ、学校保健

計画を立案し活動を推進していくミドルリーダーとしての保健主事が必要になるのです。保健主事は、

学校全体の保健活動を組織的に推進するという役割を担うことになり、組織を動かすマネジメントの

力量が必要となります。

　一般的に、組織はトップマネジメント、ミドルマネジメント、ロワーマネジメントという組織上の

階層で示されます。保健主事は、学校保健活動においてはミドルマネジメントに位置付けられます。

校長、副校長などのトップは、目標や方針を決定し、それを遂行するための全般的な管理を行います。

保健主事などのミドルは、決定された基本方針に沿って、各係などのロワーが実施するための連絡・

調整を行います。各係などのロワーは、最前線で活動する担当者として分担された職務を遂行します。

　しかしながら、学校経営組織は企業と異なり、このように明確な上下関係が存在しているわけでは

なく、組織の階層は緩やかにとらえることが大切になります。各領域の専門職員が集まる学校組織に
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おいては、校務を分掌し協力し合う専門家の集団としてとらえることも必要になります。

　具体的には、トップである校長に対しては、学校における健康課題や教職員の考えを報告・連絡・

相談するとともに、具体的な活動を提案していきます。その際、学校における関係教職員と十分に連

携を図り、よりよい計画を練り上げることも大切です。教職員に対しては、諸活動に必要な情報を提

供し、学校保健に係る方針やねらいを具体的に伝達し、各担当者の意欲的な行動を促すことが重要に

なります。その際には、単に情報伝達のみを行うことに留まるのではなく、効果的な学校保健活動を

推進していくという保健主事としての明確なメッセージを示してリードしていくことが望まれます。

イ　 組織における保健主事

　多くの人が組織を構成し、様々な立場の人が参画すると、その運営にはさらに創意工夫が必要にな

ります。特に、ミドルリーダーとしての保健主事は、学校保健活動にかかわる施策や経営方針などを

教職員に確実に伝えるという役割と、担当者の考えやニーズを生かしてまとめ上げていくという役割

を、同時にバランスよく担うことが望まれます。そのようなトップダウンとボトムアップの双方のバ

ランスの中での良好な関係の積み重ねをすることにより、組織のメンバーの主体的な学校保健活動へ

の参画や、メンバーの新鮮な発想による効果的な活動が生み出される可能性が高まるでしょう。

　さらに、ミドルリーダーとしての保健主事には、校長、副校長などのトップと各係などのロワー間

の基本的な調整の働きかけに加えて、ミドルリーダーとしての独自の活動や働きかけも期待されてい

ます。すなわち、単なる連絡・調整役にとどまらず、よりよい学校保健活動を創造し発信するという

役割です。その際には、関連する教職員とも連携した的確な情報収集に努めるとともに、トップであ

る校長をはじめとする管理職との共通理解を前提にした、保健主事としての明確な方針や計画の提示

をすることが求められるでしょう。
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組織の階層と学校保健活動のバリューチェーン

　一般的に組織は、トップマネジメント（T.M.）・ミドルマネジメント（M.M.）・ロワーマネジ

メント（L.M.）という３つの階層で示され、それぞれの階層に応じた特徴的な任務と技術が求

められています。

　トップマネジメントは、組織における意思（目標や方針）を決定し、それを遂行するための全

般的な組織管理を行うことを基本的任務としています。ミドルマネジメントは、トップマネジメ

ントで決定された基本方針に従って、担当する部門の運営方針を決定し、ロワーマネジメントに

つなぐための調整をします。ロワーマネジメントは、最前線で活動し、実務を展開します。当然

のことながら、それらの各階層によって求められるスキルも異なっています。これらの関係は、

図のようになります。

　また、基本的な組織階層とともに、これらの階層には一つの組織としての共通の価値（バリュー

チェーン）でつながりを持つことが重要となります。さらに、学校教育組織は、一般企業組織の

ように明確な上下関係が存在するわけではなく、組織運営の上では、教育者としての専門家集団

であることに注目することも必要です。

　学校保健活動においては、保健主事はミドルマネジメントに位置し、ヒューマン・スキルを駆

使した連絡・調整が求められます。その際には、学校保健活動としてのバリューチェーンを明確

にし、常に確認をし、リードしていくことが重要となりましょう。また、対象集団が専門家の集

まりであるという特性を踏まえて、そのような集団を活性化させるリーダーとしての配慮も望ま

れましょう。

注）　コンセプチュアル・スキルとは、組織全体を視野にし、将来を見据えたビジョンを確立し、目
標や方針を明確にすることができるための概念構成能力と技術です。
　ヒューマン・スキルとは、人間関係の調整を中心に、人的な環境の構成と活用をする能力と技
術を指します。また、オペレーショナル・スキルは、具体的な業務に精通し、その業務を確実に
遂行するための能力と技術を指します。これらの能力や技術は、組織の基本的な階層のそれぞれ
において中心となるものです。

トップマネジメント
コンセプチュアル・スキルT.M.

M.M.

L.M.

ミドルマネジメント
ヒューマン・スキル

ロワーマネジメント
オペレーショナル・スキル

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン



（高）

（高）

Maintenance

Performance

pM PM

pm Pm

2 つの集団機能とリーダーシップのスタイル
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(3)　リーダーシップの発揮
ア 基本的なリーダーシップ論

　保健に関する事項の管理に当たる保健主事は、学校保健活動を推進する上でリーダーシップを発揮

することが大切です。

　リーダーシップのとらえ方にはいくつかありますが、最も一般的な考え方として、目標達成のため

に、個人あるいは集団の活動に及ぼす影響力としてとらえるものがあり、よく用いられるリーダーシッ

プ論に「ＰＭ理論」があります。この理論は、集団がよりよい方向に向かうのに必要となる２つの機

能（Ｐ機能とＭ機能）からリーダー行動を把握しようとするものです。

　Ｐは、集団の目標達成機能（Performance）を意味し、目標設定や計画立案、メンバーへの依頼など、

仕事を推進する働きかけを重視するものです。

　Ｍは、集団維持機能（Ｍ aintenance）を意味し、励ましやねぎらいの言葉かけの行動をとるなど、

メンバー間の人間関係を良好に保ち、集団のまとまりを維持する働きかけを重視するものです。

　リーダーは、この 2 つの機能を踏まえて集団に影響力を発揮しますが、そのバランスによって、

PM 型、P ｍ型、ｐ M 型、pm 型の４つの型に分類されます（下の図参照）。

　この理論を参考に、保健主事のリーダーシップについて考えてみましょう。

　集団の目標達成機能からみると、保健主事は学校保健計画作成の中心となり、計画に基づいて学校

保健活動を推進することで、学校保健の目標を達成させるためのリーダーシップを発揮することが求

められます。集団維持機能からみると、教職員の特性や個別の事情を配慮して組織内の役割分担をし

たり、人間関係を良好にする言葉かけをしたりするなど、組織としてまとまり、学校保健活動が円滑

に展開されるような働きかけが求められます。ミドルリーダーとしての保健主事は、特にこのことに

留意してリーダーシップを発揮することが大切です。

 

三隅二不二（1966）による

　この理論では、PM 型が組織有効性を高めるといわれているものの、それはすべての組織、あらゆ

る状況に当てはまるわけではありません。それぞれの学校保健活動の特性を踏まえ、２つの機能のバ

ランスをとりながら、集団に働きかけることが大切です。例えば、歯みがきのように年間を通して行

う学校保健活動では集団維持機能を重視し、突然のインフルエンザの流行に対して行う学校保健活動

では目標達成機能を重視するなど、それぞれに有効なリーダーシップは異なるものとなります。また、
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毎年決められた手順で行う活動と、複雑で変化の激しい活動では、有効なリーダーシップは異なります。

　このようにリーダーシップには唯一最善としての絶対的なスタイルがあると考えるのではなく、状

況に応じたリーダーシップのスタイルを選択する必要があります。まさに、保健主事の腕のみせどこ

ろとなる部分であります。

保健主事の試行錯誤は組織活性化につながる

　保健主事としてのリーダーシップの発揮には、教諭としての人間関係を維持することや、自分

が引き受けた仕事をうまく進めるときにどのように進めるのかを考えながら、働きかけのタイミ

ングを図っていくことが大切です。初めは難しいと感じるかも知れませんが、意識して取り組ん

でいると徐々にできてくるようになるでしょう。その際、いつも、すべてうまくいくとは限らな

いということを念頭に置いておくことです。なぜなら、リーダーシップは対象の集団やメンバー

との関係において成立する機能であり、状況適合的（コンティンジェンシー）な部分が少なくな

いからです。

　保健主事として、まず、組織やメンバーの状況を注意深く観察してみましょう。そして、その

観察結果に基づいて、最も適切と思われるリーダーシップスタイルを選択してみることです。そ

の際、すぐに働きかけるか、それとも少し時間をおくのか、どのタイミングで、だれに、どのよ

うに、といったことを判断しながら働きかけていくようにしましょう。また、働きかけをしてい

る最中に、組織やメンバーの反応を観察しておくことです。場合によっては、口頭で意見を求め

たり、自由記述で振り返りなどのメモを書いてもらったりしてもよいでしょう。リーダーシップ

の工夫とともに、組織やメンバーの理解のための試行錯誤も重要となります。リーダーのそのよ

うな姿勢自体が「配慮」としての貴重なリーダーシップになっていくことでしょう。
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イ　マネジメントサイクルと保健主事のリーダーシップ

　様々な業務や組織的な活動は、計画（Plan）−実行（Do）−評価（See）、あるいは計画（Plan）

−実行（Do）−評価（Check）−改善（Action）のように一連のマネジメントサイクルの有機的なつ

ながりの中で展開されます。それらは業務や活動の状況と特性によって、特徴的なバリエーションを

生み出します。学校保健活動は、すべての教職員によって組織的に展開されることが必要であり、保

健主事のリーダーシップは、ＰＤＣＡなどのマネジメントサイクルの中で発揮されます。ここで重要

なのは、Plan の段階の前に、調査 (Research)  や資料収集などにより、基礎資料を十分に整えること

や、企画や計画のための準備 (Preparing Planning) であり、このような準備は、基本的には Plan の

段階に含められますが、特に準備段階を重視し、マネジメントサイクルに明確に位置付けている例も

あります。

( ア )　ＰＤＣＡのマネジメントサイクル

　学校保健活動は、ミドルリーダーである保健主事がリーダーシップを発揮して展開されます。当然

のことながら、その活動は決して保健主事だけに任されたものではなく、すべての教職員によって組

織的に展開されるべきものです。その際の保健主事のリーダーシップは、もっとも基本的なマネジメ

ントの過程を示すＰＤＣＡのマネジメントサイクルの中で具体的に発揮されるものとなります。計画

段階（Ｐ）、実施段階（Ｄ）、実施後の評価段階（Ｃ）、改善段階（Ａ）の、各段階において効果的なリー

ダーシップの発揮が求められます。これらのことから、学校保健活動において、保健主事は基本的に

以下の点に留意をしてリーダーシップを発揮することが望まれます。これらは、効果的な活動となる

ための基本的な要因であるとともに、関係する教職員の意欲（動機づけ）を高めるためにも重要な要

因となるものです。 

○　計画段階（Ｐ）での留意点

・　児童生徒の健康や生活をめぐる客観的な情報による諸課題を明らかにする 

・　具体的な到達目標を明らかにする 

・　到達すべき状態や基準を明らかにする 

・　教職員全員に共通理解された目標と計画を明らかにする

○　実施段階（Ｄ）での留意点 

・　教職員の貢献意欲やモラールを高める 

・　実施計画と照合し点検する

○　評価段階（Ｃ）での留意点 

・　到達目標としての児童生徒の変化を明らかにする 

・　組織的な取組としてのプロセスの評価を明らかにする 

・　共有した点検評価の結果を明らかにする

○　改善段階（Ａ）

・　次回に向けての改善事項を明らかにする（確実に引き継ぐことができるようにする）

( ｲ )　計画を立てる前の事前調査・準備

　マネジメントサイクルとリーダーシップをとらえるに当たり、保健主事として大切にしたいことに

は、計画を立案する前の準備があります。例えば、学校保健委員会の企画運営に当たっては、次の表
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のように計画（Ｐ）の事前の調査・企画・準備（R.P.P）を位置付け、組織への働きかけを行い、リー

ダーシップを発揮していけるとよいでしょう。計画は、初めからできるのではなく、その前の現状把

握から始まる準備がとても重要になるのです。

学校保健委員会の企画運営と保健主事のマネジメント（例）

全般的動き 組織としての動き その他

Ｒ・Ｐ・Ｐ
調査・企画・
準備

○学校保健委員会のこれまでの開催状
況や現状の把握

○教職員、参加者のこれまでの意識や
実態の把握

○企画会議（担当者）

○準備のスケジュールを立てる（何時
までに、誰が、何を、など）

○準備のための進捗状況の確認

○管理職に相談

○保健部会の開催
○学年部会、運営委員会

等で方向性について意
見を求める。

○担当者の決定
＊運営案の作成
・開催日の調整
・仕事内容の確認
・役割分担の確認等　　

○年間計画への
位置付け

○ 予 算 の 確 認
（講師謝金等）

○学校医、学校
歯科医、学校
薬剤師等関係
者との日程調
整

Ｐ
目標設定

○目標設定（学校保健委員会の目標、
学校保健活動としての目標など）

○活動計画の細案作成（何を、誰が、
どのくらい、必要書類、連絡調整先
など）

○職員会議で提案（開催
日、内容等）、共通理
解

○必要に応じて
関係者、関係
機関等との連
絡

Ｄ
開催・運営

○事前打合せ（担当、関係者）

○会場等の準備（前日まで、当日）
○開催

○開催案内の送付
○校内関係組織への連

絡・確認
○保健部等、準備・運営・

記録

Ｃ
点検・評価

○実施中の記録（会合の内容、改善点
のメモなど）

○会合出席者からの振り返り
○アンケート調査（必要に応じて、教

職員、参加者）
○学校評価項目等との関連

○保健部担当者による記
録、参加者からの評価

○関係する校内組織から
の評価（分掌、学年等）

○ＰＴＡ、生徒（児童）
会などとの連携

Ａ
改善

○次のＲ・Ｐ・Ｐ（調査・企画・準備）
に向けての方向性のまとめ

○アンケート調査や学校評価等から見
えてきた課題、改善策を次の会合に
つなぐ

○次年度への申し送り

○実施報告書（課題及び
改善策を含む）の作成。

○次年度計画へ
の位置付け
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第３章

保健主事の一年間

１　一年間の見通し
　あなたは、保健主事になって、こんなことで困ったことはありませんか。

                                 

○　初めての保健主事で、何から手を付けてよいのか分からない。

○　目の前に迫っている行事などを消化するだけで、一年間の見通

しが立たない。

○　保健主事の仕事の幅が広すぎて、いつ、どのようなことをやれ

ばよいか分からない。

○　行事が迫っているのに、講師が決まっていない。

○　いつ、どのような評価をしたらよいか計画が立てられない。 

　こんなときは、まず日々の業務をこなしながら徐々に全体像をつかみましょう。

　そして、学校保健計画を踏まえて、次の頁のような流れ図を作って整理し､ チェックしながら仕事

を進めてみましょう。きっと、マネジメントがしやすくなります。

　そのときに、年間の学校行事なども参考にしながら、保健主事の職務である

①　学校保健計画の作成

②　保健教育の推進

③　保健管理の推進

④　学校保健に関する組織活動の推進

⑤　学校保健の評価の実施

という視点を明確にして枠取りすると、学校保健（保健教育、保健管理、組織活動）と学校全体の活

動が調整しやすくなり、それぞれの活動も一層推進しやすくなります。

　その際、主な活動を□で囲み､ 以下に示したア〜オなどの具体的な種類ごとに色別にしたり､ 網掛

けしたりすると一層分かりやすくなり、見通しが立てやすくなります。

ア　主な学校行事などの教育活動

イ　学校保健計画の作成・修正

ウ　学校保健安全法など法律で規定されている保健管理

エ　職員の研修や家庭、地域と連携した活動

オ　評価活動

　また、感染症などが発生した場合には、その活動を書き加えたり、各活動の原案作成や決定等の時

期の目安などを設定したりすると、一層円滑に仕事が進められます。



34

学校保健活動の一年間の流れ（平成 21 年度；Ａ小学校の例）＜進行目標＞ ① 年間計画等は前年度に原案を作成 　　　   　② 各活動（行事等）は、３ヶ月前に要項の原案作成に着手。２ヶ月前に要項決定、周知・広報開始。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

主
な
学
校

行
事
等

入学式
PTA 総会
保護者会

宿泊体験（５年）
修学旅行（６年）
避難訓練（防犯）

歯の衛生週間
職員研修①
地区懇談会

学校保健委員会
（第１回）

運動会
避難訓練（地震）
職員研修②

PTA 研修会 学校保健委員会
( 第２回）
市民健康フェスタ
就学時健康診断

　 避難訓練
( 地震・火災）
地区懇談会

学校保健委員会
( 第３回）
中学校説明会

卒業式

学
校
保
健
計
画
の

作
成

保
健
教
育

保
健
管
理

学
校
保
健
に
関
す
る
組
織
活
動
の
推
進

学
校
保
健
の
評
価

□昨年度計画の確認
□昨年度からの引継事項確認
□計画等の作成または確認、修正

□人事異動等に伴う修正
□必要な組織等の変更、確認

□学校経営評価への位置付け
□計画と実行のつながり
□実行から改善策を見出す
□改善策を次の計画にいかす

　※活動の目標、内容
方法、成果等について、
記録、修正意見

□教職員へのアンケート
　調査の実施
□アンケート結果の集計・分析
□資料の作成と課題の焦点 
　化 ( 明確化 )

□昨年度の分掌等の確認
□構成委員の確認
□健康診断結果の確認と分析
□議題の決定、課題の焦点化
□日時、会場等の調整・決定
□内容、係等の決定
□資料の作成

□指導者の決定、打合せ
□日時、会場等の決定

□資料の収集
□具体的な予防対策の検討、決定
□感染拡大防止策の検討、決定
□必要な器具、用具の準備
□研修実施の役割分担
□日時、会場等の決定

□特別活動計画との調整
・発達段階や実態に応じた
　指導内容、時数、指導方法
□教員による保健指導
□学校医、学校歯科医、学校薬剤
　師等による保健指導

□昨年度の反省内容の確認
□項目、日程、会場の確認・調整　
□治療勧告書の様式、内容、保健指導の方法などの確認
□記録等の教職員の役割分担決定
□学校医、学校歯科医等との調整
□補助者、記録者等の調整
□必要器具、用具、記録用紙等の確認、
□教職員への説明　□事前指導の実施

□昨年の内容確認
□学校歯科医との打合せ
□日時、内容の決定
□児童への事前指導
□必要な器具、用具等の準備

□昨年の内容確認
□追加や修正の検討
□資料の作成
□日時、機会、指導者の決定

学校保健計画の決定

係分担の確認

学校評価の行い方・方法の決定 活動毎の評価 活動毎　　　 の評価4 月以降の評価

学校保健委員会①

職員研修（応急手当・心肺蘇生法 ）

職員研修（新型インフルエン　　　 ザ対応）

保健指導年間計画の決定

健康診断の実施と事後措置

歯の衛生週間行事 夏季休業中の保健指導

学校保健計画の見直し、一部修正

新型インフルエンザの対策と実施

学　校　環　境　　　　衛　生　検　査　　　　
□昨年度の評価結果､ 実施上の改善点の確認　□学校薬剤師との打合せ　　 □保健部会等での検討・実施　　　  計画案の作成　　　　　　□実施上の評価の集約、改善点の整理
□検査項目､ 方法等の確認（定期、臨時、日常の検査）　　　　　　　　　  □教職員の役割分担の決定・　　　  確認
□定期､ 臨時検査の日程の調整・決定　　　　□必要な器具、用具の準備等 □検査結果の報告様式・方法　　　  等の確認
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「保健主事のためのハンドブック」―3 章

学校保健活動の一年間の流れ（平成 21 年度；Ａ小学校の例）＜進行目標＞ ① 年間計画等は前年度に原案を作成 　　　   　② 各活動（行事等）は、３ヶ月前に要項の原案作成に着手。２ヶ月前に要項決定、周知・広報開始。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

主
な
学
校

行
事
等

入学式
PTA 総会
保護者会

宿泊体験（５年）
修学旅行（６年）
避難訓練（防犯）

歯の衛生週間
職員研修①
地区懇談会

学校保健委員会
（第１回）

運動会
避難訓練（地震）
職員研修②

PTA 研修会 学校保健委員会
( 第２回）
市民健康フェスタ
就学時健康診断

　 避難訓練
( 地震・火災）
地区懇談会

学校保健委員会
( 第３回）
中学校説明会

卒業式

学
校
保
健
計
画
の

作
成

保
健
教
育

保
健
管
理

学
校
保
健
に
関
す
る
組
織
活
動
の
推
進

学
校
保
健
の
評
価

□教職員へのアンケート
　調査の実施
□アンケート結果の集計・分析
□資料の作成と課題の焦点
　化 ( 明確化 )

□学校評価ガイドライン
　を踏まえた自校評価
□各活動の評価のまとめ

□学校保健委員会の
　意見集約
□学校関係者の意見
　の集約

□構成委員の確認
□臨時健康診断結果の確認と分析
□議題の決定、課題の焦点化
□日時、会場等の調整・決定
□内容、係等の決定
□資料の作成

□構成委員の確認
□年間まとめと次年度展望の確認
□年度の評価結果まとめ

（職員アンケート他）
□日時、会場等の調整・決定
□内容、分掌等の決定
□資料の作成

□修正点の確認
□次年度原案の作成

□参加者の決定　□発表内容の決定
□事前の準備

□実施項目､ 方法の決定　　　　　　　　　□必要器具、用具、記録用紙等の確認、
□日時、会場の決定　　　　　　　　　　　□事前指導の実施
□学校医､ 学校歯科医等との打合せ

（就学時健康診断の協力）
□ 教育委員会との打ち合わせ（日時、担当医師等）
□学校の協力事項の確認等

□昨年の内容確認
□追加や修正の検討
□日時、機会、指導者の決定
□資料の作成

□昨年の内容確認　　□日時、機会、指導者の決定
□追加や修正の検討　□資料の作成

□評価結果の集約　　□改善点の確認
□各活動の実施時期　□教育課程との調整

□学年末・活動別等の評価の確認
□今年度計画の修正内容の決定
□学校保健委員会への資料提示､ 意見集約
□次年度への引継事項のまとめ

活動毎の評価活動毎　　　 の評価 9 月以降の評価 年度の評価 評価方法の見直し

学校保健委員会② 学校保健委員会③

次年度係分担（案）の作成市民健康フェスタ参加

職員研修（新型インフルエン　　　 ザ対応）

臨時の健康診断

冬季休業中の保健指導 学年末・始めの保健指導

次年度保健指導年間計画案の作成

次年度の学校保健計画案の作成

新型インフルエンザの対策と実施

学　校　環　境　　　　衛　生　検　査　　　　
□昨年度の評価結果､ 実施上の改善点の確認　□学校薬剤師との打合せ　　 □保健部会等での検討・実施　　　  計画案の作成　　　　　　□実施上の評価の集約、改善点の整理
□検査項目､ 方法等の確認（定期、臨時、日常の検査）　　　　　　　　　  □教職員の役割分担の決定・　　　  確認
□定期､ 臨時検査の日程の調整・決定　　　　□必要な器具、用具の準備等 □検査結果の報告様式・方法　　　  等の確認
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学校保健活動の一年間の流れ（平成 21 年度；Ａ中学校の例）＜進行目標＞ ① 年間計画等は前年度に原案を作成 　　　   　② 各活動（行事等）は、３ヶ月前に要項の原案作成に着手。２ヶ月前に要項決定、周知・広報開始。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

主
な
学
校

行
事
等

入学式
PTA 総会
保護者会

修学旅行
避難訓練（防犯）

歯の衛生週間
職員研修①
地区懇談会

学校保健委員会
（第１回）

運動会
避難訓練（地震）
職員研修②

薬物乱用防止教室
PTA 研修会

学校保健委員会
( 第２回）
文化祭
市民健康フェスタ

三者面談 避難訓練
( 地震・火災）
地区懇談会

学校保健委員会
( 第３回）
私立高校入試

卒業式

公立高校入試

学
校
保
健
計
画
の

作
成

保
健
教
育

保
健
管
理

学
校
保
健
に
関
す
る
組
織
活
動
の
推
進

学
校
保
健
の
評
価

□昨年度計画の確認
□昨年度からの引継事項確認
□計画等の作成または確認、修正

□ 4 月以降の評価結果を反映
□各部活の評価結果を反映
□活動状況の確認

□人事異動等に伴う修正
□必要な組織等の変更、確認

□学校経営評価への位置付け
□計画と実行のつながり
□実行から改善策を見出す
□改善策を次の計画にいかす

　※活動の目標、内容
方法、成果等について、
記録、修正意見

□教職員へのアンケート
　調査の実施
□アンケート結果の集計・分析
□資料の作成と課題の焦点 
　化 ( 明確化 )

□昨年度の分掌等の確認
□構成委員の確認
□健康診断結果の確認と分析
□議題の決定、課題の焦点化
□日時、会場等の調整・決定
□内容、係等の決定
□資料の作成

□指導者の決定、打合せ
□日時、会場等の決定

□資料の収集
□具体的な予防対策の検討、決定
□感染拡大防止策の検討、決定
□必要な器具、用具の準備
□研修実施の役割分担
□日時、会場等の決定

□特別活動計画との調整
・発達段階や実態に応じた
　指導内容、時数、指導方法
□教員による保健指導
□学校医、学校歯科医、学校薬剤
　師等による保健指導

□昨年度の反省内容の確認
□項目、日程、会場の確認・調整　
□治療勧告書の様式、内容、保健指導の方法などの確認
□記録等の教職員の役割分担決定
□学校医、学校歯科医等との調整
□補助者、記録者等の調整
□必要器具、用具、記録用紙等の確認、
□教職員への説明　□事前指導の実施

□昨年の内容確認
□学校歯科医との打合せ
□日時、内容の決定
□生徒への事前指導
□必要な器具、用具等の準備

□学校薬剤師　　　 等との打ち合わせ
□日時、内容、　　　講師の決定
□資料の作成
□必要な器具、　　　用具、資料等の準備

□昨年の内容確認
□追加や修正の検討
□資料の作成
□日時、機会、指導者の決定

学校保健計画の決定

係分担の決定

学校評価の行い方・方法の決定 活動毎の評価 活動ごと　　　 の評価4 月以降の評価

学校保健委員会①

職員研修（応急手当・心肺蘇生法 ）

職員研修（新型インフルエン　　　 ザ対応）

保健指導年間計画の決定

健康診断の実施と事後措置

歯の衛生週間行事 薬物乱　　　用防止教室夏季休業中の保健指導

学校保健計画の見直し、一部修正

新型インフルエンザの対策と実施

学　校　環　境　　　　衛　生　検　査　　　　
□昨年度の評価結果､ 実施上の改善点の確認　□学校薬剤師との打合せ　　 　□保健部会等での検討・実　　　  施計画案の作成　　　　　□実施上の評価の集約、改善点の整理
□検査項目､ 方法等の確認（定期、臨時、日常の検査）　　　　　　　　　  　□教職員の役割分担の決定　　　  ・ 確認
□定期､ 臨時検査の日程の調整・決定　　　　□必要な器具、用具の準備等 　□検査結果の報告様式・方　　　  法等の確認
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「保健主事のためのハンドブック」―3 章

学校保健活動の一年間の流れ（平成 21 年度；Ａ中学校の例）＜進行目標＞ ① 年間計画等は前年度に原案を作成 　　　   　② 各活動（行事等）は、３ヶ月前に要項の原案作成に着手。２ヶ月前に要項決定、周知・広報開始。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

主
な
学
校

行
事
等

入学式
PTA 総会
保護者会

修学旅行
避難訓練（防犯）

歯の衛生週間
職員研修①
地区懇談会

学校保健委員会
（第１回）

運動会
避難訓練（地震）
職員研修②

薬物乱用防止教室
PTA 研修会

学校保健委員会
( 第２回）
文化祭
市民健康フェスタ

三者面談 避難訓練
( 地震・火災）
地区懇談会

学校保健委員会
( 第３回）
私立高校入試

卒業式

公立高校入試

学
校
保
健
計
画
の

作
成

保
健
教
育

保
健
管
理

学
校
保
健
に
関
す
る
組
織
活
動
の
推
進

学
校
保
健
の
評
価

□教職員へのアンケート
　調査の実施
□アンケート結果の集計・分析
□資料の作成と課題の焦点
　化 ( 明確化 )

□学校評価ガイドライン
　を踏まえた自校評価
□各活動の評価のまとめ

□学校保健委員会の
　意見集約
□学校関係者の意見
　の集約

□構成委員の確認
□臨時健康診断結果の確認と分析
□議題の決定、課題の焦点化
□日時、会場等の調整・決定
□内容、係等の決定
□資料の作成

□構成委員の確認
□年間まとめと次年度展望の確認
□年度の評価結果まとめ

（職員アンケート他）
□日時、会場等の調整・決定
□内容、分掌等の決定
□資料の作成

□参加者の決定　□発表内容の決定
□事前の準備

□実施項目､ 方法の決定　　　　　　　　　
□日時、会場の決定　　　　　　　　　　　
□学校医､ 学校歯科医等との打合せ

□学校薬剤師　　　 等との打ち合わせ
□日時、内容、　　　講師の決定
□資料の作成
□必要な器具、　　　用具、資料等の準備

□昨年の内容確認
□追加や修正の検討
□日時、機会、指導者の決定
□資料の作成

□昨年の内容確認　　□日時、機会、指導者の決定
□追加や修正の検討　□資料の作成

□評価結果の集約　　□改善点の確認
□各活動の実施時期　□教育課程との調整

□学年末・活動別等の評価の確認
□今年度計画の修正内容の決定
□学校保健委員会への資料提示､ 意見集約
□次年度への引継事項のまとめ

活動ごとの評価活動ごと　　　 の評価 9 月以降の評価 年度の評価 評価方法の見直し

学校保健委員会② 学校保健委員会③

市民健康フェスタ参加

職員研修（新型インフルエン　　　 ザ対応）

臨時の健康診断

薬物乱　　　用防止教室 冬季休業中の保健指導 学年末・始めの保健指導

次年度保健指導年間計画案の作成

次年度の学校保健計画案の作成

新型インフルエンザの対策と実施

学　校　環　境　　　　衛　生　検　査　　　　
□昨年度の評価結果､ 実施上の改善点の確認　□学校薬剤師との打合せ　　 　□保健部会等での検討・実　　　  施計画案の作成　　　　　□実施上の評価の集約、改善点の整理
□検査項目､ 方法等の確認（定期、臨時、日常の検査）　　　　　　　　　  　□教職員の役割分担の決定　　　  ・ 確認
□定期､ 臨時検査の日程の調整・決定　　　　□必要な器具、用具の準備等 　□検査結果の報告様式・方　　　  法等の確認

□修正点の確認
□次年度原案の作成

次年度係分担（案）の作成
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学校保健活動の一年間の流れ（平成 21 年度；C 高等学校の例）＜進行目標＞ ① 年間計画等は前年度に原案を作成 　　　   　② 各活動（行事等）は、３ヶ月前に要項の原案作成に着手。２ヶ月前に要項決定、周知・広報開始。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

主
な
学
校

行
事
等

入学式
PTA 総会
保護者会

修学旅行
避難訓練（防犯）

歯の衛生週間
職員研修①
地区懇談会

学校保健委員会
（第１回）
高校総体等予選 高校総体等

体育祭
避難訓練（地震）
職員研修②

薬物乱用防止教室
PTA 研修会

学校保健委員会
( 第２回）
文化祭
市民健康フェスタ

三者面談　 避難訓練
( 地震・火災）
地区懇談会
入試センター試験

学校保健委員会
( 第３回）
私立大学入試

卒業式

公立大学入試

学
校
保
健
計
画
の

作
成

保
健
教
育

保
健
管
理

学
校
保
健
に
関
す
る
組
織
活
動
の
推
進

学
校
保
健
の
評
価

□昨年度計画の確認
□昨年度からの引継事項確認
□計画等の作成または確認、修正

□ 4 月以降の評価結果を反映
□各活動の評価結果を反映
□活動状況の確認

□人事異動等に伴う修正
□必要な組織等の変更、確認

□学校経営評価への位置付け
□計画と実行のつながり
□実行から改善策を見出す
□改善策を次の計画にいかす

　※活動の目標、内容
方法、成果等について、
記録、修正意見

□教職員へのアンケート
　調査の実施
□アンケート結果の集計・分析
□資料の作成と課題の焦点 
　化 ( 明確化 )

□昨年度の分掌等の確認
□構成委員の確認
□健康診断結果の確認と分析
□議題の決定、課題の焦点化
□日時、会場等の調整・決定
□内容、係等の決定
□資料の作成

□指導者の決定、打合せ
□日時、会場等の決定

□資料の収集
□具体的な予防対策の検討、決定
□感染拡大防止策の検討、決定
□必要な器具、用具の準備
□研修実施の役割分担
□日時、会場等の決定

□特別活動計画との調整
・発達段階や実態に応じた
　指導内容、時数、指導方法
□教員による保健指導
□学校医、学校歯科医、学校薬剤
　師等による保健指導

□昨年度の反省内容の確認
□項目、日程、会場の確認・調整　
□治療勧告書の様式、内容、保健指導の方法などの確認
□記録等の教職員の役割分担決定
□学校医、学校歯科医等との調整
□補助者、記録者等の調整
□必要器具、用具、記録用紙等の確認、
□教職員への説明　□事前指導の実施

□対象、実施項目、方法、日時、会場　　　 の決定　　　　
□必要器具、用具、記録用紙等の確認
□事前指導の実施　□学校医、学校歯　　　 科医等との打合せ

□昨年の内容確認
□学校歯科医との打合せ
□日時、内容の決定
□生徒への事前指導
□必要な器具、用具等の準備

□昨年の内容確認
□追加や修正の検討
□資料の作成
□日時、機会、指導者の決定

学校保健計画の決定

係分担の決定

学校評価の行い方・方法の決定 活動毎の評価 活動毎　　　 の評価4 月以降の評価

学校保健委員会①

職員研修（応急手当・心肺蘇生法 ）

職員研修（新型インフルエン　　　 ザ対応）

保健指導年間計画の決定

健康診断の実施と事後措置 臨時の健康診断

歯の衛生週間行事 夏季休業中の保健指導

学校保健計画の見直し、一部修正

新型インフルエンザの対策と実施

学　校　環　境　　　　衛　生　検　査　　　　
□昨年度の評価結果､ 実施上の改善点の確認　□学校薬剤師との打合せ　　 　□保健部会等での検討・実　　　  施計画案の作成　　　　　□実施上の評価の集約、改善点の整理
□検査項目､ 方法等の確認（定期、臨時、日常の検査）　　　　　　　　　  　□教職員の役割分担の決定　　　  ・ 確認
□定期､ 臨時検査の日程の調整・決定　　　　□必要な器具、用具の準備等 　□検査結果の報告様式・方　　　  法等の確認

□学校薬剤師　　　 等との打ち合わせ
□日時、内容、　　　講師の決定
□資料の作成
□必要な器具、　　　用具、資料等の準備

薬物乱　　　用防止教室
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「保健主事のためのハンドブック」―3 章

学校保健活動の一年間の流れ（平成 21 年度；C 高等学校の例）＜進行目標＞ ① 年間計画等は前年度に原案を作成 　　　   　② 各活動（行事等）は、３ヶ月前に要項の原案作成に着手。２ヶ月前に要項決定、周知・広報開始。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

主
な
学
校

行
事
等

入学式
PTA 総会
保護者会

修学旅行
避難訓練（防犯）

歯の衛生週間
職員研修①
地区懇談会

学校保健委員会
（第１回）
高校総体等予選 高校総体等

体育祭
避難訓練（地震）
職員研修②

薬物乱用防止教室
PTA 研修会

学校保健委員会
( 第２回）
文化祭
市民健康フェスタ

三者面談　 避難訓練
( 地震・火災）
地区懇談会
入試センター試験

学校保健委員会
( 第３回）
私立大学入試

卒業式

公立大学入試

学
校
保
健
計
画
の

作
成

保
健
教
育

保
健
管
理

学
校
保
健
に
関
す
る
組
織
活
動
の
推
進

学
校
保
健
の
評
価

□教職員へのアンケート
　調査の実施
□アンケート結果の集計・分析
□資料の作成と課題の焦点
　化 ( 明確化 )

□学校評価ガイドライン
　を踏まえた自校評価
□各活動の評価のまとめ

□学校保健委員会の
　意見集約
□学校関係者の意見
　の集約

□構成委員の確認
□臨時健康診断結果の確認と分析
□議題の決定、課題の焦点化
□日時、会場等の調整・決定
□内容、係等の決定
□資料の作成

□構成委員の確認
□年間まとめと次年度展望の確認
□年度の評価結果まとめ

（職員アンケート他）
□日時、会場等の調整・決定
□内容、分掌等の決定
□資料の作成

□参加者の決定　□発表内容の決定
□事前の準備

□対象、実施項目、方法、日時、会場　　　 の決定　　　　
□必要器具、用具、記録用紙等の確認
□事前指導の実施　□学校医、学校歯　　　 科医等との打合せ

□対象、実施項目、方法、日時、会場の決定　　　　
□必要器具、用具、記録用紙等の確認
□事前指導の実施　□学校医、学校歯科医等との打合せ

□昨年の内容確認
□追加や修正の検討
□日時、機会、指導者の決定
□資料の作成

□昨年の内容確認　　□日時、機会、指導者の決定
□追加や修正の検討　□資料の作成

□評価結果の集約　　□改善点の確認
□各活動の実施時期　□教育課程との調整

□学年末・活動別等の評価の確認
□今年度計画の修正内容の決定
□学校保健委員会への資料提示､ 意見集約
□次年度への引継事項のまとめ

活動毎の評価活動毎　　　 の評価 9 月以降の評価 年度の評価 評価方法の見直し

学校保健委員会② 学校保健委員会③

県民健康フェスタ参加

職員研修（新型インフルエン　　　 ザ対応）

臨時の健康診断（卒業時）

冬季休業中の保健指導 学年末・始めの保健指導

次年度保健指導年間計画案の作成

次年度の学校保健計画案の作成

新型インフルエンザの対策と実施

学　校　環　境　　　　衛　生　検　査　　　　
□昨年度の評価結果､ 実施上の改善点の確認　□学校薬剤師との打合せ　　 　□保健部会等での検討・実　　　  施計画案の作成　　　　　□実施上の評価の集約、改善点の整理
□検査項目､ 方法等の確認（定期、臨時、日常の検査）　　　　　　　　　  　□教職員の役割分担の決定　　　  ・ 確認
□定期､ 臨時検査の日程の調整・決定　　　　□必要な器具、用具の準備等 　□検査結果の報告様式・方　　　  法等の確認

□学校薬剤師　　　 等との打ち合わせ
□日時、内容、　　　講師の決定
□資料の作成
□必要な器具、　　　用具、資料等の準備

薬物乱　　　用防止教室

□修正点の確認
□次年度原案の作成

次年度係分担（案）の作成
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２　保健主事の実務のために
（１）学校保健計画の作成
　学校保健計画は、学校保健の年間を見通した総合的な基本計画です。保健主事は、学

校保健計画作成の中心になるとともに、計画に位置付いた学校保健活動がすべての教職

員により組織的に推進されるように、連絡・調整する役割を担っています。

   

　計画の作成に当たっては、学校保健安全法の規定や行政上の要請を踏まえることも必要ですが、学

校の実態を踏まえ、児童生徒や教職員の健康の保持増進や自校の健康課題の解決につながるものにす

ることが重要です。そのためには、「保健主事が中心となって作成する」とは、責任や負担を一人で

負うということではなく、「学校保健活動にかかわる人たちを結ぶ」と考え、これらの人たちの意識

や意欲を高める適切な働きかけを行い、活動の充実につながる計画にすることが大切です。

　具体的には、まず学校保健安全法等の関連法令（巻末の付録参照）を確認するとともに、前年度の

学校保健計画についての評価や関係者の意見などの情報を収集します。前任者からの申し送り事項や

前年度の反省と次年度への展望、先進校の事例や資料等からの情報を参考に、保健主事として学校保

健計画の方向性や作成の手順について方針を定めます。学校保健計画の方向性については、校長等の

管理職に報告・相談するとともに、そこで得られた指導・助言を計画に生かしていくことも重要です。

　続いて、学校保健活動にかかわる人たちに相談することにより協力者を見つけます。重要なことは、

計画の方向性や作成の手順を関係者に明確に示し、共通理解を図ることです。それに基づき、保健主

事のリーダーシップのもと、分掌等の組織と連携し、みんなで計画を作成していくとよいでしょう。

　なお、学校保健計画の様式について、法令などで定めはありませんが、学校保健計画の性格から、

教育目標、学校保健目標、重点目標、役割分担、年間計画一覧などが盛り込まれる内容として考えら

れます。

A1
○これまでの学校保健計画の評価や関係者の意見など情報を収集し、計画の方向

性や作成の手順の方針を定めましょう。

○学校保健活動にかかわる人たちの協力を得ながら、計画の方向性や作成の手順

を確認し、みんなで知恵を出し合って作成しましょう。

Q1　学校保健計画を作成するには？

　初めて保健主事となりました。どのように学校保健計画を作成していけばよい

のでしょうか。
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《学校保健計画を作成するための手順と保健主事の働きかけの例》 

《情報収集や協力の輪を広げる際に配慮すべき事項の例》

○　前任者からの申し送り事項や計画作成に関する記録を参考にしましょう。
○　保健主事自身が学校保健や子どもの健康について関心をもちましょう。関心をもつことが

有効な情報の収集につながります。
○　関係者との情報交換をこまめに行ったり、学校評価や各事業ごとの評価を参考にするなど

して、保健主事の働きかけが、関係者や子どもたちにとってどのように受け止められてい
るのかをとらえましょう。

○　「どうしたいのか」「どのようにしたらよいか」の改善策に関する情報を求めましょう。
○　保健部会を定期的に開催し、保健部員との連携を図りましょう。会合終了時に次回の会合

予定を確認します。また、合意形成が必要な案件は、臨時に打合せをするとよいでしょう。
○　職員会議や打合せ等を活用し、全職員の共通理解を図りましょう。
○　管理職への報告・相談で得られた指導・助言を生かしましょう。

実践項目・順序 保健主事としての働きかけ

情報の収集と作成方針の決定

○学校保健安全法等を踏まえ、保健主事として全体像をとらえ、
計画作成の方向性を定める。

○評価記録や申し送りなどから課題をとらえる。 
○保健部で協力し、各担当など関係者との意見交換を進める。
○管理職への報告・相談を適宜行う。
○保健部会を開き、集めた情報から課題を絞り込む。 

各組織との連絡調整

○各学年部、関連教科、特別活動などの担当者と指導する内容
や時期、授業時数等について確認・調整をする。

○児童（生徒）会やＰＴＡ、地域の関係機関等と一緒にできる
活動について事業の調整をする。

○学校保健委員会の開催予定を確認する。

目標や活動の内容の設定

○校長の経営ビジョンと、情報の分析によって明らかになった
健康課題を照らし合わせる。

○管理職から指導・助言を受け、保健部会で学校保健目標や重
点目標の案を決定する。

○学年部会・分掌から情報をもらい学年保健目標や活動事項を
設定する。

○具体的な学校保健活動の確認と調整をする。

学校保健計画の決定

○保健部で協議し、目標や活動内容を学校の全体計画に位置付
ける。

○保健部以外の各部と調整・確認をする。
○管理職からの指導・助言を生かす。
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《学校保健計画の例》

平成○○年度○○中学校　学校保健計画

１　学校教育目標　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成

　　　　　　　　　　・自分で考え進んで学ぶ生徒

　　　　　　　　　　・素直で明るく思いやりのある生徒 

　　　　　　　　　　・健康で、最後までやりぬく生徒

２　学校保健目標　心身共に健康で明るく日常生活を営むための基本的な資質・能力を養うこ

とができる生徒の育成

３　重点目標

　（１）健康に関する理解を通して、自主的に心身の健康づくりを行う資質・能力を養う。

　（２）心身の発達の段階に応じた個別・集団の指導により、積極的・協力的に健康課題を解決で

きる資質・能力を養う。

　（３）学校の環境について関心を高め、集団の健康の保持増進に努める態度を養う。

　４　方針・分担等

　（１）保健管理と保健教育の調和を図り、学校教育全体を通じて計画的に実施に当たる。

　（２）学校保健委員会、生徒会、ＰＴＡ、地域社会等との連携を図り、健康推進にかかわる人々

と一体となって取り組む。

　（３）望ましい学校環境をつくり、より健康で快適な学校生活が送れるよう配慮する。

　（４）学校保健委員会については、保健主事を中心に保健部で事務局を担当する。

　５　年間計画一覧 

月 保健教育 保健管理 組織活動 備　考

４

・保健指導計画の決定

・保健指導教材の確認

【特別活動】学級活動

１年「望ましい生活

習慣」

・健康調査の実施

・健康診断計画立案

・身体計測

・視力検査、聴力検査

・机、椅子の調整

・内科検診

・係分掌の決定

・保健部定例会

・学校保健委員会組織

・ＰＴＡ保健委員会

・入学式

・ＰＴＡ総会

・生徒会組織会

・部活動組織会

５

【保健体育】保健分野

 ２年「健康と環境」

・歯科検診

・耳鼻科検診

・飲料水の検査 

・保健部定例会

・第１回学校保健委員

会

・生徒会総会
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　よりよい学校保健計画にするためには、計画のどの部分が停滞しているのか、それはなぜなのかと

いった原因を把握し、改善に向けた取組を計画に位置付けるなど、評価を充実する必要があります。

　具体的には、計画そのものと実施した学校保健活動の両方を評価することが重要です。学校保健活

動が終了するたびに評価することができれば申し分ありません。保健主事が一人ですべてを行うと考

えるのではなく、定期的に実施される学校評価に保健に関する事項をしっかりと位置付けたり、主な

活動の担当者に『評価カード』等を配付してもらい、関係者の意見をまとめてもらうなどの工夫をし

てみましょう。保健主事として、評価を充実させ、計画の改善に生かすことは、目の前にいる児童生

徒の健康課題の解決につながるのです。下に示した「学校保健計画を見直す手順」を参考に、取り組

んでみましょう。

　また、計画の方針や作成の手順、改善すべき事項などを的確に次年度（次の担当者）へ引き継ぐこ

とが重要です。これら計画作成に関する内容について、だれが見ても分かりやすく活用しやすいよう

に整理して引き継ぐことは保健主事の大切な職務の一つです。

　さらに、先進校の事例などを参考にすることも、学校保健活動を見直したり、自校の計画の課題を

発見したりすることに役立ち効果的です。

《学校保健計画を見直す手順の例》

A2
○評価を充実させましょう。

○評価の結果を次年度に確実に引継ぎましょう。

Q2　学校保健計画を改善するには？

　保健主事として、学校保健計画を毎年どのように改善していけばよいでしょ

うか。

項目・手順 保健主事の働きかけ

計画の実施状況と課題となって
いる原因の把握

○保健部など関係者に対し、実態把握を依頼する。
○保健部会を開いて、問題点を分析し課題を明確にする。

次年度への確実な引継ぎ
○次年度に向けての改善策を記録し引き継ぐ準備をする。
○改善が必要な事項について、管理職や学校評価担当者に対し

学校評価へ位置付けるよう働きかける。

評価・改善の実践

○主な活動の評価を実施する。
○評価結果並びに改善策を職員へ周知する。
○早急に見直しが必要な箇所の改善を依頼する。
○先進校の事例を参考に、自校の取組を見直す。
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《学校保健計画を見直すための評価視点例》

　《全　　般》　○学校保健に関する評価・記録が生かされていますか。

　　　　　　　○児童生徒の実態に即したものとなっていますか。

　　　　　　　○保健部会、保護者、関係機関等の意見が生かされていますか。

　　　　　　　○学校保健目標が反映されていますか。

　　　　　　　○評価の実施が位置付けられていますか。

　《保健教育》　○保健教育で行う時間が適切に確保されていますか。

　　　　　　　○教科等において保健に関する内容の理解が深まるよう配慮されていますか。

　　　　　　　○学級（ホームルーム）活動における保健指導が効果的に行われていますか。

　　　　　　　○学校行事等における保健指導が適切に行われていますか。

　　　　　　　○児童 ( 生徒 ) 会活動等における保健指導が適切に行われていますか。

　　　　　　　○部活動も含めた学校生活における日常の保健指導が適切に行われていますか。

　　　　　　　○個別の保健指導が適切に行われていますか。 

　《保健管理》　○健康診断が適切かつ効果的に行われていますか。

　　　　　　　○健康相談が計画的に行われていますか。

　　　　　　　○学校環境衛生検査及び学校環境衛生活動等が適切に行われていますか。

　　　　　　　○健康に問題がある児童生徒の管理が適切に行われていますか。

　　　　　　　○法令集及び法令に基づく公表簿等や必要な記録が整理されていますか。

　《組織活動》　○組織活動が位置付けられていますか。

　　　　　　　○教職員の協力体制が確立され、活動が円滑に行われていますか。

　　　　　　　○家庭やＰＴＡ等との連携が図られていますか。

　　　　　　　○学校保健委員会が開催され、健康に関する課題が解決されていますか。

　　　　　　　○関係機関・団体など地域との連携が図られていますか。 

《各活動後の評価カードの例》

「評価カード」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　

　本日実施しました　　　　　　　　　　　について、御意見や御感想をお願いします。

　１　企画・準備・運営について該当するものを○で囲んでください。

　　　・大変よい　　・どちらかといえばよい　　・どちらかといえば悪い　　・悪い

　　＊上記のように回答した理由をお書きください

　２　反省や感想があれば御記入ください。今後の参考にさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　御協力ありがとうございました。保健主事○○まで提出願います。

＊寄せられた意見等については、職員会議等で報告するようにしましょう。このことにより、多くの職
員からカードが提出されることとなり、学校保健計画や学校保健活動の推進に役立つこととなります。
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（２）校内組織における活動の推進
　校内組織の体制を整え、その活動を推進していくことは、学校保健活動が活性化し、児童生徒の心

身の健康の保持増進につながります。保健主事として、関係する教職員が学校保健活動の意識を高め、

協力して活動が展開できる組織づくりを心がけましょう。そして、組織の一人一人がそれぞれの持ち

味を出せるように、体制を整えましょう。

　組織体制を確立するには、まずは、組織の状態をとらえること（組織診断）が大切です。校内組織

体制の現状から、組織図に示された担当者が、どのように役割や責任をもち、実際に動いているのか

確認します。これらを正確にとらえるには、組織の責任者である校長と連絡・調整を密にすることで

す。そして、実際に各担当者との確認を密にすることが大切になるでしょう。

　その際の視点には、業務の明確化、分担の適切さ、組織として動いていているか、といったものが

あります

　一つめの、業務の明確化については、それぞれの担当で行っているものを明確にしていくことです。

その際、学校保健目標や計画に照らして、それを実施するのに必要な事項を満たしているか、業務内

容自体に欠落しているものはないか、学校保健活動の充実に向けて追加した方がよいと考えられる事

項はあるか、といったことが考えられます。

　二つめの、分担の適切さについては、業務内容が組織の人数で分担可能なのか、各担当に配列した

事項が、担当によって負担が多すぎ ( 少なすぎ ) ではないか、担当の得意分野を生かしているか、といっ

たことが考えられます。

　三つめの、組織として動いているかについては、各係内部の役割分担や連絡が伝わっているか、各

係が他の係との役割分担や連絡をとって動いているか、といったことが考えられます。組織として動

いているかどうかを見極める方法の一つに、34 〜 39 ページの「学校保健活動の一年間の流れ」の例

のようにタイムスケジュールを作成することが挙げられます。

　組織体制を確立するには、校長と連絡・調整するとともに、業務の明確化、分担の適切さ、組織と

して動いているか、という視点で組織の状態をとらえることが大切です。そして、それを組織図にし

てみることです。例えば、学校保健活動を動かす組織図を、各担当の間を線で結ぶ、関連が強い場合

A1
○業務の明確化、分担の適切さ、組織として動いているか、といった視点から組

織の状態をとらえましょう。

○組織図を作成してみましょう。

Q1　校内組織体制を確立するには？

　保健主事として学校保健活動の校内組織体制を整えていきたいと考えていま

す。どのようにすればよいのでしょうか。



46

は太さで強調する、方向性がある場合は矢印をつける、といった示し方でシステムとしての全体像を

作成してみることです。それによって、組織の特徴が分かりますので、それを参考にバランスよく組

織体制を整えることができるのです。

　学校保健活動のスケジュールを立てるには、まずは、実施までの全体の流れを大枠でとらえること

です。それから、実施までの残り時間（日数）を割り出すことが大切です。次に、当日に実施するも

のを出口として想定し、それに必要な事項を具体的に項目や箇条書きにして書き出すことが大切にな

るでしょう。

　これらの視点には、担当者、施設・用具、経費、情報などがあげられます。

　一つめの担当者については、準備のための打合せや実施の方向性等について、分掌内で検討したり、

校内組織として検討したりすることがあります。校内の教職員にはそれぞれの担当があり、それらに

割かれる時間があるので、それを踏まえて時間を確保します。また、外部から講師等を招へいする場

合は、日時を押さえることがスケジュールを立てる場合に、最も優先されるといえるでしょう。

　二つめの施設・用具については、当日の実施に必要な施設の予約及び使用する用具の準備の確認を

することがあります。例年、使用している施設であっても、年度ごとに施設利用の手続きをする必要

がありますから、いつまでに、どんな手続きで行うのかを確認します。用具についても、毎年購入し

ているものや不足が生じているものなどを確認します。

　三つめの経費については、用具等の購入、会場使用料、講師料などを積算することがあります。

　四つめの情報については、実施に当たって、何を、どのように伝えるかを確認し、広報資料や当日

に準備する資料等の検討をすることがあります。

　学校保健活動のスケジュールを立てるには、これらの項目について、当日から逆算して、何日まで

に、何を、だれが、どのように準備するのかを時系列（時間軸）で一覧にし、組織が活性化するよう

に、役割分担をしていけるとよいでしょう。

A2
○まずは、実施までの全体の流れをとらえてみましょう。そして、残り時間を割

り出しましょう。次に、実施しなければならない項目を挙げましょう。

○その視点には、担当者、施設・用具、経費、情報といったものがあります。

○時系列（時間軸）で流れを作成しましょう。

Q2　学校保健活動のスケジュールは？

　保健主事として学校保健活動のスケジュールを立てていきたいと考えていま

す。スケジュールを立てるには、どのようにしていけばよいのでしょうか。
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　学校保健活動を組織的に推進するための手順としては、まずは、組織に対してＰＤＣＡのマネジメ

ントサイクルを機能させることです。計画（Ｐ）、実施（Ｄ）、評価（Ｃ）、改善（Ａ）のマネジメン

トサイクルは、プロセスの方法論としてとらえましょう。そして、校長との連絡・調整を密にしなが

ら保健主事としてリーダーシップを発揮することです。

　学校保健活動を組織的に推進するには、人間関係づくりがとても重要になります。保健主事のリー

ダーシップで重要なことは、保健部の関係教職員、学年主任や分掌の主任等との情報交換ができるよ

うに働きかけることです。例えば、集団維持機能としての配慮を意識しながら、励ましやねぎらいを

意識して人間関係をつくりましょう。

　ＰＤＣＡのマネジメントサイクルを機能させるには、例えば、学校行事の当日においてＰＤＣＡの

マネジメントサイクルを動かすことです。実施中（Ｄ）に不都合があったり、うまくいかなかったり

した事柄（Ｃ）や、その事柄についての改善策（Ａ）について各担当がその場でメモをとっておくこ

とが考えられます。保健主事としては、このような仕組みになっているかを計画段階で確認しておき

ます。そして、各担当者によってメモされた改善策を事後に集約し、計画が効果的であったか、活動

が組織的に展開されたか、活動が児童生徒の健康の保持増進につながっているかなどの視点で検討し、

次の改善策を見いだすようにすることです。

　これらの検討は、保健主事としてどのように対応するかを明確にするようにします。例えば、学校

保健活動がうまく展開されるように、組織の話し合いでのリーダーシップを発揮することです。この

話し合いには、分掌組織などの内部の話し合いや校内組織ごとの組織と組織をつなぐ話し合いなどが

あります。これらの話し合いにおいて、リーダーとして次の改善策を見つめるようにすることは、重

要な視点となるでしょう。すなわち、実施中に明らかになった課題に対する改善策は、次の機会の各

担当者や係の仕事として委任可能なものと、組織で引き取ったり、保健主事が直接かかわったりする

必要のあるものとを分類して判断していくことが求められます。学校保健活動において、人と人、組

織と組織をつないでいくことへの働きかけは、ほかならない保健主事のリーダーシップによるものな

のです。

A3
○学校保健活動を組織的に推進するためのＰＤＣＡのマネジメントサイクルを機

能させましょう。

○それらを動かしている組織と組織をつなぐために保健主事としてリーダーシッ

プを発揮しましょう。

Q3　組織的推進の手順や方法は？

　保健主事として学校保健活動を組織的に推進していきたいと考えています。

そのために、どのような手順や方法で取り組んでいったらよいでしょうか。
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（３）　健康診断の実施
　健康診断は、学校における健康管理の出発点であり、重要な教育活動の一つです。学校保健安全法

に示されている健康診断は、一定の時期に集中的、総合的に行うようにし、その運営についても学校

全体で組織的に行うことによって、教育的効果を高めることができるように配慮することが重要です。

特に、児童生徒への事前事後指導の充実や健康診断の結果を踏まえ、一人一人の実態に即した積極的

な健康づくりの実践につながるようにすることが大切です。　

　健康診断は、大別して児童生徒の健康診断（定期及び臨時）、職員の健康診断、就学時健康診断の

３種類があります。ここでは、４月から６月に実施される児童生徒の定期健康診断についてふれるこ

ととします。

　児童生徒の健康診断については、学校保健安全法施行規則６条に規定されている定期健康診断検査

項目に基づき、各学校の実情に即して設定されます。また、毎年度６月３０日までに行うこと（学校

保健安全法施行規則１２条）とされており、４月から６月までに行います。学校保健計画の作成に当

たっては、これらの要件を満たしているか確認しながら、実施期日等を調整し、計画に位置付けるこ

とになります。

　また、児童生徒の健康診断の意義やねらいについて全教職員に共通理解を図ることは、事前指導を

したり、係分担したりする教職員の貢献意欲を高めるとともに、計画的な実施につながる重要なポイ

ントです。そのためにも、保健主事は法律等を確認し、児童生徒の健康診断の意義やねらいについて

理解しておく必要があります。

A1
○前年度の反省事項を生かして、学校保健計画に児童生徒の健康診断を適切に位

置付けましょう。

○職員会議等で児童生徒の健康診断の意義やねらいを確認し、全教職員の共通理

解を得ましょう。

Q1　児童生徒の健康診断を計画的に進めるには？

　児童生徒の健康診断を全教職員で計画的に進めるにはどうしたらよいでしょ

うか。
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　毎年度実施している児童生徒の定期健康診断の結果は、自校の学校保健が置かれている状況を客観

的にとらえることができる貴重な情報です。結果について様々な角度から分析し、自校の健康に関す

る良い点や課題を明確にすることで、それらを他の学校保健活動に生かすことができます。 

　また、健康診断の結果から見える各校の健康課題に対し、様々な立場の人や専門家が集まる学校保

健委員会で研究協議し、その解決の道筋を付けることは、大変意義深いことです。

　しかし、学校保健委員会の時間は限られているので、健康診断の結果から見える様々な課題に優先

順位をつけることが必要になるかもしれません。そのときには、学校保健委員会の意義をもう一度確

認し、自校の学校保健委員会で協議することが効果的な課題を選ぶことが大切です。そのことが、自

校の健康課題の解決につながるとともに、委員会を活性化することにもなります。

A2
○実施後の結果から、課題を明確にしましょう。

○それらの中から学校保健委員会で協議する効果的な課題を選びましょう。

Q2　児童生徒の健康診断結果を生かすには？

　児童生徒の健康診断結果を学校保健委員会等で活用するにはどうすればよい

でしょうか。 
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（４）学校保健委員会の活性化
　学校保健委員会は、学校における健康課題を協議し、健康づくりを推進するため

の組織であり、保健主事が中心となって運営することとされています。しかし、学

校保健委員会が設置されていなかったり、設置されていても年１回の開催で充実し

た議論が行われていないなどの例がみられます。保健主事は、適切かつ充実した学

校保健委員会を開催し、学校保健活動の推進につなげる役割を担っています。

　学校保健委員会を開催するには、保健主事自身が学校保健委員会の意義や重要性について理解する

ことが必要です。また、保健主事が一人で悪戦苦闘するのではなく、管理職や保健部員に相談するな

ど協力の輪を広げながら進めていくことが大切です。

　具体的には、開催に向けての方法や手順など管理職に相談するとともに、これまでの開催の状況や

内容などについて関係者から情報を集めます。それらをもとに、保健部会において学校保健委員会開

催に向けた方針や年間の開催見通し、準備・運営の進め方などを確認しましょう。その際、保健主事

として、開催に向けての手順や内容を明確に示し、関係者の共通理解を図りながら進めることが大切

です。

　さらに、学校保健委員会を充実した内容のものとするためには、開催に関する運営案を作成をする

ことが大切です。運営案にそって準備や運営に当たることで、関係者が共通理解のもと、連携しなが

ら計画的に準備を進めることができます。運営案の中には、開催案内文の発送、資料の準備、当日の

係などを示しますが、ここでも、保健主事として、保健部員に対して作成や担当を依頼するなどリー

ダーシップを発揮することが求められます。

　なお、要所において管理職に相談することで、校務運営委員会やＰＴＡ等の協力が得やすくなった

り、学校医、学校歯科医、学校薬剤師など関係者への連絡・調整がスムーズになります。保健主事と

して、常に管理職との報告・連絡・相談を行うことが重要です。

A1
○管理職に相談するとともに、保健部会で開催の方針や開催に関する手順を確認

しましょう。

○学校保健活動にかかわる人たちの協力を得ながら、関係者で分担し、準備・運

営に当たりましょう。

○運営案を作成し活用しましょう。

Q1　どのように開催するの？

　保健主事になりました。学校保健委員会を開催するにはどのようにすればよい

のでしょうか。
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《学校保健委員会開催の手順と保健主事の活動内容の例》

実践項目・順序 保健主事としての働きかけ

情報収集と、開催方針の決定

○開催されていない理由や開催するための手順など管理職に相

談する。

○集めた情報などから、保健部会において開催に向けての手順

や役割の分担などを確認する。 

開催に向けての準備

○学校医等やＰＴＡ代表との日程調整をする。

＊管理職に依頼することでスムーズに調整が進みます。

○充実した話し合いとするため、事前にテーマや運営案を委員

へ送付する。

○欠席する予定の委員の意見や助言を事前にまとめておき協議

に生かす。

○資料の内容や分量を最小限にし、資料の準備は保健部で分担

する。

○運営案に基づき、話し合いの流れ、資料の活用方法、話し合

いからどのような活動につなげることができるかなどについ

て保健部で事前に確認する。

実施計画や運営案の作成

○学校保健目標を達成するためにどのような学校保健委員会を

開催すべきか、年間の開催予定を決定する。

○どのようなテーマで、どのような話し合いをするかなどにつ

いて、その後の活動もイメージしながら準備や運営の仕方を

計画する。

開催

○建設的な意見が出されるよう導き、その後の活動や次回の開

催までに具体的に実践する内容を確認する。

　＊各委員の参画意識や活動意欲の高揚にもつながります。

○学校保健委員会の協議内容を受けて、その後の活動につなげ

るよう働きかける。

評価

○学校保健委員会のメンバーや運営内容、協議やその後の活動

などについて保健部で評価・検証を行う。

○改善に向けての進め方を示す。
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《学校保健委員会開催の例》

《運営案を活用するメリット》

①　会の前後の流れを把握することができ、時間を有効に使って準備ができます。

②　会の目的が明確になり、いろいろな人に協力してもらうことができます。

③　だれが司会者になっても、落ち着いて会を進行することができます。

④　会のアドバイザーに適切な意見を準備してもらうことができます。

⑤　会に出席できない委員に、会の様子を伝えることができます。

⑥　会の記録が残り、話し合いを継続するときの資料になります。

⑦　会運営の反省点が残り、次回の会の資料になります。

《運営案の例》

平成○○年度　第○回　学校保健委員会運営案
                                                       　　　　　　 　 　　　 ○○学校

１　日時・場所　　　　平成○○年○月○日　午後　時　分　〜　時　分　　○○学校　会議室

２　議題　　　　　　　「　○○○　　　　　　　　　　　　　　　　　」

３　ねらい　　　　　　＊この日の会議のめあてを明らかにする

４　参集者　　　　　　＊出席する委員の職名（役職名）を記載する

５　他の活動との関連　＊今までの学校保健委員会と本会のつながりや特別活動・教科等との関

連を記す

６　事前活動・準備　　＊それぞれの立場で、だれが何をするのか、どのような準備が必要か記す

保健主事 ・・・・関係者（学校医など）との調整

保健部（生徒保健委員）・・・アンケート調査と結果のまとめ、資料

　　　　　　　　　　　　　　作成

学校医・学校歯科医・学校薬剤師・・・出された質問等に答える準備

回 時期 主な協議の内容 備考

第 1 回 ６月
・健康診断等に基づく現状と課題について
・年間の目標や活動計画について

・学校保健計画を確認する。
・行政担当者が、自治体の

活動計画を紹介する。

第 2 回 11 月
・健康課題を改善するための取組について
（児童生徒やＰＴＡ等の取組）

・児童生徒会保健委員会、
ＰＴＡ保健委員会のメン
バーが発表する。 

第 3 回 ２月
・年間活動のまとめと次年度の実践について
・学校保健活動に関する評価と改善策について

・評価結果を報告し、課題
を共有する。
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７　議事の展開　　　　＊進行、議事の内容（イメージ）等を載せる

　　　　　　　　　　　　全体の司会・・・保健主事　　議事の進行・・・教頭

　　　　　　　　　　　　準備物・・・・掲示資料、視聴覚機器

８　事後の活動　　　　＊協議を受けて、それぞれがどのような活動を実践できるのかを記す

 　　　　　　　　　　　（教職員、児童・生徒会、ＰＴＡ、関係機関など） 

《準備、運営、事後の活動を活性化させるための保健主事の働きかけの例》

《準備》
①　開催期日を明確に示しましょう。
　　＊年度当初に計画に位置付けられていることが望ましいです。
②　開催通知を発送する際にテーマを周知し、委員の考えを事前に報告してもらいましょう。
③　進行、司会、記録など運営の役割を輪番制にするなど委員で分担しましょう。
④　資料は必要なものだけ最小限にまとめるようにし、保健部で分担して作成しましょう。
⑤　参加者の顔が互いに見えるようにするなど、会場のレイアウトに配慮しましょう。

《運営》
①　発言は、短時間で簡潔にするようにしましょう。
　　＊視聴覚器材や資料を有効に活用するとよいでしょう。
②　事前に進行計画を作成するなどし、参加者の発言する機会をできるだけ多くしましょう。
③　児童生徒の発表や保護者の思いなどを取り入れましょう。
④　会議の開始と終了時刻を厳守しましょう。
　　＊１時間〜１時間３０分を目安とするのがよいでしょう。
⑤　学校医など専門家の指導助言の機会を設定しましょう。
⑥　次回までの実践事項と次回の開催日を確認しましょう。
⑦　記録係を決め、必ず記録しましょう。

《事後の活動》
①　記録を整理し、学校保健委員会だより等で教職員や保護者に対し早めに報告しましょう。
②　委員会で決定された事項について、教職員やＰＴＡに協力を依頼し活動につなげましょう。

③　委員会の反省と評価を行いましょう。
④　改善事項など、次年度への引継を確実に行いましょう。

議事の流れ 時間 保健部 保護者 教職員 行政担当 学校医等

問題提起・
報告等

20 分
実態調査の報告、
課題を改善する
ための提案など

家庭の様子や
保護者の視点
で発言

学校生活の現
状と課題につ
いて

地域の実態に
ついて

専門的な立場
から助言

協議 30 分
・それぞれの立場で気付いたことや改善すべき点などを出し合う。
・どのように改善していくのか方向性を明らかにし、それぞれの立場で実践できるこ

とを出し合う。

まとめ 10 分
・課題の改善に向けた取組を確認し合う。
・会の進め方の反省をする。
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　学校保健委員会は、学校における健康問題等を研究協議し、健康づくりを推進するための組織です。

委員会を活性化することで、学校内の保健活動の中心として機能するだけでなく、学校、家庭、地域

の関係機関などの連携による効果的な学校保健活動を展開することが可能になります。そのため、保

健主事として、学校保健委員会の意義や重要性について全職員の共通理解を図ることが重要です。ま

た、関係者に対しては、具体的な健康課題の解決や児童生徒の変容の可能性など、より詳しい情報を

伝え、意識が高まる働きかけをするとよいでしょう。関係者をはじめ教職員の意識が高まることで様々

な連携やアイディアが生まれ、学校保健委員会の活性化につながります。

　また、学校保健委員会が活性化していない原因の多くが開催の仕方に問題があるのではないでしょ

うか。保健主事として、組織、企画、運営方法、議題やテーマの設定などについて確認するとともに、

関係者からの意見を参考に、学校保健委員会に関する評価を実施して、課題や改善すべき点を明らか

にしましょう。

 《学校保健委員会に関する評価の例》

　１　計画

　①教育計画や学校保健計画に位置付けられていたか。　　　　　　はい　　　　いいえ

　②日程、時間帯は関係者が集まるのに適切であったか。　　　　　はい　　　　いいえ

　２　構成メンバー

　①課題に適した構成メンバーになっていたか。　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　②関係機関や地域の人の力を活用していたか。　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　３　運営

　①実態に即した議題であったか。　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　②会のねらいや議題が関係者に事前に周知されていたか。　　　　はい　　　　いいえ

　③議題に沿った資料であったか。　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　④会場の設営は適切であったか。　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　④参加者が主体的にかかわれる運営であったか。　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　⑥会の進行はスムーズであったか。　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

A2
○関係者をはじめ教職員の意識が高まるよう働きかけましょう。

○学校保健委員会の評価を行い、課題を明確にしましょう。

Q2　委員会を見直すには？

　学校保健委員会の活性化を図るには、どのような働きかけが必要でしょうか。



55

「保健主事のためのハンドブック」―3 章

　４　事後活動

　①参加者のそれぞれが行う事後の活動は明確であったか。　　　　　　はい　　　　いいえ

　②事後の活動は確実に実施されていたか。　　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

　③望ましい変容は見られていたか。　　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　　いいえ

《関係者の意識を高めるための留意事項の例》

　○　適切なテーマの設定！

　単に課題を羅列するのではなく、課題をどのように改善し、そのためにはどのような話し合い

が必要で、どのような活動につなげていくかなどをイメージすることが大切です。適切なテーマ

を設定することは話し合いを充実させ、その後の活動にも大きな影響を及ぼします。

　○　テーマにふさわしい委員の人選！

　テーマが設定される前に学校保健委員会のメンバーが決まっているケースが多いと思われま

す。基本的なメンバーで構成しながらも、テーマの内容によっては委員を加えるなど柔軟な体制

が活性化につながります。

　○　協議内容及びその後の活動までイメージして運営を考えよう！　 

　どのような話し合いにしたいのか、だれからどのような発言を期待するのかなど話し合いの様

子をイメージしながら運営を考えます。さらに事後の活動へのつなぎ方を考えましょう。話し合

われたことを事後の活動での実践につなげることで、メンバーや関係者の意識が高まり、学校保

健委員会の活性化につながります。

　○　準備・運営・事後活動の実務！

　全体の企画等は保健主事が中心となりますが、準備・運営・事後活動は、できるだけ学校保健

委員会や保健部のメンバーが主役となるよう配慮することで、主体的な取組が期待できます。保

健主事は、目標の達成に向けてそのメンバーに対する助言や励ましをしましょう。 

−地域学校保健委員会− 

　子どもたちの現代的な健康課題に適切に対応するためには、学校や家庭を中心に関係機関を含めた

地域レベルの組織体制づくりが不可欠であり、中学校区などを単位とした地域学校保健委員会は有効

といえます。地域学校保健委員会を開催することで、各校の共通する健康課題について地域をあげて

検討することができ、幼い子どもから中・高校生まで長いスパンで健康推進を図ることが可能となり

ます。
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（５）学校保健活動の評価
　「評価」と一口に言っても様々なものがあります。保健主事として、学校保健活動の評価をするこ

とは、自分の行ったことを振り返るということになります。評価を行う際には、測定や管理の評価に

とどめないようにすることです。それを踏まえて評価をすることは、次の実施に向けての課題や改善

策を見いだすことになり、次の機会や次年度に実施する際に役立ちます。また、学校経営との関連や

広がりも視野に入れることが大切です。このような評価をすることにより、後任の保健主事に引き継

いでも、学校保健活動の展開に役立っていくでしょう。

　保健主事として学校保健活動の評価をすることは、同じ失敗を繰り返さないことだけでなく、活動

がよりよい方向に向うための手がかりを得ることにつながります。このことは、学校保健活動だけで

はなく学校経営の改善にもつながります。学校保健活動が毎年同じように繰り返しているからといっ

て、問題がないとはいえません。うまくいっているように見えても、実は、担当者個人の力量のみに

ゆだねられているのであれば、その担当者がいなくなったときに活動は沈滞してしまいます。どんな

場合でも各担当者の持ち味を出していけるように、よりよい方向に向かうための最低限の手順、方法

を確立できるような評価のシステムをつくりましょう。

　評価が難しいといわれる原因の一つに、計画段階において学校保健目標を踏まえた達成基準や目指

す児童生徒の姿が明示されてないことがあります。まず、評価をする基準をしっかりと設定し、評価

を行うことが必要です。

　その上で、時系列的に評価活動を考えると「診断的評価」（事前評価）、「形成的評価」（事中評価）、

「総括的評価」（事後評価）があります。

　「診断的評価」は、「計画作成」段階や「実施内容の企画」段階に行うものです。評価の視点として

は、例えば、「人」を対象として「計画作成」や「実施内容の企画」に必要な「意識」や「取組の状態」

を評価することにより実態把握をすることなどが考えられます。これにより、学校保健上の課題や方

向性を踏まえた計画や企画になることが期待できます。

　「形成的評価」は、「実施」段階に行う過程（プロセス）の評価です。評価の視点としては、例えば、

実施中にどのような状況にあるのか、何がうまくいっていて、どんな課題があるのかなどを評価しま

A1
○評価は、次への手がかりを得るものと考えてみましょう。

○「診断的評価」（事前評価）、「形成的評価」（事中評価）、「総括的評価」（事後評価）

を考えてみましょう。

Q1　学校保健活動の評価をするには？

　保健主事として目の前のことをこなすのに精一杯で評価まで至らないのです

が、どのようにしたらよいでしょうか。
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す。その方法としては、メモなどに記録すること、問題点の指摘にとどまらずに次への改善策を示す

こと、それらを報告することなどが考えられます。これにより、実施上の不都合な状態の改善やより

よい方向への改善が期待できます。

　「総括的評価」は、行事の終了後やある区切りによって全体を見渡して評価するものです。評価の

視点としては、例えば、学校行事などの終了後に保健部などの組織で話し合い、その改善策をまとめ

ることや、「今年度のまとめと次年度への展望」をまとめることなどが考えられます。これにより次

年度への方向性が見いだされることが期待できます。

　このように、保健主事には、評価の段階ごとに教職員の個別の評価に関する情報を集めたり、学校

保健の目標の達成度を提示したりするとともに、達成できなかった内容やその原因を検討し、次年度

の活動に反映させるための修正・改善の活動を行うことが大切です。

　保健主事がマネジメントの能力を身に付け、それを発揮していくことは、学校保健活動を活性化す

ることになります。

　本書では、「学校保健活動のマネジメント」、「保健主事と組織」、「保健主事とリーダーシップ」の

３つの視点に保健主事のマネジメントを焦点化していますので、それぞれの視点から評価について考

えてみましょう。

＜保健主事自身が自分の仕事を振り返って評価するときの視点の参考例＞

「学校保健活動のマネジメント」と評価について

　・　保健主事として、実務をこなすために必要な環境は整っていたか

　・　組織体制は整っていたか

　・　学校経営方針を踏まえていたか

　・　各行事等の運営で組織を機能させたか

　・　担当者、施設・用具、経費、情報の準備は適切だったか

　・　教職員及び児童生徒の満足度に働きかけたか

「保健主事と組織」と評価について

　・　組織が動くように働きかけたか

A2
○保健主事の実務に直接かかわりのあるマネジメントの視点に立って考えてみま

しょう。

○保健主事自身の評価を行う対象を、「学校保健活動のマネジメント」、　「保健主

事と組織」、「保健主事とリーダーシップ」としてみましょう。

Q2　保健主事の実務の評価は？

　保健主事の実務にかかわる評価は、どのようにとらえたらよいでしょうか。
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　・　管理職との連絡・調整は適切だったか

　・　各係との連絡・調整は適切だったか

「保健主事とリーダーシップ」と評価について

　・　組織が活性化するように働きかけたか

　・　保健主事として目標指向と集団維持機能を使い分けたか

　・　うまくいった働きかけはどんな場面だったか

　・　うまくいかなかった場面はどんな場面だったか

「学校保健活動全体」と評価について

　・　年度当初に立てた目標の達成はどのくらいできたか

　・　保健主事の働きかけに対して得られた成果はどのようなものか

　・　学校保健組織の活動の状態（活性化の程度）は高まったか

　・　児童生徒の健康の保持増進につながったか

　例として、「学校保健活動のマネジメント」と評価の「担当者、施設・用具、経費、情報の準備は適切だっ

たか」について考えてみましょう。

　「担当者」、「施設・用具」、「経費」、「情報」の４つからみると、

　「担当者」には、教職員、児童生徒、ＰＴＡ、地域の専門家などが考えられます。例えば、事前・

当日の役割分担、学校保健活動への意識や活動の状況、その後の状況などが考えられます。

　「施設・用具」には、学校保健活動を行うに当たっての学校の会議室の位置や広さなどの施設、使

用する備品、文房具などが考えられます。例えば、準備、使用、利用の状況、物品の過不足、利用の

しやすさなどが考えられます。

　「経費」については、予算、執行、決算などが考えられます。例えば、かかった経費の過不足、使途、

講師謝金、会議運営費、費用対効果、などが考えられます。

　「情報」については、事前の案内や広報活動、資料の適切さ・分かりやすさなどが考えられます。

例えば、学校保健活動を実施するに当たっての基本情報の「何を」「どのように」伝えるかが的確で

あること、情報の資料は、端的に、また、ビジュアルで読みやすく作成されていることなどが考えら

れます。また、学校内外の「資源」もここに入ります。特に、地域や関係機関の有する情報などの状

況が考えられます。

　このように、学校保健活動の評価を行うだけでなく、マネジメントの視点を踏まえ、保健主事自身

が自分の仕事を振り返って評価することが、計画的な活動の展開につながります。
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［付　録］
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平成 21 年度　学校保健年間計画例 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月  保健目標 学校保健関連行事
 保　　　健　　　管　　　理

心　 　身   ・　生 　　活 環　 　境

４

自分の体の発
育状態や健康
状態について
知ろう

･ 定期健康診断
･ 大掃除

･ 保健調査
･ 健康観察の確認と実施　･ 健康相談
･ 健康診断の計画と実施と事後措置（身体計

測、内科検診、歯科検診、視力検査、聴力
検査等）　･ 結核健診の問診

･ 疾病異常者の生活指導
･ 手洗い・うがいの指導
･ 職員の健康診断

・清掃計画配布
・大掃除
・飲料水等の水質及び施設・設備の検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査
・机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査

５

体を清潔にし
よう

･ 定期健康診断
･ 修学旅行６年
･ 新体力テスト

･ 健康観察の実施 ( 強化 ) ･ 健康相談
･ 健康診断の実施と事後措置（結核検診、耳

鼻科検診、眼科検診、尿検査、寄生虫卵の
有無の検査等）

･ 疾病異常者の生活指導
･ １年生の歯みがき指導
･ 修学旅行前の健康調査と健康管理

・照度・まぶしさ、騒音レベルの検査

６

歯を大切にし
よう
梅雨時の健康
に気をつけよ
う

･ 歯の衛生週間
･ 宿泊学習５年
･ プール開き
･ 心肺蘇生法

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 歯みがき指導
･ 水泳時の救急体制と健康管理
･ 宿泊前の健康調査と健康管理
･ 食中毒・感染症予防
･ 熱中症予防

・水泳プールの水質及び施設・設備の衛
生状態の検査

７
８

夏を元気に過
ごそう

･ 大掃除
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 水泳時の救急体制と健康管理
･ 夏休みの健康生活指導と健康管理
･ 歯みがき指導

・大掃除の実施の検査
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・ネズミ、衛生害虫等の検査
・水泳プールの水質検査
・揮発性有機化合物の検査
・ダニ又はダニアレルゲンの検査

９

安全を考えて
運動しよう

･ 身長・体重測定
･ プール納め
･ 避難訓練
･ 運動会

･ 健康観察の実施 ( 強化 )  ･ 健康相談
･ 夏休みの健康調査
･ 疾病治療状況の把握
･ 手洗い・うがいの励行
･ 運動会前の健康調査と健康管理

・運動場の整備
・日常点検の励行

10

目を大切にし
よう

･ 目の愛護デー
･ 視力検査
･ 就学時の健康診断

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 目の健康について
･ 正しい姿勢について
･ 就学時の健康診断の協力

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査

11

寒さに負けな
い体をつくろ
う

･ 個人懇談
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜやインフルエンザの予防

12

室内の換気に
注意しよう

･ 健康相談
･ 大掃除

･ 健康観察の実施   ･ 健康相談
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 冬休みの健康生活指導と健康管理

・大掃除の実施の検査

１

外で元気に遊
ぼう

･ 身長・体重測定 ･ 健康観察の実施（強化） ･ 健康相談
･ 冬休みの健康調査
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜの罹患状況把握

・日常点検の励行
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・雨水の排水溝等、排水の施設・設備の

検査

２

かぜをひかな
いように健康
管理をしよう

･ 避難訓練
･ 一日入学
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施　･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行

・ストーブ管理

３

健康生活の反
省をしよう

･ 耳の日
･ 大掃除

･ 健康観察の実施
･ 一年間の健康生活の反省
･ 春休みの健康生活指導と健康管理
･ 新年度の計画

・保健室の整備
・学校環境衛生検査結果等のまとめと次

年度への課題整理
・大掃除の実施の検査

※学校保健の重点、役割分担当の総括的な部分は略す。
※縦書き又は横書きでもよいし、保健管理、保健教育、組織活動の順番を入れ替えたり、必要な項目を加えたりする場合も考え

られる。
※保健管理については、対人管理、対物管理に分けて示す場合も考えられる。
※保健教育については、保健学習、保健指導、道徳の時間、総合的な学習の時間に分けて示す場合も考えられる。なお、保健教

育の題材名等は平成２１年度現在のものである。
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○○小学校

月

保　　　健　　　教　　　育

組　織　活　動
保　健　学　習　等

保　　健　　指　　導

学 級 活 動 個別・日常指導 児童会活動

４

・家庭「日常着の快適な着
用」（６年）

・生活「がっこうたんけん」
（１年）

・道徳「まさるの花火」
（３年）

・道徳「ひまわり」（２年）

・健康診断の目的・
受け方

・保健室の利用の仕
方

・健康診断の受け方
・保健室の利用の仕方
・身体・衣服の清潔
・トイレの使い方
・手洗いうがいの仕方

・組織づくり
と年間計画
作成

・係分担

・組織づくり（職員保健部、PTA
保健部、学校保健委員会等）

・保健だより等の発行（毎月）

５

・体育「心の健康」( ５年 )
・理科「人の体のつくり運

動」（４年）
・道徳「からすとはと」
（１年）

・大きくなるわたし
たち（３年）

・歯みがきの仕方
・基本的な生活
・遊具の正しい遊び方
・光化学スモッグ

・歯の衛生週
間について

・職員保健部会

６

・体育「病気の予防」
( ６年 )

・社会「公害から国民の健
康や生活環境を守る」 (
５年 )

・歯ならびにあった
みがきかた（３年）

・むし歯の予防
・手洗いうがいの仕方
・雨の日の過ごし方
・食中毒の予防
・体の清潔、プール
・光化学スモッグ

・歯の衛生習慣
について

・梅雨時の健康
・保健集会①

・職員保健部会
・PTA 保健部会
・心肺蘇生法講習会
・保健統計のまとめ

７
８

・体育「毎日の生活と健康」
（３年）

・家庭「夏の快適な住まい
を工夫しよう」（５年）

・ 総合的な学習の時間「か
らだの不思議見つけよう」

（３年）

・薬物乱用絶対ダメ！
（６年）

・望ましい食生活
・夏に多い病気の予防
・歯みがきについて
・夏の健康

・１学期の反省
・保健集会②

・職員保健部会
・第１回学校保健委員会の開催

９

・社会「人々の健康な生活
や良好な生活環境」（４年）

・生活「じぶんですること」
（１年）

・男女仲良く（４年）
・アルコールってな

あに？（４年）

・積極的な体力つくり
・運動後の汗の始末
・歯みがき指導

・２学期の活動
計画

・目の愛護デー
の計画

・職員保健部会
・夏休みの健康状況把握

10

・理科「動物の誕生」
（５年）

・道徳「ぼくの生まれた日」
（４年）

・清けつなからだ　
（２年 )

・目の健康
・正しい姿勢
・けがの防止
・積極的な体力つくり

・目の健康につ
いて

・保健集会③

・職員保健部会
・学校保健に関する校内研修

11

・体育「育ちゆく体とわた
し」（４年）

・家庭「冬の快適な住まい
を工夫しよう」（６年）

・体をきれいに　　
（１年）

・かぜの予防
・手洗い・うがい

・かぜ予防ポス
ター作成

・職員保健部会
・個人懇談
・地域の健康祭りへの参加
・第２回学校保健委員会の開催

12

・理科「人の体のつくりと
働き」（６年）

・道徳「たまご焼き」（５年）

・男女の理解と協力
（５年）

・かぜの予防
・冬の健康生活
・冬休みの健康生活
・手洗い・うがい

・２学期の反省 ・職員保健部会
・地区懇談会

１

・道徳「ふくらんだリュッ
クサック」（６年）

・家庭「食生活を見つめよ
う」（５年）

・外であそぼう　　
（１年）

・かぜの予防
・外遊びについて
・歯みがきについて
・手洗い・うがい

・かぜ予防 ・職員保健部会
・冬休みの健康状況把握

２

・体育「けがの防止」（５年）
・道徳「二ねんせいになっ

ても」（１年）

・きれいな空気　　
（２年）

・外遊びについて
・歯みがきについて
・手洗い・うがい

・耳の日につ
いて

・保健集会④

・職員保健部会
・第３回学校保健委員会の開催

３

・生活「大きくなったよ」（２
年）

・道徳「水飲み場」（３年）
・総合的な学習の時間「健

康はすばらしい」（４年）

・何でも食べよう　
（１年）

・耳の病気と予防
・１年間の健康生活の

反省

・耳の健康
・１年間の反省

・職員保健部会
・１年間のまとめと反省
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月 保健目標 学校保健関連行事
保　　　健　　　管　　　理

心　 　身   ・　生 　　活 環　 　境

４

健康な生活を
実践するため
の目標や計画
をたてよう

･ 定期健康診断
･ 遠足（1 年）
･ 宿泊体験学習（2 年）
･ 修学旅行（3 年）
･ 生徒会保健委員会
･ 交通安全教室
･ ＰＴＡ総会

･ 保健調査
･ 健康観察の確認と実施　･ 健康相談
･ 健康診断の計画と実施と事後措置（身体計

測、内科検診、歯科検診、視力検査、聴力
検査､ 心電図検査等）

･ 疾病異常者への生活指導と保護者との共通
理解

・机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査
・飲料水等の水質及び施設・設備の検査
・清掃計画配布

５

自分の健康に
関心を持ち、
病気の早期発
見や治療、疾
病予防に努め
よう

･ 家庭訪問
･ 定期健康診断
･ 校内陸上競技大会
･ 中学校体育大会
･ 第 1 回学校保健

委員会
･ プール清掃

･ 健康観察の実施 ･ 家庭訪問 ･ 健康相談
･ 健康診断の実施と事後措置（結核検診、耳

鼻科検診、眼科検診、尿検査、寄生虫卵の
有無の検査等）

･ 運動時の水分補給や運動後の汗の始末の指導
･ アレルギー生徒の把握と対応の仕方
･ 保護者との情報交換

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査
・カーテンの点検、整備
・水泳プールの水質及び設備の点検

６

歯の健康につ
いてよい習慣
を身につけよ
う梅雨の時期
における衛生
管理に気をつ
けよう

･ 歯の衛生週間
･ プール開き
･ 新体力テスト
･ 地域学校保健委員会
･ 歯科講話（1 年 )
･ 救命救急講習会（2 年）
･ 食中毒に関する

講演会 (3 年）

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 歯みがき指導
･ 緊急時の対応の指導
･ 食中毒や感染症の予防
･ 熱中症予防
･ けがの防止と応急処置

・水道や飲料水の衛生管理
・水泳プールの水質検査
・トイレの点検、整備

７
８

1 学期の生活
を振り返ると
ともに、夏季
における健康
な生活の仕方
を身につけよ
う

･ 教育相談
･ 大掃除
･ 性に関する講演会
･ 保護者会
･ 大掃除とワック

スがけ
･ 鼻の日

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 水泳時の救急体制と健康管理
･ 汗の始末指導
･ 疾病異常者への治療勧告
･ 肥満生徒への個別指導
･ 長期欠席者に対する面談
･ 水分のとり方についての指導

・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、
一酸化炭素及び二酸化窒素の検査

・ネズミ、衛生害虫等の検査
・水泳プールの水質検査
・揮発性有機化合物の検査
・ダニ又はダニアレルゲンの検査
・学校保健活動の評価と改善

９

栄養や休養に
関心を持ち、
積極的に運動
に取り組もう

･ 命に関する講演会
･ プール納め
･ 身長・体重測定

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 夏休み後の健康調査
･ 疾病治療状況の把握
･ 健康と栄養のについて

・日常点検の励行

10

目を大切にす
る習慣を身に
つけよう
学習しやすい
環境を整えよう

･ 目の愛護デー
･ 視力検査
･ 照明設備の点検
･ 文化祭
･ 第 2 回学校保健委員会

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 目の健康について
･ 正しい姿勢について
･ 生活習慣アンケート調査の実施
･ 保護者との情報交換

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査

11

心の健康に目
を向け、より
よい生活につ
いて考えよう

･ 個人懇談
･ 喫煙・飲酒・薬

物乱用防止教室
･ いい歯の日

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜやインフルエンザの予防
･ 手洗いやうがいの励行

12

冬季における
健康で安全な
生活の仕方を
考え､ 実践に
努めよう

･ 保護者会
･ 大掃除とワックス

がけ

･ 健康観察の実施   ･ 健康相談
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 冬休みの健康生活指導と健康管理
･ 保護者との共通理解

・大掃除の実施の検査
・学校保健活動の評価と改善
・気温、湿度の管理､ 換気の励行
・ストーブ管理

１

感染症の予防と
環境衛生の充実
について理解し
実践しよう

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 冬休みの健康調査
･ うがい手洗いの励行
･ かぜの罹患状況把握

・日常点検の励行
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・気温、湿度の管理、換気の励行

２

心身の健全な
発達に関心を
持ち、自己の
生活を見直そ
う

･ 新入生説明会
･ 第 3 回学校保健委

員会

･ 健康観察の実施　･ 健康相談
･ 屋外運動の奨励
･ かぜの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 花粉症への対策及び指導

・次年度の学校保健計画の作成
・気温、湿度の管理､ 換気の励行
・カーテンのクリーニング

３

健康生活の反省
をし、よりよく
生きていくため
の生活について
考えよう

･ 地域学校保健委員会
･ 保護者会
･ 大掃除とワックス

がけ

･ 健康観察の実施  ･ 健康相談
･ 一年間の健康生活の反省
･ 春休みの健康生活指導と健康管理
･ 新年度の計画
･ 保護者との共通理解

・保健室の整備
・学校環境衛生検査結果等のまとめと次

年度への課題整理
・大掃除の実施の検査
・学校保健活動の評価と改善

※学校保健の重点、役割分担当の総括的な部分は略す。
※縦書き又は横書きでもよいし、保健管理、保健教育、組織活動の順番を入れ替えたり、必要な項目を加えたりする場合も考え

られる。
※保健管理については、対人管理、対物管理に分けて示す場合も考えられる。
※保健教育については、保健学習、保健指導、道徳の時間、総合的な学習の時間に分けて示す場合も考えられる。なお、保健教
育の題材名等は平成２１年度現在のものである。
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○○中学校

月

保　　　健　　　教　　　育

組　織　活　動
保　健　学　習　等

保　　健　　指　　導

学 級 活 動 個別・日常指導 生徒会活動

４

・保健体育「心身の機能の
発達」（1 年）、「健康と環
境」（2 年）、「健康な生活」

（3 年）
・道徳「父の言葉」（1 年）

・生活習慣の確立　
（2 年）

・欠席や遅刻、早退の
連絡

・健康診断の意義と受
け方

・保健室の利用の仕方

・組織づくりと
年間計画作成

・健康 ･ 衛生観
察と呼びかけ

（毎日 )
・生徒会総会で

の提案

・組織づくり（職員保健部、PTA
保健部、学校保健委員会等）

・保健だより等の発行（毎月）
・ＰＴＡ専門委員会（活動計画 )
・保健部会（職員）

５

・保健体育「心身の機能の
発達」（1 年）、「健康と環
境」（2 年）、「健康な生活」

（3 年）
・道徳「さくらんぼ」（2 年）

・運動、栄養、睡眠
（3 年）

・思春期の心と体　
（1 年）

・歯みがきのマナー
・基本的な生活

・水飲み場の清
掃と石けんの
整備（毎週 )

・部活動時の安
全と健康管理

・第 1 回学校保健部会
・保健部会（職員）
・第１回学校保健委員会の開催

６

・保健体育「健康と環境」（2
年）、「健康な生活」（3 年）

・道徳「時を裁く人」（1 年）

・口腔の衛生（1 年）
・思春期の不安と悩

み（2 年）

・むし歯の予防
・手洗いうがいの仕方
・食中毒の予防
・体の清潔、プール
・光化学スモッグ

・着替えや汗の
始末の呼びか
け

・中学校区地域学校保健委員会
・ＰＴＡ専門委員会
・普通救命救急法講習会
・食中毒防止講習会（全校 )
・歯科講話 (1 年 ) 学校歯科医
・保健統計のまとめ
・保健部会（職員）

７
８

・社会「環境問題への取り
組み」（２年）

・道徳「春うららの声変わ
り」（1 年）

・男女の正しい理解
（1 年）

・疾病異常者への治療
勧告

・肥満、やせすぎの生
徒への個別指導

・保健部会（職員）

９

・保健体育「心の健康」
（1 年）

・理科「地球環境問題」
（3 年）

・家庭「家族と家庭生活」
（3 年）

・食べ方暮らし方で
健康に（1 年）

・あたたかい人間愛
（2 年）

・積極的な体力つくり
・運動後の汗の始末
・歯みがき指導

・専門委員会前
期の反省と後
期の活動計画

・目の愛護デー
の計画

・保健部会（職員）健康状況把握
・命に関する講話

10

・保健体育「心の健康」
（1 年）

・道徳「娘が贈った 7 つの
宝石」（3 年）

・悩みや不安は誰に
でも（1 年）

・性情報への対策
（2 年）

・目の健康
・正しい姿勢
・傷害の防止
・積極的な体力つくり

・目の健康につ
いて

・生徒会保健集
会

・保健部会（職員）
・学校保健に関する校内研修
・第２回学校保健委員会の開催

11

・保健体育「傷害の防止」
（2 年）

・家庭「生活の自立と衣食
住」（２年）

・道徳「失われた時間」
（3 年）

・男女の理解と協力
（2 年）

・青年期の悩みと解
決（3 年）

・かぜの予防
・手洗い・うがい

・かぜ予防ポス
ター作成

・季節にあった
服 装 の 呼 び
かけ

・個人懇談
・地域の健康祭りへの参加
・保健部会（職員）

12

・保健体育「傷害の防止」　
（2 年）、「疾病の予防」（3
年）

・かぜの予防
・冬の健康生活
・手洗い・うがい

・地区懇談会
・保健部会（職員）

１

・「疾病の予防」（3 年）
・道徳「自然教室での出来

事」（1 年）「エルマおば
さんからの最後の贈り
物」（2 年）

・健康で安全な生活
（3 年）

・かぜの予防
・歯みがきについて
・手洗い・うがい

・うがい手洗い
やマスク着用
の呼びかけ

・職員保健部会
・冬休みの健康状況把握
・保健部会（職員）

２

・保健体育「疾病の予防」
（3 年）

・社会「地球市民として生
きる」（３年）

・エイズ、性感染症
の予防（3 年）

・手洗い・うがい ・いじめ防止集
会

・専門委員会後
期の反省

・第３回学校保健委員会の開催
・保健部会（職員）

３

・男女共同参画と自
分の生き方 (3 年 )

・１年間の健康生活の
反省

・生徒会総会 ・保健部会（職員）
・１年間のまとめと反省
・中学校区地域学校保健委員会
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月  保健目標 学校保健関連行事
保　　　健　　　管　　　理

心　 　身   ・　生 　　活  環　 　境

４

健康診断を受
け、健康の状
態を把握しよ
う

学習環境を整
備しよう

･ 定期健康診断
･ 大掃除
･ 新体力テスト
･ 麻疹予防接種 3 年

（1 年間）

･ 保健調査
･ 健康観察の確認と実施
･ 健康相談
･ 健康診断の計画と実施と事後措置
（身体計測、内科検診、歯科検診、視力検査、
聴力検査、心電図検査、結核検診等）

･ 疾病異常者の健康相談・生活指導

・清掃計画配布
・日常点検の励行（1 年間）
・大掃除
・飲料水等の水質及び施設・設備の検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査
・机、いすの高さ、黒板面の色彩の検査

５

疾病予防と早
期発見に努め
よう

･ 定期健康診断
･ 三者面談

･ 健康観察の実施 ( 強化 )
･ 健康相談
･ 健康診断の実施と事後措置（耳鼻科検診、

眼科検診、尿検査等）
･ 疾病異常者の健康相談・生活指導
･ 麻疹予防接種実施状況調査
･ 職員の健康診断

・照度・まぶしさ、騒音レベルの 検査
・水泳プールの水質及び施設・設備の衛生

状態の検査

６

疾病治療の継
続と梅雨対策
をしよう

･ 歯の衛生週間
･ 学校保健委員会

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ 歯みがき指導
･ 食中毒・感染症予防
･ 熱中症予防（水分補給）

・受水槽高架水槽性総点検

７
８

自主的な健康
管理に努めよ
う

･ 大掃除
･ 普通救命講習会
･ 部活動合宿のた

めの健康相談
･ 文化祭のための

腸内細菌検査
･ 職員健康相談

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ 夏休みの健康生活指導と健康管理
･ 球技大会救護

・大掃除の実施状況の点検
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、
一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・ネズミ、衛生害虫等の検査
・水泳プールの水質検査
・揮発性有機化合物の検査
・ダニ又はダニアレルゲンの検査

９

生活習慣を確
立しよう

･ 文化祭
･ 体育祭
･ 薬物乱用防止教

室（全学年）

･ 健康観察の実施 ( 強化 )
･ 健康相談
･ 疾病治療状況の把握
･ 手洗い・うがいの励行
･ 麻疹予防接種実施状況調査

・運動場の整備

10

目の健康に留
意しよう

･ 目の愛護デー
･ 修学旅行前健康

相談２年
･ 修学旅行
･ 教職員胃検診

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ 修学旅行前健康調査・アレルギー調査

・照度、まぶしさ、騒音レベルの検査
・雑用水の水質及び施設・設備の検査

11

健康を意識し
た生活をしよ
う

･ 保健講話３年 ･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ かぜやインフルエンザの予防

12

冬の健康管理
をしっかりし
よう

･ 世界エイズディー
･ 学校保健委員会
･ 献血
･ 大掃除
･ 職員健康相談

･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ かぜ・インフルエンザの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 冬休みの健康生活指導と健康管理
･ 麻疹予防接種実施状況調査

・大掃除の実施状況の点検

１

寒さに向けて
の体力増強を
はかろう

･ 保健講話２年 ･ 健康観察の実施 ( 強化 )
･ 健康相談
･ 冬休みの健康調査
･ 屋外運動の奨励と運動後の汗の始末
･ かぜ・インフルエンザの罹患状況把握

・日常点検の励行
・換気、温度、相対湿度、浮遊粉じん、気流、

一酸化炭素及び二酸化窒素の検査
・雨水の排水溝等、排水の施設・設備の

検査

２

心身の健康生
活を実践しよ
う

･ 学校保健委員会 ･ 健康観察の実施
･ 健康相談
･ かぜ・インフルエンザの罹患状況把握
･ 室内の換気及び手洗い・うがいの励行
･ 麻疹予防接種実施状況調査

・ストーブ管理

３
１年間の生活
を振り返り反
省しよう

･ 大掃除
･ 保健講話１年
･ 職員健康相談

･ 健康観察の実施
･ 一年間の健康生活の反省
･ 春休みの健康管理・生活指導
･ 新年度の計画

・保健室の整備
・学校環境衛生検査結果等のまとめと次年

度への課題整理
・大掃除の実施状況の点検

※学校保健の重点、役割分担当の総括的な部分は略す。
※縦書き又は横書きでもよいし、保健管理、保健教育、組織活動の順番を入れ替えたり、必要な項目を加えたりする場合も考え

られる。
※保健管理については、対人管理、対物管理に分けて示す場合も考えられる。
※保健教育については、保健学習、保健指導、道徳の時間、総合的な学習の時間に分けて示す場合も考えられる。なお、保健教

育の題材名等は平成２１年度現在のものである。
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○○高等学校

月

保　　　健　　　教　　　育

組　織　活　動
保　健　学　習　等

保　　健　　指　　導

ホームルーム活動 個別・日常指導 生徒会活動

４

保健：１、2 年共に年間を通じて週 1 × 35
〈保健・１年〉「私たちの健康のすがた」
〈保健・２年〉「思春期と健康」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「目、耳のつくりとはたらき」
〈食物・2 年選択〉「食品の取り扱い方、手
洗い・みじたく」

〈保育・3 年選択〉「思春期の健康」

・健康診断の事前
指導（保健調査）

（全学年）
・生命の尊重（１

年）

・健康診断の受け
方

・保健室の利用の
仕方

・組織づくりと
年間計画作成

・係分担
・健康診断補助

・組織づくり（職員保
健部、PT Ａ保健部、
学校保健委員会等）

・職員保健部会
・保健だより等の発行
（毎月）

５

〈保健・1 年〉「健康の考え方」
〈保健・2 年〉「結婚生活と健康①」
〈現社 1.2 年共通〉「福祉社会の充実」「少子
高齢社会」

〈生物ⅠＢ・3 年〉「神経のつくりとはたらき」
〈生物Ⅱ・3 年〉「血液凝固」
〈保育・3 年選択〉「生命の誕生と母体の健康」

・望ましい食習慣
の確立（２年）

・ 望ましい生活リ
ズム

・心身の健康

・歯の衛生週間
について

・健康診断補助

・職員保健部会
・三者面談

６

〈保健・1 年〉「生活習慣病と日常の生活行動」
「喫煙と健康」「飲酒と健康」
〈保健・2 年〉「結婚生活と健康②」
〈現社１・２年共通〉「青年期とは」「私た
ちの生きがい」

・友情と恋愛と結
婚（３年）

・口腔の衛生につ
いて（１年）

・歯肉炎の予防
・手洗いうがいの

励行
・食中毒の予防
・光化学スモッグ

・歯の衛生週間
について

・熱中症予防に
ついて

・職員保健部会
・治療促進の啓発
・保健統計のまとめ
・第１回学校保健委員

会の開催

７
８

〈保健・1 年〉７ 薬物乱用と健康
〈保健・2 年〉６　加齢と健康
〈生物ⅠＢ・3 年〉「脳のつくりとはたらき」
「筋組織のつくりと働き」
〈生物Ⅱ・3 年〉ＨＩＶウイルス
〈生物Ⅱ・3 年〉「免疫」
〈家庭総合・1 年　食物〉「食中毒」

・スポーツと栄養
について（全学
年）

・薬物乱用の防止
（３年）

・夏期における心
身の健康

・男女交際を考え
る

・１学期の反省
・保健だよりの

発行

・職員保健部会
・PTA 保健部会
・普通救命講習会

９

〈保健・1 年〉「医薬品と健康」「感染症の予防」
〈保健・2 年〉「加齢と健康」「保健制度と保
健サービスの活用」

〈現社 1.2 年共通〉「労働問題」「労働環境の整備」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「内部環境としての体液」
「ホルモンによる調節自律神経系による調節」

・生活習慣病とそ
の予防（３年）

・傷害の防止
・応急手当の方法

と実践

・２学期の活動
計画

・目の愛護デー
の計画

・文化祭衛生管
理

・職員保健部会
・夏休みの健康状況把

握
・文化祭衛生指導
・体育祭救護

10

〈保健・1 年〉「エイズとその予防」「健康に
かかわる意思決定・行動選択」

〈保健・2 年〉「医療制度と医療費」「医療機
関と医療サービスの活用」

〈現社 1.2 年共通〉「公害防止と環境保全」
〈生物ⅠＢ・3 年〉〉「代謝嫌気呼吸・呼気呼吸」
〈家庭総合・1 年〉「食品の取り扱い方」

・男女相互の理解
と協力（１年）

・正しいコンタク
トレンズの使い
方

・職員保健部会
・学校保健に関する校

内研修

11

〈保健・1 年〉「欲求と適応機制」「心身の相
関とストレス」

〈保健・2 年〉「大気汚染及び水質汚濁と健康」
〈家庭総合・1 年〉「みんなで育てる」「生命
の誕生」

・安全な生活態度
と規律ある習慣

（２年）

・インフルエンザ
の予防

・手洗い・うがい

・インフルエン
ザ予防ポスタ
ー作成

・職員保健部会

12

〈保健・1 年〉「ストレスの対処」「自己実現」
〈保健・2 年〉「土壌汚染と健康」「健康被害
の防止と環境対策」

〈現社 1.2 年共通〉「豊かに生きる権利」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「地球環境とその保全」

・人権教育講座（全
学年）

・インフルエンザ
の予防

・冬休みの生活

・ 世界エイズデ
ーについて

・保健だよりの
発行

・２学期の反省

・職員保健部会
・第２回学校保健委員

会の開催

１

〈保健・1 年〉「交通事故の現状と要因」「交
通社会における運転者の資質と責任」

〈保健・2 年〉「環境衛生活動のしくみと働き」
「食品衛生活動のしくみと働き」
〈生物ⅠＢ・3 年〉「地球環境とその保全」

・人間尊重と男女
の平等（２年）

・インフルエンザ
の予防

・インフルエン
ザ予防

・職員保健部会
・冬休みの健康状況把

握

２

〈保健・1 年〉「安全な交通社会づくり」「応
急手当の意義本」

〈保健・2 年〉「食品と環境の保健」「働くこ
とと健康」

〈生物ⅠＢ・２年〉「性と遺伝」

・環境の整備（３
年）

・冬の体力と栄養 ・ウイルス性胃
腸炎について

・職員保健部会
・第３回学校保健委員

会の開催

３
〈保健・1 年〉「心肺蘇生法」「日常的な応急手当」
〈保健・2 年〉「労働災害と健康」「健康な職業生活」
〈生物ⅠＢ・２年〉「変異」

・性感染症につい
て（１年）

・1 年間の健康生
活の反省

・保健だよりの
発行

・健康 1 年間の
反省

・職員保健部会
・１年間のまとめと反

省





67

- 1 -

○
学
校
保
健
安
全
法

昭
和
三
十
三
年
四
月
十
日

法

律

第

五

十

六

号

学
校
保
健
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

学
校
保
健
安
全
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
）

第
二
章

学
校
保
健

第
一
節

学
校
の
管
理
運
営
等
（
第
四
条

―
第
七
条
）

第
二
節

健
康
相
談
等
（
第
八
条
―
第
十

条
）

第
三
節

健
康
診
断
（
第
十
一
条
―
第
十

八
条
）

第
四
節

感
染
症
の
予
防
（
第
十
九
条
―

第
二
十
一
条
）

第
五
節

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学
校

医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬

剤
師
（
第
二
十
二
条
・
第
二
十

三
条
）

第
六
節

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及
び
国

の
補
助
（
第
二
十
四
条
・
第
二

十
五
条
）

第
三
章

学
校
安
全
（
第
二
十
六
条
―
第
三

十
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
三
十
一
条
・
第
三
十
二

条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
学
校
に
お
け
る
児
童

生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に

お
け
る
教
育
活
動
が
安
全
な
環
境
に
お
い
て

実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
学
校

教
育
の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と

は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
を
い

う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
等
」
と

は
、
学
校
に
在
学
す
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒

又
は
学
生
を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に

連
携
を
図
り
、
各
学
校
に
お
い
て
保
健
及
び

安
全
に
係
る
取
組
が
確
実
か
つ
効
果
的
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け

る
保
健
及
び
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及

び
事
例
を
踏
ま
え
つ
つ
、
財
政
上
の
措
置
そ

の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

２

国
は
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
に
係
る
取

組
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策

定
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

３

地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
講
ず
る
前
項
の

措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

学
校
保
健

第
一
節

学
校
の
管
理
運
営
等

（
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責

務
）

第
四
条

学
校
の
設
置
者
は
、
そ
の
設
置
す
る

学
校
の
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
心
身
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校
の

施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整

備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
保
健
計
画
の
策
定
等
）

第
五
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
及

び
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る

た
め
、
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
診

断
、
環
境
衛
生
検
査
、
児
童
生
徒
等
に
対
す

る
指
導
そ
の
他
保
健
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
環
境
衛
生
基
準
）

第
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
に
お
け
る

換
気
、
採
光
、
照
明
、
保
温
、
清
潔
保
持
そ

の
他
環
境
衛
生
に
係
る
事
項
（
学
校
給
食
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
九

条
第
一
項
（
夜
間
課
程
を
置
く
高
等
学
校
に

お
け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
一
年
法
律
第
百
五
十
七
号
）
第
七
条
及
び

特
別
支
援
学
校
の
幼
稚
部
及
び
高
等
部
に
お

け
る
学
校
給
食
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事

項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
及

び
職
員
の
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て

「

学

校

環

境
衛

生

基

準
」

と

い

う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準

に
照
ら
し
て
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
適
切
な

環
境
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

校
長
は
、
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
照
ら

し
、
学
校
の
環
境
衛
生
に
関
し
適
正
を
欠
く

事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な

く
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対

し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
保
健
室
）

第
七
条

学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相

談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
そ
の
他
の
保
健

に
関
す
る
措
置
を
行
う
た
め
、
保
健
室
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

健
康
相
談
等

（
健
康
相
談
）

第
八
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の

心
身
の
健
康
に
関
し
、
健
康
相
談
を
行
う
も

の
と
す
る
。



68

- 2 -

（
保
健
指
導
）

第
九
条

養
護
教
諭
そ
の
他
の
職
員
は
、
相
互

に
連
携
し
て
、
健
康
相
談
又
は
児
童
生
徒
等

の
健
康
状
態
の
日
常
的
な
観
察
に
よ
り
、
児

童
生
徒
等
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
健
康

上
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
当
該
児
童
生
徒
等
に
対
し
て
必
要
な

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
そ

の
保
護
者
（
学
校
教
育
法
第
十
六
条
に
規
定

す
る
保
護
者
を
い
う
。
第
二
十
四
条
及
び
第

三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
必
要

な
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
）

第
十
条

学
校
に
お
い
て
は
、
救
急
処
置
、
健

康
相
談
又
は
保
健
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て

は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
学
校
の
所
在
す
る

地
域
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

健
康
診
断

（
就
学
時
の
健
康
診
断
）

第
十
一
条

市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
翌
学
年

の
初
め
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
学
校
に
就
学

さ
せ
る
べ
き
者
で
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
も
の
の
就
学
に
当
た
つ

て
、
そ
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
十
二
条

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
前
条

の
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
治
療
を
勧

告
し
、
保
健
上
必
要
な
助
言
を
行
い
、
及
び

学
校
教
育
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る

義
務
の
猶
予
若
し
く
は
免
除
又
は
特
別
支
援

学
校
へ
の
就
学
に
関
し
指
導
を
行
う
等
適
切

な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
）

第
十
三
条

学
校
に
お
い
て
は
、
毎
学
年
定
期

に
、
児
童
生
徒
等
（
通
信
に
よ
る
教
育
を
受

け
る
学
生
を
除
く
。
）
の
健
康
診
断
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
を

行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
四
条

学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
健
康

診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
疾
病
の
予
防
処
置

を
行
い
、
又
は
治
療
を
指
示
し
、
並
び
に
運

動
及
び
作
業
を
軽
減
す
る
等
適
切
な
措
置
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
健
康
診
断
）

第
十
五
条

学
校
の
設
置
者
は
、
毎
学
年
定
期

に
、
学
校
の
職
員
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
学
校
の
職
員
の
健
康
診
断
を

行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条

学
校
の
設
置
者
は
、
前
条
の
健
康

診
断
の
結
果
に
基
づ
き
、
治
療
を
指
示
し
、

及
び
勤
務
を
軽
減
す
る
等
適
切
な
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
方
法
及
び
技
術
的
基
準
等
）

第
十
七
条

健
康
診
断
の
方
法
及
び
技
術
的
基

準
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
。

２

第
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
健
康
診
断
の
時
期
及
び
検
査
の
項

目
そ
の
他
健
康
診
断
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
き
、
第
十

一
条
の
健
康
診
断
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
政
令
で
、
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
の
健

康
診
断
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
文
部
科

学
省
令
で
定
め
る
。

３

前
二
項
の
文
部
科
学
省
令
は
、
健
康
増
進

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
査
等
指
針
と
調

和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
保
健
所
と
の
連
絡
）

第
十
八
条

学
校
の
設
置
者
は
、
こ
の
法
律
の

規
定
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
お
う
と
す
る
場

合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て

は
、
保
健
所
と
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節

感
染
症
の
予
防

（
出
席
停
止
）

第
十
九
条

校
長
は
、
感
染
症
に
か
か
つ
て
お

り
、
か
か
つ
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
か

か
る
お
そ
れ
の
あ
る
児
童
生
徒
等
が
あ
る
と

き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
出

席
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
臨
時
休
業
）

第
二
十
条

学
校
の
設
置
者
は
、
感
染
症
の
予

防
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校

の
全
部
又
は
一
部
の
休
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
文
部
科
学
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
一
条

前
二
条
（
第
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
く
政
令
を
含
む
。
）
及
び
感
染
症
の
予

防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）

そ
の
他
感
染
症
の
予
防
に
関
し
て
規
定
す
る

法
律
（
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含

む
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
学
校
に
お

け
る
感
染
症
の
予
防
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

第
五
節

学
校
保
健
技
師
並
び
に
学

校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師

（
学
校
保
健
技
師
）

第
二
十
二
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
の
事

務
局
に
、
学
校
保
健
技
師
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
。

２

学
校
保
健
技
師
は
、
学
校
に
お
け
る
保
健

管
理
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
つ
い
て
学
識

経
験
が
あ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

学
校
保
健
技
師
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、

学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し
、
専
門
的

技
術
的
指
導
及
び
技
術
に
従
事
す
る
。

（
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤

師
）

第
二
十
三
条

学
校
に
は
、
学
校
医
を
置
く
も

の
と
す
る
。
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２

大
学
以
外
の
学
校
に
は
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師
を
置
く
も
の
と
す
る
。

３

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

は
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
、
歯
科
医
師
又
は
薬
剤

師
の
う
ち
か
ら
、
任
命
し
、
又
は
委
嘱
す

る
。

４

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

は
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
す
る
専

門
的
事
項
に
関
し
、
技
術
及
び
指
導
に
従
事

す
る
。

５

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師

の
職
務
執
行
の
準
則
は
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
。第

六
節

地
方
公
共
団
体
の
援
助
及

び
国
の
補
助

（
地
方
公
共
団
体
の
援
助
）

第
二
十
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
設
置

す
る
小
学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若

し
く
は
中
学
部
の
児
童
又
は
生
徒
が
、
感
染

性
又
は
学
習
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ

る
疾
病
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
か
か
り
、

学
校
に
お
い
て
治
療
の
指
示
を
受
け
た
と
き

は
、
当
該
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
で
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
対
し

て
、
そ
の
疾
病
の
治
療
の
た
め
の
医
療
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
も

の
と
す
る
。

一

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す

る
要
保
護
者

二

生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す

る
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て

い
る
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の

（
国
の
補
助
）

第
二
十
五
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
前
条

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

対
し
て
援
助
を
行
う
場
合
に
は
、
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
援
助
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
を
行
う
場

合
の
補
助
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
る
。第

三
章

学
校
安
全

（
学
校
安
全
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責

務
）

第
二
十
六
条

学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
そ
の
設
置

す
る
学
校
に
お
い
て
、
事
故
、
加
害
行
為
、

災
害
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
第

三
項
に
お
い
て
「
事
故
等
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
児
童
生
徒
等
に
生
ず
る
危
険
を
防
止

し
、
及
び
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危

険
又
は
危
害
が
現
に
生
じ
た
場
合
（
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生

時
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
学
校
の
施
設

及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充

実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
七
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校

の
施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検
、
児
童
生
徒

等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の

他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指

導
、
職
員
の
研
修
そ
の
他
学
校
に
お
け
る
安

全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
策
定

し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
環
境
の
安
全
の
確
保
）

第
二
十
八
条

校
長
は
、
当
該
学
校
の
施
設
又

は
設
備
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の

確
保
を
図
る
上
で
支
障
と
な
る
事
項
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改

善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又

は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の

旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等
）

第
二
十
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒

等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い

て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具

体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領

（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
対
処
要

領
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
も
の
と
す

る
。

２

校
長
は
、
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
職

員
に
対
す
る
周
知
、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の

危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
職
員
が
適
切
に
対

処
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

３

学
校
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
児
童

生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
児
童
生
徒
等
及
び
当
該
事
故
等
に
よ
り

心
理
的
外
傷
そ
の
他
の
心
身
の
健
康
に
対
す

る
影
響
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
そ
の
他
の
関

係
者
の
心
身
の
健
康
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う

も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
）

第
三
十
条

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等

の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒
等

の
保
護
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
当

該
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他

の
関
係
機
関
、
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
活
動
を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
団

体
、
当
該
地
域
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と

の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
学
校
の
設
置
者
の
事
務
の
委
任
）

第
三
十
一
条

学
校
の
設
置
者
は
、
他
の
法
律

に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の

法
律
に
基
づ
き
処
理
す
べ
き
事
務
を
校
長
に

委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
修
学
校
の
保
健
管
理
等
）

第
三
十
二
条

専
修
学
校
に
は
、
保
健
管
理
に

関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
し
、
技
術
及
び
指
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導
を
行
う
医
師
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

専
修
学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相

談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
等
を
行
う
た

め
、
保
健
室
を
設
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
か
ら

第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
一
条

ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規

定
は
、
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。

附

則

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
中
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
は
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
か

ら
、
そ
の
他
の
規
定
は
同
年
六
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附

則

（
昭
和
五
〇
年
七
月
一
一
日

法
律
第
五
九
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
昭
和
五
三
年
三
月
三
一
日

法
律
第
一
四
号
）

抄

１

こ
の
法
律
は
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定

中
学
校
保
健
法
第
八
条
第
二
項
を
削
る
改
正

規
定
、
同
条
第
三
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の

改
正
規
定
、
同
条
第
二
項
を
削
る
改
正
規

定
、
第
十
七
条
の
改
正
規
定
、
第
十
八
条
第

二
項
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
三
項

の
改
正
規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
昭
和
六
〇
年
七
月
一
二
日

法
律
第
九
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。附

則

（
平
成
一
〇
年
六
月
一
二
日

法
律
第
一
〇
一
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二
日

法
律
第
一
一
四
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
二

日
法
律
第
一
六
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
（
第
二
条
及
び
第
三
条
を

除
く
。
）
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら

施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
四
年
八
月
二
日
法
律

第
一
〇
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
九
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

第
九
条
及
び
附
則
第
八
条
か
ら
第
十
九
条
ま

で
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日

法
律
第
二
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
八
年
六
月
二
一
日

法
律
第
八
〇
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
六
月
二
七
日

法
律
第
九
六
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算

し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
六
月
一
八
日

法
律
第
七
三
号
）

抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
学
校
保
健
安
全
法
施
行
令

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
日

政

令

第

百

七

十

四

号

学
校
保
健
安
全
法
施
行
令

（
就
学
時
の
健
康
診
断
の
時
期
）

第
一
条

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年

法
律

第

五
十

六

号

。

以

下

「

法
」
と

い

う
。
）
第
十
一
条
の
健
康
診
断
（
以
下
「
就

学
時
の
健
康
診
断
」
と
い
う
。
）
は
、
学
校

教
育
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
三

百
四
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
学
齢
簿

が
作
成
さ
れ
た
後
翌
学
年
の
初
め
か
ら
四
月

前
（
同
令
第
五
条
、
第
七
条
、
第
十
一
条
、

第
十
四
条
、
第
十
五
条
及
び
第
十
八
条
の
二

に
規
定
す
る
就
学
に
関
す
る
手
続
の
実
施
に

支
障
が
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
月
前
）

ま
で
の
間
に
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
村
の

教
育
委
員
会
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

た
就
学
時
の
健
康
診
断
の
実
施
日
の
翌
日
以

後
に
当
該
市
町
村
の
教
育
委
員
会
が
作
成
し

た
学
齢
簿
に
新
た
に
就
学
予
定
者
（
学
校
教

育
法
施
行
令
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就

学
予
定
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
記
載
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
就
学
予
定
者
が
他
の
市
町
村
の
教
育
委

員
会
が
行
う
就
学
時
の
健
康
診
断
を
受
け
て

い
な
い
と
き
は
、
当
該
就
学
予
定
者
に
つ
い

て
、
速
や
か
に
就
学
時
の
健
康
診
断
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
項
目
）

第
二
条

就
学
時
の
健
康
診
断
に
お
け
る
検
査

の
項
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

栄
養
状
態

二

脊
柱
及
び
胸
郭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有

せ
き

無
三

視
力
及
び
聴
力

四

眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

五

耳
鼻
咽
頭
疾
患
及
び
皮
膚
疾
患
の
有
無

い
ん

六

歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

く
う

七

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

（
保
護
者
へ
の
通
知
）

第
三
条

市
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
就
学
時
の

健
康
診
断
を
行
う
に
当
た
つ
て
、
あ
ら
か
じ

め
、
そ
の
日
時
、
場
所
及
び
実
施
の
要
領
等

を
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
者
の
学
校
教
育

法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

十
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
（
以
下
「
保
護

者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
就
学
時
健
康
診
断
票
）

第
四
条

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
就
学
時

の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
り
、
就
学
時
健
康

診
断
票
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
翌
学
年
の
初

め
か
ら
十
五
日
前
ま
で
に
、
就
学
時
健
康
診

断
票
を
就
学
時
の
健
康
診
断
を
受
け
た
者
の

入
学
す
る
学
校
の
校
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
保
健
所
と
連
絡
す
べ
き
場
合
）

第
五
条

法
第
十
八
条
の
政
令
で
定
め
る
場
合

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
出
席
停
止

が
行
わ
れ
た
場
合

二

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休

業
を
行
つ
た
場
合

（
出
席
停
止
の
指
示
）

第
六
条

校
長
は
、
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ

り
出
席
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

そ
の
理
由
及
び
期
間
を
明
ら
か
に
し
て
、
幼

児
、
児
童
又
は
生
徒
（
高
等
学
校
（
中
等
教

育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の

高
等
部
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
生
徒
を

除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
そ
の
保
護
者
に
、
高

等
学
校
の
生
徒
又
は
学
生
に
あ
つ
て
は
当
該

生
徒
又
は
学
生
に
こ
れ
を
指
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

出
席
停
止
の
期
間
は
、
感
染
症
の
種
類
等

に
応
じ
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準

に
よ
る
。

（
出
席
停
止
の
報
告
）

第
七
条

校
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
示
を
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
学
校
の

設
置
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
感
染
性
又
は
学
習
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ

れ
の
あ
る
疾
病
）

第
八
条

法
第
二
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
疾

病
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

ト
ラ
コ
ー
マ
及
び
結
膜
炎

二

白
癬
、
疥
癬
及
び
膿
痂
疹

せ
ん

か
い
せ
ん

の

う

か

し

ん

三

中
耳
炎

四

慢
性
副
鼻
腔
炎
及
び
ア
デ
ノ
イ
ド

く
う

五

齲
歯

う

六

寄
生
虫
病
（
虫
卵
保
有
を
含
む
。
）

（
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
者
）

第
九
条

法
第
二
十
四
条
第
二
号
の
政
令
で
定

め
る
者
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
（
小
学

校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中

学
部
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
教
育
委
員
会
が
、
生
活
保
護
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
（
以
下
「
要
保

護
者
」
と
い
う
。
）
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
と
認
め
る
者
と
す
る
。

２

教
育
委
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
認
定

を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
社
会
福

祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）

に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
の
長
及
び

民
生
委
員
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九

十
八
号
）
に
定
め
る
民
生
委
員
に
対
し
て
、

助
言
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
補
助
の
基
準
）

第
十
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
国
の
補
助
は
、
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に

よ
る
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
援
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助
に
要
す
る
経
費
の
額
の
二
分
の
一
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
小
学
校
及

び
中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学

部
の
別
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
が
毎
年
度

定
め
る
児
童
及
び
生
徒
一
人
一
疾
病
当
た
り

の
医
療
費
の
平
均
額
に
、
都
道
府
県
に
係
る

場
合
に
あ
つ
て
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
文
部

科
学
大
臣
が
当
該
都
道
府
県
に
配
分
し
た
児

童
及
び
生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額
、
市
町
村
に
係
る
場
合
に
あ

つ
て
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
が
当
該
市
町
村
に
配
分
し
た
児

童
及
び
生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
そ
れ
ぞ
れ

乗
じ
て
得
た
額
の
二
分
の
一
を
限
度
と
す

る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
毎
年
度
、
別
表
イ
に

掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
小
学
校
及
び

中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部

の
児
童
及
び
生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
各
都

道
府
県
に
配
分
し
、
そ
の
配
分
し
た
数
を
各

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
度
、

文
部
科
学
大
臣
が
、
別
表
ロ
に
掲
げ
る
算
式

に
よ
り
算
定
し
た
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び

に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
児
童
及
び

生
徒
の
被
患
者
の
延
数
を
基
準
と
し
て
各
都

道
府
県
ご
と
に
定
め
た
児
童
及
び
生
徒
の
被

患
者
の
延
数
を
、
各
市
町
村
立
の
小
学
校
及

び
中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学

部
の
児
童
及
び
生
徒
の
う
ち
教
育
扶
助
を
受

け
て
い
る
者
の
数
を
勘
案
し
て
、
各
市
町
村

に
配
分
し
、
そ
の
配
分
し
た
数
を
文
部
科
学

大
臣
及
び
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治

法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法

定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
専
修
学
校
へ
の
準
用
）

第
十
一
条

第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定

は
、
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
法
第

十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定
を
専
修
学
校

に
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
二
号
中
「
法

第
二
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
二
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
条
」

と
、
第
六
条
第
一
項
中
「
幼
児
、
児
童
又
は

生
徒
（
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期

課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
の
生
徒
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
そ
の
保
護
者
に
、
高
等
学
校
の
生

徒
又
は
学
生
に
あ
つ
て
は
当
該
生
徒
又
は
学

生
」
と
あ
る
の
は
、
「
生
徒
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

別
表
（
略
）
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○
学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則

昭
和
三
十
三
年
六
月
十
三
日

文

部

省

令

第

十

八

号

学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則

目
次第

一
章

環
境
衛
生
検
査
等
（
第
一
条
・
第

二
条
）

第
二
章

健
康
診
断

第
一
節

就
学
時
の
健
康
診
断
（
第
三
条

・
第
四
条
）

第
二
節

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
（
第

五
条
―
第
十
一
条
）

第
三
節

職
員
の
健
康
診
断
（
第
十
二
条

―
第
十
七
条
）

第
三
章

感
染
症
の
予
防
（
第
十
八
条
―
第

二
十
一
条
）

第
四
章

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
職
務
執
行
の
準
則
（
第

二
十
二
条
―
第
二
十
四
条
）

第
五
章

国
の
補
助
（
第
二
十
五
条
―
第
二

十
七
条
）

第
六
章

安
全
点
検
等
（
第
二
十
八
条
・
第

二
十
九
条
）

第
七
章

雑
則
（
第
三
十
条
）

附
則

第
一
章

環
境
衛
生
検
査
等

（
環
境
衛
生
検
査
）

第
一
条

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年

法
律

第

五
十

六
号
。
以
下

「
法
」
と

い

う
。
）
第
五
条
の
環
境
衛
生
検
査
は
、
他
の

法
令
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
毎
学
年
定
期

に
、
法
第
六
条
に
規
定
す
る
学
校
環
境
衛
生

基
準
に
基
づ
き
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
環
境
衛
生
検
査
を
行
う
も
の

と
す
る
。

（
日
常
に
お
け
る
環
境
衛
生
）

第
二
条

学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
環
境
衛

生
検
査
の
ほ
か
、
日
常
的
な
点
検
を
行
い
、

環
境
衛
生
の
維
持
又
は
改
善
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

健
康
診
断

第
一
節

就
学
時
の
健
康
診
断

（
方
法
及
び
技
術
的
基
準
）

第
三
条

法
第
十
一
条
の
健
康
診
断
の
方
法
及

び
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
検

査
の
項
目
に
つ
き
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

お
り
と
す
る
。

一

栄
養
状
態
は
、
皮
膚
の
色
沢
、
皮
下
脂

肪
の
充
実
、
筋
骨
の
発
達
、
貧
血
の
有
無

等
に
つ
い
て
検
査
し
、
栄
養
不
良
又
は
肥

満
傾
向
で
特
に
注
意
を
要
す
る
者
の
発
見

に
つ
と
め
る
。

二

脊
柱
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
は
、
形

せ
き

態
等
に
つ
い
て
検
査
し
、
側
わ
ん
症
等
に

注
意
す
る
。

三

胸
郭
の
異
常
の
有
無
は
、
形
態
及
び
発

育
に
つ
い
て
検
査
す
る
。

四

視
力
は
、
国
際
標
準
に
準
拠
し
た
視
力

表
を
用
い
て
左
右
各
別
に
裸
眼
視
力
を
検

査
し
、
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
る
場
合

の

矯

正
視
力
に
つ
い
て
も
検
査
す
る
。

き
よ
う

五

聴
力
は
、
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
を
用
い
て

検
査
し
、
左
右
各
別
に
聴
力
障
害
の
有
無

を
明
ら
か
に
す
る
。

六

眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
は
、
伝
染

性
眼
疾
患
そ
の
他
の
外
眼
部
疾
患
及
び
眼

位
の
異
常
等
に
注
意
す
る
。

七

耳
鼻
咽
頭
疾
患
の
有
無
は
、
耳
疾
患
、

い
ん

鼻
・
副
鼻
腔
疾
患
、
口
腔
咽
喉
頭
疾
患
及

く
う

こ
う
く
う
い
ん
こ
う

び
音
声
言
語
異
常
等
に
注
意
す
る
。

八

皮
膚
疾
患
の
有
無
は
、
伝
染
性
皮
膚
疾

患
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
等
に
よ
る
皮
膚
の

状
態
に
注
意
す
る
。

九

歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

く
う

は
、
齲
歯
、
歯
周
疾
患
、
不
正
咬
合
そ
の

う

こ
う

他
の
疾
病
及
び
異
常
に
つ
い
て
検
査
す

る
。

十

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無
は
、

知
能
及
び
呼
吸
器
、
循
環
器
、
消
化
器
、

神
経
系
等
に
つ
い
て
検
査
す
る
も
の
と

し
、
知
能
に
つ
い
て
は
適
切
な
検
査
に
よ

つ
て
知
的
障
害
の
発
見
に
つ
と
め
、
呼
吸

器
、
循
環
器
、
消
化
器
、
神
経
系
等
に
つ

い
て
は
臨
床
医
学
的
検
査
そ
の
他
の
検
査

に
よ
つ
て
結
核
疾
患
、
心
臓
疾
患
、
腎
臓

じ
ん

疾
患
、
ヘ
ル
ニ
ア
、
言
語
障
害
、
精
神
神

経
症
そ
の
他
の
精
神
障
害
、
骨
、
関
節
の

異
常
及
び
四
肢
運
動
障
害
等
の
発
見
に
つ

と
め
る
。

（
就
学
時
健
康
診
断
票
）

第
四
条

学
校
保
健
安
全
法
施
行
令

（
昭
和
三

十
三
年
政
令
第
百
七
十
四
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
就

学
時
健
康
診
断
票
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式

と
す
る
。第

二
節

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断

（
時
期
）

第
五
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
診
断

は
、
毎
学
年
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
行
う
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
つ
て
当
該
期
日
に
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
つ
た
者
に
対

し
て
は
、
そ
の
事
由
の
な
く
な
つ
た
後
す
み

や
か
に
健
康
診
断
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

第
一
項
の
健
康
診
断
に
お
け
る
結
核
の
有

無
の
検
査
に
お
い
て
結
核
発
病
の
お
そ
れ
が

あ
る
と
診
断
さ
れ
た
者
（
第
六
条
第
三
項
第

四
号
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

は
、
お
お
む
ね
六
か
月
の
後
に
再
度
結
核
の

有
無
の
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
項
目
）

第
六
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
診
断
に

お
け
る
検
査
の
項
目
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

身
長
、
体
重
及
び
座
高

二

栄
養
状
態

三

脊
柱
及
び
胸
郭
の
疾
病
及
び
異
常
の
有

せ
き

無
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四

視
力
及
び
聴
力

五

眼
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

六

耳
鼻
咽
頭
疾
患
及
び
皮
膚
疾
患
の
有
無

い
ん

七

歯
及
び
口
腔
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

く
う

八

結
核
の
有
無

九

心
臓
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

十

尿

十
一

寄
生
虫
卵
の
有
無

十
二

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
胸
囲

及
び
肺
活
量
、
背
筋
力
、
握
力
等
の
機
能

を
、
検
査
の
項
目
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
の
検
査

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
年
に
お
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。

一

小
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
を

含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
七
条
第
六
項
及

び
第
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
学

年
二

中
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

及
び
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
第
六
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
全
学
年

三

高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課

程
及
び
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
七
条
第
六
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
高
等
専
門
学
校
の

第
一
学
年

四

大
学
の
第
一
学
年

４

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
検
査
の
項
目
の
う

ち
、
小
学
校
の
第
四
学
年
及
び
第
六
学
年
、

中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
第
二
学
年
並
び
に

高
等
専
門
学
校
の
第
二
学
年
及
び
第
四
学
年

に
お
い
て
は
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち

聴
力
を
、
小
学
校
の
第
四
学
年
以
上
の
学
年

並
び
に
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
高
等
専
門

学
校
の
全
学
年
に
お
い
て
は
第
十
一
号
に
掲

げ
る
も
の
を
、
大
学
に
お
い
て
は
第
一
号
、

第
三
号
、
第
四
号
、
第
七
号
、
第
十
号
及
び

第
十
一
号
に
掲
げ
る
も
の
（
第
一
号
に
あ
つ

て
は
、
座
高
に
限
る
。
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検

査
の
項
目
か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
方
法
及
び
技
術
的
基
準
）

第
七
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
健
康
診
断
の

方
法
及
び
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
次
項

か
ら
第
九
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第
三
条
の
規
定
（
同
条
第
十
号
中
知
能
に
関

す
る
部
分
を
除
く
。
）
を
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
号
中
「
検
査
す

る
。
」
と
あ
る
の
は
「
検
査
す
る
。
た
だ

し
、
眼
鏡
を
使
用
し
て
い
る
者
の
裸
眼
視
力

の
検
査
は
こ
れ
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
一
項
第
一
号
の
身
長
は
、
た
び
、

靴
下
等
を
脱
ぎ
、
両
か
か
と
を
密
接
し
、

く
つ背

、
臀
部
及
び
か
か
と
を
身
長
計
の
尺
柱
に

で
ん

接
し
て
直
立
し
、
両
上
肢
を
体
側
に
垂
れ
、

し

頭
部
を
正
位
に
保
た
せ
て
測
定
す
る
。

３

前
条
第
一
項
第
一
号
の
体
重
は
、
衣
服
を

脱
ぎ
、
体
重
計
の
は
か
り
台
の
中
央
に
静
止

さ
せ
て
測
定
す
る
。
た
だ
し
、
衣
服
を
着
た

ま
ま
測
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
衣
服
の
重
量

を
控
除
す
る
。

４

前
条
第
一
項
第
一
号
の
座
高
は
、
背
及
び

臀
部
を
座
高
計
の
尺
柱
に
接
し
て
腰
掛
に
正

で
ん座

し
、
両
上
肢
を
体
側
に
垂
れ
、
頭
部
を
正

し

位
に
保
た
せ
て
測
定
す
る
。

５

前
条
第
一
項
第
八
号
の
結
核
の
有
無
は
、

問
診
、
エ
ツ
ク
ス
線
検
査
、
喀
痰
検
査
、
聴

か
く

診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
に
よ
つ
て
検

査
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
技
術
的
基
準
は
、

次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

前
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該

当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
問
診
を
行
う
も

の
と
す
る
。

二

前
条
第
三
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該

当
す
る
者
（
結
核
患
者
及
び
結
核
発
病
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
者
を

除
く
。
）
に
対
し
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
間

接
撮
影
を
行
う
も
の
と
す
る
。

三

第
一
号
の
問
診
を
踏
ま
え
て
学
校
医
そ

の
他
の
担
当
の
医
師
に
お
い
て
必
要
と
認

め
る
者
で
あ
つ
て
、
結
核
に
関
し
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
等
の
意
見
に
よ
り
、
当

該
者
の
在
学
す
る
学
校
の
設
置
者
に
お
い

て
必
要
と
認
め
る
も
の
に
対
し
て
は
、
エ

ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影
、
喀
痰
検
査
そ
の
他

か
く

の
必
要
な
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四

第
二
号
の
エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ

つ
て
病
変
の
発
見
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
疑

い
の
あ
る
者
、
結
核
患
者
並
び
に
結
核
発

病
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る

者
に
対
し
て
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影

及
び
喀
痰
検
査
を
行
い
、
更
に
必
要
に
応

か
く

じ
聴
診
、
打
診
そ
の
他
必
要
な
検
査
を
行

う
。

６

前
条
第
一
項
第
九
号
の
心
臓
の
疾
病
及
び

異
常
の
有
無
は
、
心
電
図
検
査
そ
の
他
の
臨

床
医
学
的
検
査
に
よ
つ
て
検
査
す
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
（
特
別
支
援
学
校

の
幼
稚
部
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
全
幼
児
、
小
学
校
の
第
二
学
年

以
上
の
児
童
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
第

二
学
年
以
上
の
生
徒
、
高
等
専
門
学
校
の
第

二
学
年
以
上
の
学
生
並
び
に
大
学
の
全
学
生

に
つ
い
て
は
、
心
電
図
検
査
を
除
く
こ
と
が

で
き
る
。

７

前
条
第
一
項
第
十
号
の
尿
は
、
尿
中
の
蛋た

ん

白
、
糖
等
に
つ
い
て
試
験
紙
法
に
よ
り
検
査

す
る
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
糖

の
検
査
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。

８

前
条
第
一
項
第
十
一
号
の
寄
生
虫
卵
の
有

無
は
、
直
接
塗
沫
法
に
よ
つ
て
検
査
す
る
も

の
と
し
、
特
に
十
二
指
腸
虫
卵
又
は

蟯

虫
卵

ぎ
よ
う

の
有
無
の
検
査
を
行
う
場
合
は
、
十
二
指
腸

虫
卵
に
あ
つ
て
は
集
卵
法
に
よ
り
、

蟯

虫
卵

ぎ
よ
う

に
あ
つ
て
は
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
法
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

９

身
体
計
測
、
視
力
及
び
聴
力
の
検
査
、
問
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診
、
エ
ツ
ク
ス
線
検
査
、
尿
の
検
査
、
寄
生

虫
卵
の
有
無
の
検
査
そ
の
他
の
予
診
的
事
項

に
属
す
る
検
査
は
、
学
校
医
又
は
学
校
歯
科

医
に
よ
る
診
断
の
前
に
実
施
す
る
も
の
と

し
、
学
校
医
又
は
学
校
歯
科
医
は
、
そ
れ
ら

の
検
査
の
結
果
及
び
第
十
一
条
の
保
健
調
査

を
活
用
し
て
診
断
に
当
た
る
も
の
と
す
る
。

（
健
康
診
断
票
）

第
八
条

学
校
に
お
い
て
は
、
法
第
十
三
条
第

一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
児
童

生
徒
等
の
健
康
診
断
票
を
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

校
長
は
、
児
童
又
は
生
徒
が
進
学
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当
該
児

童
又
は
生
徒
の
健
康
診
断
票
を
進
学
先
の
校

長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

校
長
は
、
児
童
生
徒
等
が
転
学
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当
該
児
童

生
徒
等
の
健
康
診
断
票
を
転
学
先
の
校
長
に

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
票
は
、
五
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
送
付
を
受
け
た
児
童
又

は
生
徒
の
健
康
診
断
票
は
、
当
該
健
康
診
断

票
に
係
る
児
童
又
は
生
徒
が
進
学
前
の
学
校

を
卒
業
し
た
日
か
ら
五
年
間
と
す
る
。

（
事
後
措
置
）

第
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
法
第
十
三
条
第

一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
二
十

一
日
以
内
に
そ
の
結
果
を
幼
児
、
児
童
又
は

生
徒
に
あ
つ
て
は
当
該
幼
児
、
児
童
又
は
生

徒
及
び
そ
の
保
護
者
（
学
校
教
育
法

（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
六
条
に

規
定
す
る
保
護
者
を
い
う
。
）
に
、
学
生
に

あ
つ
て
は
当
該
学
生
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
次
の
各
号
に
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
法

第
十
四
条
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

疾
病
の
予
防
処
置
を
行
う
こ
と
。

二

必
要
な
医
療
を
受
け
る
よ
う
指
示
す
る

こ
と
。

三

必
要
な
検
査
、
予
防
接
種
等
を
受
け
る

よ
う
指
示
す
る
こ
と
。

四

療
養
の
た
め
必
要
な
期
間
学
校
に
お
い

て
学
習
し
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

五

特
別
支
援
学
級
へ
の
編
入
に
つ
い
て
指

導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

六

学
習
又
は
運
動
・
作
業
の
軽
減
、
停

止
、
変
更
等
を
行
う
こ
と
。

七

修
学
旅
行
、
対
外
運
動
競
技
等
へ
の
参

加
を
制
限
す
る
こ
と
。

八

机
又
は
腰
掛
の
調
整
、
座
席
の
変
更
及

び
学
級
の
編
制
の
適
正
を
図
る
こ
と
。

九

そ
の
他
発
育
、
健
康
状
態
等
に
応
じ
て

適
当
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
結
核
の
有
無
の

検
査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
に
つ
い
て
は
、

当
該
健
康
診
断
に
当
た
つ
た
学
校
医
そ
の
他

の
医
師
が
別
表
第
一
に
定
め
る
生
活
規
正
の

面
及
び
医
療
の
面
の
区
分
を
組
み
合
わ
せ
て

決
定
す
る
指
導
区
分
に
基
づ
い
て
、
と
る
も

の
と
す
る
。

（
臨
時
の
健
康
診
断
）

第
十
条

法
第
十
三
条
第
二
項
の
健
康
診
断

は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
場
合
で
必
要
が
あ

る
と
き
に
、
必
要
な
検
査
の
項
目
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

一

感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
し
た
と

き
。

二

風
水
害
等
に
よ
り
感
染
症
の
発
生
の
お

そ
れ
の
あ
る
と
き
。

三

夏
季
に
お
け
る
休
業
日
の
直
前
又
は
直

後
四

結
核
、
寄
生
虫
病
そ
の
他
の
疾
病
の
有

無
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
必
要
の
あ
る
と

き
。

五

卒
業
の
と
き
。

（
保
健
調
査
）

第
十
一
条

法
第
十
三
条
の
健
康
診
断
を
的
確

か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
当
該
健
康
診

断
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
小
学
校
に
お
い

て
は
入
学
時
及
び
必
要
と
認
め
る
と
き
、
小

学
校
以
外
の
学
校
に
お
い
て
は
必
要
と
認
め

る
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
児
童
生
徒
等
の
発

育
、
健
康
状
態
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
も

の
と
す
る
。

第
三
節

職
員
の
健
康
診
断

（
時
期
）

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

項
中
「
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の

は
、
「
学
校
の
設
置
者
が
定
め
る
適
切
な
時

期
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
の
項
目
）

第
十
三
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

に
お
け
る
検
査
の
項
目
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

身
長
、
体
重
及
び
腹
囲

二

視
力
及
び
聴
力

三

結
核
の
有
無

四

血
圧

五

尿

六

胃
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

七

貧
血
検
査

八

肝
機
能
検
査

九

血
中
脂
質
検
査

十

血
糖
検
査

十
一

心
電
図
検
査

十
二

そ
の
他
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

２

妊
娠
中
の
女
性
職
員
に
お
い
て
は
、
前
項

第
六
号
に
掲
げ
る
検
査
の
項
目
を
除
く
も
の

と
す
る
。

３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
検
査
の
項
目
の
う

ち
、
二
十
歳
以
上
の
職
員
に
お
い
て
は
第
一

号
の
身
長
を
、
三
十
五
歳
未
満
の
職
員
及
び

三
十
六
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
職
員
、
妊
娠

中
の
女
性
職
員
そ
の
他
の
職
員
で
あ
つ
て
腹

囲
が
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
反
映
し
て
い
な
い

と
診
断
さ
れ
た
も
の
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
次
の
算
式



76

- 4 -

に

よ

り

算

出

し
た

値
を

い

う

。

以

下

同

じ
。
）
が
二
十
未
満
で
あ
る
職
員
並
び
に
自

ら
腹
囲
を
測
定
し
、
そ
の
値
を
申
告
し
た
職

員
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
二
十
二
未
満
で
あ
る
職
員
に

限
る
。
）
に
お
い
て
は
第
一
号
の
腹
囲
を
、

四
十
歳
未
満
の
職
員
に
お
い
て
は
第
六
号
に

掲
げ
る
も
の
を
、
三
十
五
歳
未
満
の
職
員
及

び
三
十
六
歳
以
上
四
十
歳
未
満
の
職
員
に
お

い
て
は
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
に
掲
げ
る
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査
の
項
目
か
ら
除
く
こ

と
が
で
き
る
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
ｋ
ｇ
）
／
身
長
（
ｍ
）
２

（
方
法
及
び
技
術
的
基
準
）

第
十
四
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

の
方
法
及
び
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
次

項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
第
三
条
（
同
条
第
十
号
中
知
能
に
関
す

る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

前
条
第
一
項
第
二
号
の
聴
力
は
、
千
ヘ
ル

ツ
及
び
四
千
ヘ
ル
ツ
の
音
に
係
る
検
査
を
行

う
。
た
だ
し
、
四
十
五
歳
未
満
の
職
員
（
三

十
五
歳
及
び
四
十
歳
の
職
員
を
除
く
。
）
に

お
い
て
は
、
医
師
が
適
当
と
認
め
る
方
法
に

よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
条
第
一
項
第
三
号
の
結
核
の
有
無
は
、

エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ
り
検
査
す
る
も

の
と
し
、
エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ
つ
て

病
変
の
発
見
さ
れ
た
者
及
び
そ
の
疑
い
の
あ

る
者
、
結
核
患
者
並
び
に
結
核
発
病
の
お
そ

れ
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て

は
、
エ
ツ
ク
ス
線
直
接
撮
影
及
び
喀
痰
検
査

か
く
た
ん

を
行
い
、
更
に
必
要
に
応
じ
聴
診
、
打
診
そ

の
他
必
要
な
検
査
を
行
う
。

４

前
条
第
一
項
第
四
号
の
血
圧
は
、
水
銀
血

圧
計
を
用
い
、
聴
診
法
で
測
定
す
る
も
の
と

す
る
。

５

前
条
第
一
項
第
五
号
の
尿
は
、
尿
中
の
蛋た

ん

白
及
び
糖
に
つ
い
て
試
験
紙
法
に
よ
り
検
査

す
る
。

６

前
条
第
一
項
第
六
号
の
胃
の
疾
病
及
び
異

常
の
有
無
は
、
エ
ツ
ク
ス
線
間
接
撮
影
に
よ

り
検
査
す
る
も
の
と
し
、
癌
そ
の
他
の
疾
病

が
ん

及
び
異
常
の
発
見
に
努
め
る
。

７

前
条
第
一
項
第
七
号
の
貧
血
検
査
は
、
血

色
素
量
及
び
赤
血
球
数
の
検
査
を
行
う
。

８

前
条
第
一
項
第
八
号
の
肝
機
能
検
査
は
、

血
清
グ
ル
タ
ミ
ッ
ク
オ
キ
サ
ロ
ア
セ
チ
ッ
ク

ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー
ゼ
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）
、
血
清

グ
ル
タ
ミ
ッ
ク
ピ
ル
ビ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ

ナ
ー
ゼ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
及
び
ガ
ン
マ
―
グ
ル
タ

ミ
ル
ト
ラ
ン
ス
ペ
プ
チ
ダ
ー
ゼ
（
γ
―
Ｇ
Ｔ

Ｐ
）
の
検
査
を
行
う
。

９

前
条
第
一
項
第
九
号
の
血
中
脂
質
検
査

は
、
低
比
重
リ
ポ
蛋
白
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

た
ん

（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
、
高
比
重
リ

ポ
蛋
白
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

た
ん

テ
ロ
ー
ル
）
及
び
血
清
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド

の
量
の
検
査
を
行
う
。

（
健
康
診
断
票
）

第
十
五
条

学
校
の
設
置
者
は
、
法
第
十
五
条

第
一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
は
、
第

二
号
様
式
に
よ
つ
て
、
職
員
健
康
診
断
票
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
当
該
学
校
の
職
員
が

そ
の
管
理
す
る
学
校
か
ら
他
の
学
校
へ
移
つ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
成
に
係
る
当

該
職
員
の
健
康
診
断
票
を
異
動
後
の
学
校
の

設
置
者
へ
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

職
員
健
康
診
断
票
は
、
五
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
後
措
置
）

第
十
六
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康
診
断

に
当
た
つ
た
医
師
は
、
健
康
に
異
常
が
あ
る

と
認
め
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果

を
総
合
し
、
か
つ
、
そ
の
職
員
の
職
務
内
容

及
び
勤
務
の
強
度
を
考
慮
し
て
、
別
表
第
二

に
定
め
る
生
活
規
正
の
面
及
び
医
療
の
面
の

区
分
を
組
み
合
わ
せ
て
指
導
区
分
を
決
定
す

る
も
の
と
す
る
。

２

学
校
の
設
置
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

医
師
が
行
つ
た
指
導
区
分
に
基
づ
き
、
次
の

基
準
に
よ
り
、
法
第
十
六
条
の
措
置
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
Ａ
」

休
暇
又
は
休
職
等
の
方
法
で
療
養

の
た
め
必
要
な
期
間
勤
務
さ
せ
な
い
こ

と
。

「
Ｂ
」

勤
務
場
所
又
は
職
務
の
変
更
、
休

暇
に
よ
る
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
方
法

で
勤
務
を
軽
減
し
、
か
つ
、
深
夜
勤

務
、
超
過
勤
務
、
休
日
勤
務
及
び
宿
日

直
勤
務
を
さ
せ
な
い
こ
と
。

「
Ｃ
」

超
過
勤
務
、
休
日
勤
務
及
び
宿
日

直
勤
務
を
さ
せ
な
い
か
又
は
こ
れ
ら
の

勤
務
を
制
限
す
る
こ
と
。

「
Ｄ
」

勤
務
に
制
限
を
加
え
な
い
こ
と
。

「
１
」

必
要
な
医
療
を
受
け
る
よ
う
指
示

す
る
こ
と
。

「
２
」

必
要
な
検
査
、
予
防
接
種
等
を
受

け
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
。

「
３
」

医
療
又
は
検
査
等
の
措
置
を
必
要

と
し
な
い
こ
と
。

（
臨
時
の
健
康
診
断
）

第
十
七
条

法
第
十
五
条
第
二
項
の
健
康
診
断

に
つ
い
て
は
、
第
十
条
の
規
定
を
準
用
す

る
。

第
三
章

感
染
症
の
予
防

（
感
染
症
の
種
類
）

第
十
八
条

学
校
に
お
い
て
予
防
す
べ
き
感
染

症
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
種

エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
ク
リ
ミ
ア

・
コ
ン
ゴ
出
血
熱
、
痘
そ

う
、
南
米
出
血
熱
、
ペ
ス

ト
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
、
ラ

ッ
サ
熱
、
急
性
灰
白
髄
炎
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
重
症
急
性
呼

吸
器
症
候
群
（
病
原
体
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
も

の
に
限
る
。
）
及
び
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
病
原
体
が
イ
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ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ

属
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
ウ
イ

ル
ス
で
あ
つ
て
そ
の
血
清
亜

型
が
Ｈ
五
Ｎ
一
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
次
号
及
び
第
十
九

条
第
一
項
第
二
号
イ
に
お
い

て
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（

Ｈ

五

Ｎ

一

）

」

と

い

う
。
）

二

第
二
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）

を
除
く
。
）
、
百
日
咳
、
麻

せ
き

し
ん
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、

せ
ん

風
し
ん
、
水
痘
、
咽
頭
結
膜

い
ん

熱
及
び
結
核

三

第
三
種

コ
レ
ラ
、
細
菌
性
赤
痢
、
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
、

腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、

流
行
性
角
結
膜
炎
、
急
性
出

血
性
結
膜
炎
そ
の
他
の
感
染

症

２

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
七
項
か
ら
第
九
項

ま
で
に
規
定
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

感
染
症
、
指
定
感
染
症
及
び
新
感
染
症
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
種
の
感

染
症
と
み
な
す
。

（
出
席
停
止
の
期
間
の
基
準
）

第
十
九
条

令
第
六
条
第
二
項
の
出
席
停
止
の

期
間
の
基
準
は
、
前
条
の
感
染
症
の
種
類
に

従
い
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
種
の
感
染
症
に
か
か
つ
た
者
に
つ

い
て
は
、
治
癒
す
る
ま
で
。

二

第
二
種
の
感
染
症
（
結
核
を
除
く
。
）

に
か
か
つ
た
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
期

間
。
た
だ
し
、
病
状
に
よ
り
学
校
医
そ
の

他
の
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ
が
な

い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

イ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ｈ
五
Ｎ
一
）
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
を
除
く
。
）
に
あ

つ
て
は
、
解
熱
し
た
後
二
日
を
経
過
す

る
ま
で
。

ロ

百
日
咳
に
あ
つ
て
は
、
特
有
の
咳
が

せ
き

せ
き

消
失
す
る
ま
で
。

ハ

麻
し
ん
に
あ
つ
て
は
、
解
熱
し
た
後

三
日
を
経
過
す
る
ま
で
。

ニ

流
行
性
耳
下
腺
炎
に
あ
つ
て
は
、
耳

せ
ん

下
腺
の
腫
脹
が
消
失
す
る
ま
で
。

せ
ん

し
ゆ

ホ

風
し
ん
に
あ
つ
て
は
、
発
し
ん
が
消

失
す
る
ま
で
。

ヘ

水
痘
に
あ
つ
て
は
、
す
べ
て
の
発
し

ん
が
痂
皮
化
す
る
ま
で
。

か

ト

咽
頭
結
膜
熱
に
あ
つ
て
は
、
主
要
症

い
ん

状
が
消
退
し
た
後
二
日
を
経
過
す
る
ま

で
。

三

結
核
及
び
第
三
種
の
感
染
症
に
か
か
つ

た
者
に
つ
い
て
は
、
病
状
に
よ
り
学
校
医

そ
の
他
の
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ

が
な
い
と
認
め
る
ま
で
。

四

第
一
種
若
し
く
は
第
二
種
の
感
染
症
患

者
の
あ
る
家
に
居
住
す
る
者
又
は
こ
れ
ら

の
感
染
症
に
か
か
つ
て
お
る
疑
い
が
あ
る

者
に
つ
い
て
は
、
予
防
処
置
の
施
行
の
状

況
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
学
校
医
そ
の
他

の
医
師
に
お
い
て
感
染
の
お
そ
れ
が
な
い

と
認
め
る
ま
で
。

五

第
一
種
又
は
第
二
種
の
感
染
症
が
発
生

し
た
地
域
か
ら
通
学
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
そ
の
発
生
状
況
に
よ
り
必
要
と
認
め

た
と
き
、
学
校
医
の
意
見
を
聞
い
て
適
当

と
認
め
る
期
間
。

六

第
一
種
又
は
第
二
種
の
感
染
症
の
流
行

地
を
旅
行
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状

況
に
よ
り
必
要
と
認
め
た
と
き
、
学
校
医

の
意
見
を
聞
い
て
適
当
と
認
め
る
期
間
。

（
出
席
停
止
の
報
告
事
項
）

第
二
十
条

令
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告

は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て

す
る
も
の
と
す
る
。

一

学
校
の
名
称

二

出
席
を
停
止
さ
せ
た
理
由
及
び
期
間

三

出
席
停
止
を
指
示
し
た
年
月
日

四

出
席
を
停
止
さ
せ
た
児
童
生
徒
等
の
学

年
別
人
員
数

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

（
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
細
目
）

第
二
十
一
条

校
長
は
、
学
校
内
に
お
い
て
、

感
染
症
に
か
か
つ
て
お
り
、
又
は
か
か
つ
て

い
る
疑
い
が
あ
る
児
童
生
徒
等
を
発
見
し
た

場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

学
校
医
に
診
断
さ
せ
、
法
第
十
九
条
の
規
定

に
よ
る
出
席
停
止
の
指
示
を
す
る
ほ
か
、
消

毒
そ
の
他
適
当
な
処
置
を
す
る
も
の
と
す

る
。

２

校
長
は
、
学
校
内
に
、
感
染
症
の
病
毒
に

汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
疑
い
が
あ
る
物
件

が
あ
る
と
き
は
、
消
毒
そ
の
他
適
当
な
処
置

を
す
る
も
の
と
す
る
。

３

学
校
に
お
い
て
は
、
そ
の
附
近
に
お
い

て
、
第
一
種
又
は
第
二
種
の
感
染
症
が
発
生

し
た
と
き
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り
適
当
な
清

潔
方
法
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
章

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
職
務
執
行
の

準
則

（
学
校
医
の
職
務
執
行
の
準
則
）

第
二
十
二
条

学
校
医
の
職
務
執
行
の
準
則

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

学
校
保
健
計
画
及
び
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
す
る
こ
と
。

二

学
校
の
環
境
衛
生
の
維
持
及
び
改
善
に

関
し
、
学
校
薬
剤
師
と
協
力
し
て
、
必
要

な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。

三

法
第
八
条
の
健
康
相
談
に
従
事
す
る
こ

と
。

四

法
第
九
条
の
保
健
指
導
に
従
事
す
る
こ

と
。
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五

法
第
十
三
条
の
健
康
診
断
に
従
事
す
る

こ
と
。

六

法
第
十
四
条
の
疾
病
の
予
防
処
置
に
従

事
す
る
こ
と
。

七

法
第
二
章
第
四
節
の
感
染
症
の
予
防
に

関
し
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
い
、
並

び
に
学
校
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒

の
予
防
処
置
に
従
事
す
る
こ
と
。

八

校
長
の
求
め
に
よ
り
、
救
急
処
置
に
従

事
す
る
こ
と
。

九

市
町
村
の
教
育
委
員
会
又
は
学
校
の
設

置
者
の
求
め
に
よ
り
、
法
第
十
一
条
の
健

康
診
断
又
は
法
第
十
五
条
第
一
項
の
健
康

診
断
に
従
事
す
る
こ
と
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関

す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
指
導
に
従
事

す
る
こ
と
。

２

学
校
医
は
、
前
項
の
職
務
に
従
事
し
た
と

き
は
、
そ
の
状
況
の
概
要
を
学
校
医
執
務
記

録
簿
に
記
入
し
て
校
長
に
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

（
学
校
歯
科
医
の
職
務
執
行
の
準
則
）

第
二
十
三
条

学
校
歯
科
医
の
職
務
執
行
の
準

則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

学
校
保
健
計
画
及
び
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
す
る
こ
と
。

二

法
第
八
条
の
健
康
相
談
に
従
事
す

る
こ
と
。

三

法
第
九
条
の
保
健
指
導
に
従
事
す

る
こ
と
。

四

法
第
十
三
条
の
健
康
診
断
の
う
ち
歯
の

検
査
に
従
事
す
る
こ
と
。

五

法
第
十
四
条
の
疾
病
の
予
防
処
置
の
う

ち
齲
歯
そ
の
他
の
歯
疾
の
予
防
処
置

う

に
従
事
す
る
こ
と
。

六

市
町
村
の
教
育
委
員
会
の
求
め
に
よ

り
、
法
第
十
一
条
の
健
康
診
断
の
う
ち
歯

の
検
査
に
従
事
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関

す
る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
指
導
に
従
事

す
る
こ
と
。

２

学
校
歯
科
医
は
、
前
項
の
職
務
に
従
事
し

た
と
き
は
、
そ
の
状
況
の
概
要
を
学
校
歯
科

医
執
務
記
録
簿
に
記
入
し
て
校
長
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
薬
剤
師
の
職
務
執
行
の
準
則
）

第
二
十
四
条

学
校
薬
剤
師
の
職
務
執
行
の
準

則
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す

る
。

一

学
校
保
健
計
画
及
び
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
す
る
こ
と
。

二

第
一
条
の
環
境
衛
生
検
査
に
従
事
す
る

こ
と
。

三

学
校
の
環
境
衛
生
の
維
持
及
び
改
善
に

関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ

と
。

四

法
第
八
条
の
健
康
相
談
に
従
事
す
る
こ

と
。

五

法
第
九
条
の
保
健
指
導
に
従
事
す
る
こ

と
。

六

学
校
に
お
い
て
使
用
す
る
医
薬
品
、
毒

物
、
劇
物
並
び
に
保
健
管
理
に
必
要
な
用

具
及
び
材
料
の
管
理
に
関
し
必
要
な
指
導

及
び
助
言
を
行
い
、
及
び
こ
れ
ら
の
も
の

に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
試
験
、
検
査
又
は

鑑
定
を
行
う
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要

に
応
じ
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
す

る
専
門
的
事
項
に
関
す
る
技
術
及
び
指
導
に

従
事
す
る
こ
と
。

２

学
校
薬
剤
師
は
、
前
項
の
職
務
に
従
事
し

た
と
き
は
、
そ
の
状
況
の
概
要
を
学
校
薬
剤

師
執
務
記
録
簿
に
記
入
し
て
校
長
に
提
出
す

る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

国
の
補
助

（
児
童
生
徒
数
の
配
分
の
基
礎
と
な
る
資
料

の
提
出
）

第
二
十
五
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、

毎
年
度
、
七
月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
該
都

道
府
県
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び
に
中

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学

校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
児
童
及
び
生
徒

の
う
ち
教
育
扶
助
（
生
活
保
護
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
規
定
す
る

教
育
扶
助
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け

て
い
る
者
の
総
数
を
、
第
三
号
様
式
に
よ
り

一
月
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
度
、
七

月
一
日
現
在
に
お
い
て
当
該
市
町
村
立
の
小

学
校
及
び
中
学
校
並
び
に
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及

び
中
学
部
の
児
童
及
び
生
徒
の
う
ち
教
育
扶

助
を
受
け
て
い
る
者
の
総
数
を
、
第
四
号
様

式
に
よ
り
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
都
道
府
県

の
教
育
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
市
町
村
の
教
育
委
員
会
か
ら
報
告

を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
を
第
五
号
様
式
に

よ
り
一
月
十
日
ま
で
に
文
部
科
学
大
臣
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
児
童
生
徒
数
の
配
分
方
法
）

第
二
十
六
条

令
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
行
う
配
分

は
、
付
録
の
算
式
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
基

準
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
配
分
し
た
児
童
生
徒
数
の
通
知
）

第
二
十
七
条

都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、

令
第
十
条
第
三
項
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り

各
市
町
村
ご
と
の
小
学
校
及
び
中
学
校
並
び

に
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支

援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
の
児
童
及
び

生
徒
の
被
患
者
の
延
数
の
配
分
を
行
つ
た
と

き
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
し
て
は
第
六
号

様
式
に
よ
り
、
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
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対
し
て
は
第
七
号
様
式
に
よ
り
す
み
や
か
に

こ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

安
全
点
検
等

（
安
全
点
検
）

第
二
十
八
条

法
第
二
十
七
条
の
安
全
点
検

は
、
他
の
法
令
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
毎

学
期
一
回
以
上
、
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用

す
る
施
設
及
び
設
備
の
異
常
の
有
無
に
つ
い

て
系
統
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
臨
時
に
、
安
全
点
検
を
行
う
も
の
と
す

る
。

（
日
常
に
お
け
る
環
境
の
安
全
）

第
二
十
九
条

学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
安

全
点
検
の
ほ
か
、
設
備
等
に
つ
い
て
日
常
的

な
点
検
を
行
い
、
環
境
の
安
全
の
確
保
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章

雑
則

（
専
修
学
校
）

第
三
十
条

第
一
条
、
第
二
条
、
第
五
条
、
第

六
条
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
つ
い
て

は
、
大
学
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
（
同
条
第
一
項
に

つ

い
て

は

、

学

生

に

関

す

る

部

分
に
限

る
。
）
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
小
学
校
以

外
の
学
校
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

十
二
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
八

条
及
び
前
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
に
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一

項
中
「
六
月
三
十
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
学
年
の
始
期
か
ら
起
算
し
て
三
月
以

内
に
」
と
、
第
七
条
第
九
項
中
「
学
校
医
又

は
学
校
歯
科
医
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」

と
、
第
九
条
第
二
項
中
「
学
校
医
そ
の
他
の

医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、
第
十
二

条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
」
と
、
第
十
九

条
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校

医
そ
の
他
の
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」

と
、
第
十
九
条
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
学
校
医
」
と
あ
る

の
は
「
医
師
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

２

第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
の
医

師
の
職
務
執
行
の
準
則
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

別
表

（
略
）

付
録

（
略
）

様
式

（
略
）
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「
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

を
守

り
、

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

に

学
校

全
体

と
し

て
の

取
組

を
進

め
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て
」

（
答

申
）

平
成

２
０

年
１

月
１

７
日

中
央

教
育

審
議

会

-
1
-

は
じ

め
に

中
央

教
育

審
議

会
は

、
平

成
19

年
３
月

29
日

に
文

部
科

学
大

臣
か

ら
「
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

を
守

り
、

安
全

・
安

心
を

確
保

す
る

た
め

に
学

校
全

体
と

し
て

の
取

組
を

進
め

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

」
諮

問
を

受
け

た
。

我
が

国
の

学
校

保
健

、
食

育
・

学
校

給
食

、
学

校
安
全

に
関

し
て

は
、

旧
文

部
省

に
置

か
れ

た
保

健
体

育
審

議
会

に
お

い
て

、
平

成
9
年

に
「

生
涯

に
わ

た
る

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
の

今
後

の
健

康

に
関

す
る

教
育

及
び

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
の

在
り

方
に

つ
い

て
」

答
申

を
行

う
と

と
も

に
、

本
審

議
会

に
お

い
て

も
、

栄
養

教
諭

制
度

の
創

設
を

答
申

し
た

平
成

16
年

の
「

食
に

関
す

る
指

導
体

制
の

整
備

に
つ

い

て
」

な
ど

、
各

課
題

に
つ

い
て

議
論

を
行

い
、

こ
れ

ら
に

基
づ

き
各

種
の

施
策

が
推

進
さ

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

。

し
か

し
な

が
ら

、
現

在
、

社
会

状
況

等
の

変
化

に
伴
い

学
校

保
健

、
食

育
・

学
校

給
食

、
学

校
安

全
に

様
々

な
課

題
が

生
じ

て
い

る
。

学
校

保
健

に
つ

い
て

は
、

ス
ト

レ
ス

に
よ

る
心

身
の

不
調

な
ど

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
課

題
や

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

を
抱

え
る

子
ど

も
へ

の
対

応
に

当
た

っ
て

、
学

校
に

お
い

て
子

ど
も

の
状

況
を

日
々

把
握

し
、

的
確

な
対

応
を

図
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

食
育

・
学

校
給

食
に

つ
い

て
は

、
子

ど
も

の
食

生
活

に
お

い
て

朝
食

欠
食

、
偏

食
、

孤
食

と
い

っ
た

課
題

が
生

じ
て

お
り

、
学

校
に

お
い

て
食

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
学

校
安

全
に

つ
い

て
は

、

学
校

の
内

外
に

お
い

て
子

ど
も

が
犠

牲
と

な
る

、
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
事

件
・

事
故

、
交

通
事

故
や

自
然

災
害

な
ど

に
対

し
て

、
学

校
が

適
切

な
対

応
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

今
回

の
諮

問
理

由
に

お
い

て
は

、
こ

の
よ

う
な

課
題

に
対

応
す

る
た

め
に

、
教

職
員

の
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

確
に

し
、

か
つ

、
相

互
の

効
果

的
な

連
携

の
在

り
方

を
探

求
し

た
上

で
、

学
校

全
体

の
取

組
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

、
地
域

の
専

門
家

や
関

係
機

関
の

知
見

や
能

力
を

最
大

限
に

活
用

し
、

か
つ

、
子

ど
も

の
健

や
か

な
発

達
に

つ
い

て
大

き
な

責
任

を
有

す
る

保
護

者
と

の
連

携
を

強
化

す
る

取
組

や
体

制
を

整
備

・
充

実
す

る
こ

と
の

、
二

つ
の

観
点

か
ら

検
討

を
行

う
こ

と
が

示
さ

れ
た

。

こ
れ

を
受

け
、

中
央

教
育

審
議

会
で

は
、

学
校

保
健
、

食
育

・
学

校
給

食
、

学
校

安
全

に
つ

い
て

、
ス

ポ
ー

ツ
・

青
少

年
分

科
会

に
学

校
健

康
・

安
全

部
会

を
設

置
し

、
精

力
的

に
審

議
を

行
っ

て
き

た
。
ま

た
、

平
成

19
年

11
月

に
審

議
経

過
報

告
を

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
に

付
し

、

各
方

面
の

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
。

こ
の

答
申

を
機

に
、

子
ど

も
の

健
康

・
安

全
を

守
る
取

組
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

及
び

関
係

行
政

機
関

に
お

け
る

関
係

者
の

理
解

が
よ

り
一

層
深

ま
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
求

め
ら

れ
る

活
動

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。
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Ⅰ
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

を
守

る
た

め
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て

（
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

に
関

す
る

考
え

方
）

○
子

ど
も

が
心

身
と

も
に

健
や

か
に

育
つ

こ
と

は
、

国
や

地
域

を
問

わ
ず

、
時

代
を

越
え

て
、

全
て

の
人

々
の

願
い

で
あ

り
、

子
ど

も
の

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

が
保

障
さ

れ
る

社
会

を
築

い
て

い
く

と
と

も
に

、
子

ど
も

の
育

つ
環

境
が

安
全

な
も

の
と

し
て

整
え

ら
れ

、
ま

た
、

子
ど

も
自

身
や

保
護

者
そ

の
他

の
人

々
が

安
心

感
を

も
っ

て
日

々
の

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

社
会

を
築

い
て

い
く

た
め

、
た

ゆ
む

こ
と

な
く

、
一

人
一

人
が

責
任

を
も

っ
て

、
必

要
な

取
組

を
進

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

○
近

年
、

社
会

状
況

や
人

々
の

生
活

状
況

の
変

化
の

中
で

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

を
抱

え
る

子
ど

も
や

適
切

な
食

習
慣

の
身

に
付

い
て

い
な

い
子

ど
も

が
増

加
す

る
と

と
も

に
、

子
ど

も
を

標
的

と
す

る
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
事

件
が

発
生

す
る

な
ど

、
子

ど
も

の
健

康
と

安
全

に
関

す
る

新
た

な
課

題
が

生
じ

て
お

り
、

そ
の

解
決

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
学

校
は

、
心

身
の

成
長

発
達

段
階

に
あ

る
子

ど
も

が
集

い
、

人
と

人
と

の
触

れ
合

い
に

よ
り

、
人

格
の

形
成

を
し

て
い

く
場

で
あ

り
、

子
ど

も
が

生
き

生
き

と
学

び
、

運
動

等
の

活
動

を
行

う
た

め
に

は
、

学
校

と
い

う
場

に
お

い
て

、
子

ど
も

の
健

康
や

安
全

の
確

保
が

保
障

さ
れ

る
こ

と
が

不
可

欠
の

前
提

と
な

る
。

○
ま

た
、

子
ど

も
は

守
ら

れ
る

べ
き

対
象

で
あ

る
こ

と
に

と
ど

ま
ら

ず
、

学
校

に
お

い
て

、
そ

の
生

涯
に

わ
た

り
、

自
ら

の
心

身
の

健
康

を
は

ぐ
く

み
、

安
全

を
確

保
す

る
こ

と
の

で
き

る
基

礎
的

な
素

養
を

育
成

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

（
健

康
・

安
全

に
関

す
る

教
育

の
方

向
性

）

○
平

成
９

年
の

保
健

体
育

審
議

会
答

申
「

生
涯

に
わ

た
る

心
身

の
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
の

今
後

の
健

康
に

関
す

る
教

育
及

び
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

の
在

り
方

に
つ

い
て

」
に

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

国
民

一
人

一
人

の
心

身
の

健
康

を
基

礎
に

し
な

が
ら

、
楽

し
み

や
生

き
が

い
を

持
て

る
こ

と
や

、
社

会
が

明
る

く
活

力
の

あ
る

状
態

で
あ

る
こ

と
な

ど
生

活
の

質
を

も
含

む
概

念
と

し
て

「
健

康
」

を
と

ら
え

る
こ

と
が

一
般

的
に

な
り

つ
つ

あ
る

。

○
世

界
保

健
機

関
（

Ｗ
Ｈ

Ｏ
）

の
オ

タ
ワ

憲
章

（
1
9
8
6
年

）
に

お
い

て
「

人
々

が
自

ら
の

健
康

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

、
改

善
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

プ
ロ

セ
ス

」
と

し
て

表
現

さ
れ

た
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
は

、
2
0
世

紀
の

後
半

以
降

、
世

界
的

に
広

ま
っ

て
い

る
。

ヘ
ル

ス
プ

ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
に

お
い

て
は

、
人

々
が

自
ら

の
健

康
課

題
を

主
体

的
に

解
決

す
る

た
め

の
技

-
3
-

能
を

高
め

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
を

実
現

す
る

こ
と

を
可

能
に

す
る

よ
う

な
支

援
環

境
づ

く
り

も
あ

わ
せ

て
重

要
で

あ
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

○
学

校
教

育
に

お
い

て
も

、
こ

の
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

、
現

行
の

学
習

指
導

要
領

の
総

則
に

お
い

て
、

体
育

・
健

康
に

関
す

る
指

導
は

学
校

教
育

活
動

全
体

を
通

じ
適

切
に

行
う

も
の

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
体

育
科

・
保

健
体

育
科

に
お

け
る

学
習

に
つ

い
て

も
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

が
大

幅
に

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

る
。

○
ま

た
、

食
は

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
や

活
動

の
源

に
な

る
も

の
で

あ
り

、
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
上

で
、

適
切

な
食

に
対

す
る

理
解

と
実

践
す

る
力

を
育

成
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、

平
成

17
年

に
制

定
さ

れ
た

食
育

基
本

法
に

お
い

て
も

、
「

子
ど

も
た

ち
が

豊
か

な
人

間
性

を
は

ぐ
く

み
、

生
き

る
力

を
身

に
付

け
て

い
く

た
め

に
は

、
何

よ
り

も
『

食
』

が
重

要
で

あ
る

」
と

規
定

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

○
さ

ら
に

、
安

全
に

つ
い

て
は

、
子

ど
も

が
安

全
に

関
す

る
情

報
を

正
し

く
判

断
し

、
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
行

動
に

結
び

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

、
す

な
わ

ち
、

自
他

の
危

険
予

測
・

危
険

回
避

の
能

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

観
点

か
ら

、
発

達
の

段
階

を
踏

ま
え

つ
つ

、
学

校
教

育
活

動
全

体
で

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

○
こ

の
よ

う
な

、
子

ど
も

に
対

す
る

食
育

を
含

め
た

健
康

に
関

す
る

教
育

、
あ

る
い

は
安

全
教

育
に

つ
い

て
は

、
本

審
議

会
に

お
け

る
学

習
指

導
要

領
に

関
す

る
審

議
の

結
果

を
踏

ま
え

、
さ

ら
に

発
展

充
実

を
図

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

（
学

校
に

お
け

る
健

康
・

安
全

に
関

す
る

推
進

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
）

○
本

部
会

に
お

い
て

は
、

諮
問

を
踏

ま
え

、
学

校
に

お
け

る
安

全
・

安
心

な
環

境
が

確
保

さ
れ

、
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

を
守

り
、

は
ぐ

く
む

こ
と

の
で

き
る

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
審

議
し

て
き

た
。

○
子

ど
も

た
ち

が
抱

え
、

直
面

す
る

様
々

な
心

身
の

健
康

課
題

に
適

切
に

対
処

し
、

解
決

し
て

い
く

た
め

に
は

、
単

に
個

人
の

課
題

と
し

て
と

ら
え

る
だ

け
で

な
く

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
の

連
携

の
下

に
組

織
的

に
支

援
す

る
こ

と
が

大
き

な
意

味
を

持
つ

こ
と

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

学
校

に
お

い
て

も
、

子
ど

も
と

教
職

員
の

健
康

の
保

持
増

進
の

た
め

に
組

織
的

な
取

組
が

容
易

と
な

る
よ

う
、

校
長
*の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

日
ご

ろ
か

ら
運

営
上

の
方

針
や

原
則

に
つ

い
て

検

討
し

、
教

職
員

の
役

割
分

担
を

明
確

に
し

つ
つ

、
体

制
を

整
え

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

こ
れ

は
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
学

校
に

お
い

て
具

体
的

に
展

開
す

る
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

テ
ィ

ン
グ

＊
本

答
申

で
は

、
校

長
に

は
幼

稚
園

長
を

含
む

も
の

と
す

る
。
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ス
ク

ー
ル

と
し

て
Ｗ

Ｈ
Ｏ

で
も

示
さ

れ
て

い
る

。

○
ま

た
、

安
全

に
つ

い
て

は
、

そ
の

確
保

は
子

ど
も

た
ち

の
生

活
を

送
る

上
で

の
基

盤
と

し
て

必
須

の
も

の
で

あ
る

。
傷

害
を

も
た

ら
す

事
故

、
犯

罪
被

害
、

自
傷

行
為

等
の

防
止

を
広

く
包

含
す

る
セ

ー
フ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
が

Ｗ
Ｈ

Ｏ
よ

り
提

案
さ

れ
て

い
る

。

○
こ

の
よ

う
に

子
ど

も
の

健
康

・
安

全
を

守
る

た
め

に
、

家
庭

や
地

域
と

連
携

し
つ

つ
、

学
校

全
体

で
組

織
的

な
取

組
体

制
を

築
い

て
い

く
考

え
方

は
世

界
的

な
動

向
で

あ
る

と
い

え
る

。

○
我

が
国

に
お

い
て

は
、

昭
和

3
3
年

に
制

定
さ

れ
た

学
校

保
健

法
の

下
に

、
学

校
保

健
及

び
学

校
安

全
に

係
る

取
組

が
行

わ
れ

て
き

て
お

り
、

ま
た

、
昭

和
2
9
年

に
制

定
さ

れ
た

学
校

給
食

法
の

下
に

、

学
校

給
食

の
普

及
が

図
ら

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

そ
の

後
、

半
世

紀
の

時
間

が
経

過
し

た
今

日
、

改
め

て
、

食
育

を
含

め
て

、
子

ど
も

の
健

康
を

守
り

、
安

全
を

確
保

す
る

学
校

の
取

組
の

在
り

方
を

見
直

し
て

、
そ

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

○
我

が
国

の
未

来
を

担
う

子
ど

も
の

育
成

に
当

た
り

、
教

育
の

基
礎

と
な

る
心

身
の

健
康

・
安

全
の

確
保

と
推

進
は

、
き

め
細

か
な

配
慮

と
組

織
的

な
取

組
に

よ
り

実
現

が
可

能
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

具
体

的
方

策
に

つ
い

て
審

議
し

た
結

果
を

、
分

野
ご

と
に

以
下

の
よ

う
に

と
り

ま
と

め
た

。

（
取

組
に

当
た

っ
て

の
留

意
点

に
つ

い
て

）

○
今

日
、

学
校

の
場

に
お

い
て

は
、

様
々

な
教

育
上

の
課

題
が

山
積

し
て

い
る

中
で

、
教

職
員

が
子

ど
も

と
向

き
合

う
時

間
を

確
保

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

が
、
以

下
に

述
べ

る
諸

提
言

は
、

教
職

員
に

過
度

の
負

担
を

新
た

に
課

す
こ

と
を

意
図

す
る

も
の

で
は

な
い

。
学

校
と

し
て

本
来

的
に

実
施

す
べ

き
取

組
が

、
健

康
・

安
全

の
保

持
増

進
を

含
め

子
ど

も
の

教
育

に
第

一
義

的
な

責
任

を
持

つ
保

護
者

と
の

連
携

は
も

と
よ

り
、

関
係

機
関

と
の

連
携

の
下

に
、

円
滑

か
つ

効
果

的
に

な
さ

れ
る

こ
と

を
期

す
る

も
の

で
あ

り
、

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

も
の

と
し

て
施

策
が

実
施

さ
れ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

な
お

、
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

の
保

持
増

進
を

図
る

た
め

に
校

内
体

制
を

確
立

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
各

種
の

組
織

が
効

率
的

に
運

営
さ

れ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
ま

た
、

学
校

に
お

け
る

健
康

・
安

全
に

係
る

取
組

は
、

そ
の

性
質

上
、

家
庭

と
の

連
携

、
地

域
と

の
連

携
が

強
く

求
め

ら
れ

る
も

の
で

あ
り

、
健

康
・

安
全

に
お

け
る

連
携

は
、

学
習

指
導

面
や

生
徒

指
導

面
に

お
い

て
必

要
と

な
る

家
庭

や
地

域
と

の
協

力
関

係
の

基
礎

を
築

く
上

で
も

重
要

な
役

割
を

果
た

す
も

の
と

し
て

位
置

付
け

ら
れ

る
。

な
お

、
子

ど
も

の
健

康
・

安
全

を
と

り
ま

く
状

況
は

、
学

校
種

ご
と

に
、

ま
た

、
地

域
ご

と
に

そ
の

状
況

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

-
5
-

○
さ

ら
に

、
子

ど
も

の
健

康
を

保
持

し
て

い
く

た
め

に
は

、
子

ど
も

に
基

本
的

な
生

活
習

慣
の

一
部

で
あ

る
運

動
の

習
慣

を
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

学
校

に
お

け
る

健
康

に
係

る
取

組
を

進
め

る
に

当
た

っ
て

は
、

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
や

体
力

向
上

の
取

組
と

の
関

係
性

を
視

野
に

入
れ

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

○
な

お
、

学
校

に
お

い
て

健
康

・
安

全
の

保
持

増
進

に
係

る
取

組
が

確
実

に
、

か
つ

効
果

的
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

学
校

の
設

置
者

は
、

施
設

設
備

や
管

理
運

営
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

国
及

び
地

方
公

共
団

体
は

、
学

校
の

取
組

に
対

し
て

、
各

地
域

の
優

れ
た

実
践

事
例

や
最

新
の

知
見

な
ど

の
必

要
な

情
報

の
提

供
や

助
言

、
指

導
そ

の
他

の
援

助
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
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Ⅱ
学

校
保

健
の

充
実

を
図

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

１
．

子
ど

も
の

健
康

を
取

り
巻

く
状

況
と

そ
の

対
応

（
子

ど
も

の
健

康
を

取
り

巻
く

状
況

）

①
我

が
国

に
お

け
る

学
校

保
健

は
、

明
治

初
期

に
学

校
衛

生
と

し
て

始
ま

り
、

現
在

の
制

度
は

、
昭

和
33

年
に

制
定

さ
れ

た
学

校
保

健
法

に
よ

り
形

作
ら

れ
た

。
昭

和
33

年
当

時
は

、
寄

生
虫

・
ト

ラ

コ
ー

マ
・

結
核

な
ど

の
伝

染
病

や
う

歯
な

ど
が

子
ど

も
の

重
要

な
健

康
課

題
と

認
識

さ
れ

て
い

た
が

、
・

こ
れ

ら
の

課
題

に
つ

い
て

学
校

保
健

は
大

き
な

成
果

を
上

げ
て

き
た

と
い

え
る

。

我
が

国
の

学
校

保
健

の
特

徴
と

し
て

は
、

健
康

診
断

や
健

康
相

談
な

ど
の

保
健

管
理

活
動

と
、

体

育
科

・
保

健
体

育
科

を
は

じ
め

関
連

す
る

教
科

な
ど

を
通

じ
、

子
ど

も
が

自
分

自
身

や
他

者
の

健
康

課
題

を
理

解
し

、
自

ら
進

ん
で

自
己

管
理

を
行

う
こ

と
が

生
涯

に
わ

た
っ

て
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
指

す
保

健
教

育
の

両
者

が
行

わ
れ

、
ま

た
、

保
健

教
育

の
成

果
を

活
用

し
て

保
健

管
理

が
行

わ
れ

て
き

た
点

が
あ

げ
ら

れ
る

。

②
近

年
、

都
市

化
、

少
子

高
齢

化
、

情
報

化
、

国
際

化
な

ど
に

よ
る

社
会

環
境

や
生

活
環

境
の

急
激

な
変

化
は

、
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

に
も

大
き

な
影

響
を

与
え

て
お

り
、

学
校

生
活

に
お

い
て

も
生

活
習

慣
の

乱
れ

、
い

じ
め

、
不

登
校

、
児

童
虐

待
な

ど
の

メ
ン

タ
ル

へ
ル

ス
に

関
す

る
課

題
、

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

性
の

問
題

行
動

や
薬

物
乱

用
、

感
染

症
な

ど
、

新
た

な
課

題
が

顕
在

化
し

て
い

る
。

同
時

に
、

小
児

医
療

の
進

歩
と

小
児

の
疾

病
構

造
の

変
化

に
伴

い
、

長
期

に
わ

た
り

継
続

的
な

医
療

を
受

け
な

が
ら

学
校

生
活

を
送

る
子

ど
も

の
数

も
増

え
て

い
る

。
ま

た
、

過
度

な
運

動
・

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
運

動
器
*疾

患
・

障
害

を
抱

え
る

子
ど

も
も

見
ら

れ
る

状
況

に
あ

る
。

（
子

ど
も

の
健

康
を

め
ぐ

る
現

代
的

な
課

題
へ

の
対

応
）

①
子

ど
も

の
健

康
課

題
は

、
昭

和
33

年
当

時
と

比
較

し
て

、
多

様
化

し
、

よ
り

専
門

的
な

視
点

で

の
取

組
が

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
が

、
こ

の
よ

う
な

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
を

図
る

た
め

に
は

、
健

康
に

関
す

る
課

題
を

単
に

個
人

的
な

課
題

と
す

る
の

で
は

な
く

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
社

会
が

連
携

し
て

、
社

会
全

体
で

子
ど

も
の

健
康

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。 そ

の
た

め
、

学
校

に
お

い
て

は
、

地
域

の
実

情
に

即
し

つ
つ

、
子

ど
も

の
教

育
に

第
一

義
的

な
責

任
を

持
つ

家
庭

と
、

疾
病

の
治

療
・

予
防

に
あ

た
る

医
療

機
関

を
は

じ
め

と
す

る
地

域
の

関
係

機
関

な
ど

と
適

切
な

役
割

分
担

の
下

に
、

相
互

に
連

携
を

深
め

な
が

ら
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

の
保

持
増

＊
「

運
動

器
」

と
は

、
骨

・
関

節
、

筋
肉

、
靭

帯
、

腱
、

神
経

な
ど

身
体

を
支

え
た

り
動

か
し

た
り

す
る

器
官

の
名

称
（
「

運
動

器
の

10
年

」
日

本
委

員
会

）

-
7
-

進
を

目
指

す
学

校
保

健
を

推
進

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

②
ま

た
、

こ
れ

ら
の

学
校

保
健

に
関

す
る

取
組

に
つ

い
て

は
、

学
校

、
教

育
委

員
会

、
地

方
公

共
団

体
な

ど
の

実
施

主
体

ご
と

に
事

前
に

計
画

を
立

て
、

そ
の

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
評

価
す

る
と

と
も

に
、
そ

の
結

果
を

相
互

に
連

絡
し

合
い

、
今

後
の

対
策

に
生

か
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

２
．

学
校

保
健

に
関

す
る

学
校

内
の

体
制

の
充

実

○
多

様
化

・
深

刻
化

し
て

い
る

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

学
校

内
の

組
織

体
制

が
充

実
し

て
い

る
こ

と
が

基
本

と
な

る
こ

と
か

ら
、
す

べ
て

の
教

職
員

が
共

通
の

認
識
（

基

本
的

な
知

識
と

理
解

）
を

持
ち

、
校

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、

学
校

保
健

計
画

に
基

づ
き

、
教

職
員

の
保

健
部

（
係

）
な

ど
の

学
校

内
の

関
係

組
織

が
十

分
に

機
能

し
、

す
べ

て
の

教
職

員
で

学
校

保
健

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

組
織

体
制

の
整

備
を

図
り

、
保

健
教

育
と

保
健

管
理

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
学

校
保

健
法

第
２

条
学

校
に

お
い

て
は

、
幼

児
、

児
童

、
生

徒
又

は
学

生
及

び
職

員
の

健
康

診
断

、
環

境
衛

生
検

査
、

安
全

点
検

そ
の

他
の

保
健

又
は

安
全

に
関

す
る

事
項

に
つ

い
て

計
画

を
立

て
、

こ
れ

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

（
１

）
養

護
教

諭

①
養

護
教

諭
は

、
学

校
保

健
活

動
の

推
進

に
当

た
っ

て
中

核
的

な
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
現

代
的

な
健

康
課

題
の

解
決

に
向

け
て

重
要

な
責

務
を

担
っ

て
い

る
。

平
成

18
年

度
の

調
査

に
よ

る
と

、
子

ど
も

の
保

健
室

の
利

用
者

は
、

１
日

当
た

り
小

学
校

41
人

、
中

学
校

38
人

、
高

等
学

校
36

人
で

あ

り
、

養
護

教
諭

の
行

う
健

康
相

談
活

動
が

ま
す

ま
す

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
や

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
な

ど
の

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
多

様
化

に
よ

り
、

医
療

機
関

な
ど

と
の

連
携

や
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
が

多
く

な
っ

て
い

る
と

と
も

に
、

特
別

支
援

教
育

に
お

い
て

期
待

さ
れ

る
役

割
も

増
し

て
き

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
養

護
教

諭
が

そ
の

役
割

を
十

分
果

た
せ

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
環

境
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

②
養

護
教

諭
の

職
務

は
、

学
校

教
育

法
で

「
児

童
生

徒
の

養
護

を
つ

か
さ

ど
る

」
と

定
め

ら
れ

て
お

り
、
昭
和

47
年

及
び

平
成

9
年

の
保

健
体

育
審

議
会

答
申

に
お

い
て

主
要

な
役

割
が

示
さ

れ
て

い
る

。

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

、
現

在
、
救

急
処

置
、
健

康
診
断

、
疾

病
予

防
な

ど
の

保
健

管
理

、
保

健
教

育
、
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健
康

相
談

活
動

、
保

健
室

経
営

、
保

健
組

織
活

動
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
の

対
応

に
当

た
り

、
学

級
担

任
等

、
学

校
医

、
学

校
歯

科

医
、

学
校

薬
剤

師
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

な
ど

学
校

内
に

お
け

る
連

携
、

ま
た

医
療

関
係

者
や

福
祉

関
係

者
な

ど
地

域
の

関
係

機
関

と
の

連
携

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

中
、

養
護

教
諭

は
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
る

。

こ
の

よ
う

な
養

護
教

諭
に

求
め

ら
れ

る
役

割
を

十
分

に
果

た
せ

る
よ

う
、

学
校

教
育

法
に

お
け

る

養
護

教
諭

に
関

す
る

規
定

を
踏

ま
え

つ
つ

、
養

護
教

諭
を

中
核

と
し

て
、

担
任

教
諭

等
及

び
医

療
機

関
な

ど
学

校
内

外
の

関
係

者
と

連
携

・
協

力
し

つ
つ

、
学

校
保

健
も

重
視

し
た

学
校

経
営

が
な

さ
れ

る
こ

と
を

担
保

す
る

よ
う

な
法

制
度

の
整

備
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

③
養

護
教

諭
が

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

に
適

切
に

対
応

し
て

い
く

た
め

に
は

、
常

に
新

た
な

知
識

や
技

能
な

ど
を

習
得

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

現
在

、
国

レ
ベ

ル
の

研
修

会
と

し
て

は
、

全
国

養
護

教
諭

研
究

大
会

や
各

地
域

で
実

施
す

る
研

修

な
ど

に
お

い
て

、
指

導
者

を
養

成
す

る
研

修
な

ど
を

実
施

し
て

い
る

。
各

都
道

府
県

に
お

い
て

は
、

地
方

交
付

税
措

置
に

よ
り

養
護

教
諭

新
規

採
用

研
修

会
や

養
護

教
諭

10
年

経
験

者
研

修
会

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

課
題

の
多

様
化

や
養

護
教

諭
の

役
割

の
拡

大
に

対
応

し
た

、
よ

り
体

系
的

な
研

修
を

進
め

る
に

当
た

り
、

研
修

日
数

が
少

な
く

不
十

分
な

状
況

に
あ

る
と

い
え

る
。

そ
の

た
め

、
国

が
研

修
内

容
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
を

行
い

、
実

践
的

な
研

修
内

容
の

モ
デ

ル
を

示
す

な
ど

、
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
研

修
体

制
の

充
実

を
推

進
す

る
方

策
に

つ
い

て
検

討
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
教

育
公

務
員

特
例

法
上

の
初

任
者

研
修

を
養

護
教

諭
も

対
象

と
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
学

校
内

に
お

い
て

直
ち

に
指

導
に

あ
た

る
人

材
を

確
保

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

な
ど

課
題

が
あ

る
が

、
④

で
記

述
し

て
い

る
退

職
養

護
教

諭
や

一
部

の
地

方
公

共
団

体
で

導
入

さ
れ

て
い

る
指

導
的

な
養

護
教

諭
に

よ
る

指
導

な
ど

の
活

用
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

新
た

に
採

用
さ

れ
た

養
護

教
諭

に
対

す
る

研
修

の
充

実
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
平

成
1
8
年

度
養

護
教

諭
現

職
研

修
に
つ

い
て

（
6
1
県

・
政

令
市

等
調

査
）

養
護

教
諭

の
新

規
採

用
研

修
は

、
概

ね
2
6
日

～
2
8
日

が
多

く
、

1
0
年

経
験

者
研

修
は

1
5
日

前
後

が
多

い
。

実
施

期
間

新
規

採
用

研
修

1
0
年

経
験

者
研

修

～
９

日
１

４

1
0
日

～
1
9
日

１
５

４

2
0
日

～
2
9
日

４
１

１

3
0
日

～
3
9
日

１
２

１

4
0
日

～
６

１

計
６
１

県
市

６
１

県
市

-
9
-

（
全

国
学

校
保

健
・

養
護

教
諭

担
当

指
導

主
事

会
調

べ
）

④
養

護
教

諭
に

つ
い

て
は

一
人

配
置

が
多

い
こ

と
か

ら
、

初
任

者
に

対
す

る
研

修
を

含
め

学
校

内
外

に
お

け
る

研
修

に
困

難
が

生
じ

た
り

、
保

健
室

来
室

者
の

増
加

や
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
も

多
く

、
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

状
況

が
見

ら
れ

る
。

現
職

養
護

教
諭

の
育

成
や

支
援

体
制

の
充

実
を

図
る

た
め

、
経

験
豊

か
な

退
職

養
護

教
諭

な
ど

の
知

見
を

活
用

す
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

⑤
深

刻
化

す
る

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

て
、

学
級

担
任

や
教

科
担

任
等

と
連

携
し

、
養

護
教

諭
の

有
す

る
知

識
や

技
能

な
ど

の
専

門
性

を
保

健
教

育
に

活
用

す
る

こ
と

が
よ

り
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

級
活

動
な

ど
に

お
け

る
保

健
指

導
は

も
と

よ
り

専
門

性
を

生
か

し
、

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
や

兼
職

発
令

を
受

け
保

健
の

領
域

に
か

か
わ

る
授

業
を

行
う

な
ど

保
健

学
習

へ
の

参
画

が
増

え
て

お
り

、
養

護
教

諭
の

保
健

教
育

に
果

た
す

役
割

が
増

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

保
健

教
育

の
充

実
や

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

に
対

応
し

た
看

護
学

の
履

修
内

容
の

検
討

を
行

う
な

ど
、

教
員

養
成

段
階

に
お

け
る

教
育

を
充

実
す

る
必

要
が

あ
る

。

○
平

成
９

年
の

保
健

体
育

審
議

会
答

申
に

お
い

て
、

養
護

教
諭

の
役

割
の

拡
大

に
伴

う
資

質
を

担

保
す

る
た

め
、

養
護

教
諭

の
資

質
向

上
方

策
が

検
討

さ
れ

、
養

成
課

程
及

び
現

職
研

修
を

含
め

た

一
貫

し
た

資
質

の
向

上
方

策
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

の
提

言
が

行
わ

れ
た

。
こ

の
答

申

を
踏

ま
え

て
、

教
育

職
員

免
許

法
の

改
正

（
平

成
10

年
）

が
行

わ
れ

、
養

護
教

諭
の

役
割

の
拡

大

に
伴

う
資

質
を

担
保

す
る

た
め

に
、

科
目

「
養

護
概

説
」
、
「

健
康

相
談

活
動

の
理

論
及

び
方

法
」

が
新

設
さ

れ
た

。

⑥
保

健
室

へ
来

室
す

る
子

ど
も

の
心

身
の

健
康

課
題

が
多

様
化

し
て

お
り

、
ま

た
、

来
室

者
が

多
い

上
に

、
一

人
当

た
り

の
対

応
時

間
も

増
加

し
て

い
る

た
め

、
一

人
の

養
護

教
諭

で
は

、
よ

り
良

い
対

応
を

図
る

こ
と

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
。

ま
た

、
特

別
な

配
慮

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
が

多
い

状
況

に
あ

り
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
関

係
機

関
と

の
連

携
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
養

護
教

諭
の

複
数

配
置

の
促

進
な

ど
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

養
護

教
諭

の
未

配
置

校
に

お
い

て
、

適
切

に
学

校
保

健
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

が
可

能
な

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

○
１

日
平

均
子

ど
も

の
保

健
室

利
用

者
数

○
子

ど
も

１
人

平
均

の
対

応
時

間

(小
・

中
・

大
規

模
校

＊
を

合
わ

せ
た

平
均

)
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＜

学
校

規
模

＞

小
学

校
・

中
学

校
：

小
規

模
校

15
0
～

29
9
人

中
規

模
校

30
0
～

49
9
人

大
規

模
校

50
0
以

上

高
等

学
校

：
小

規
模

校
40
1
～

60
0
人

中
規

模
校

60
1
～

80
0
人

大
規

模
校

80
1
以

上

（
保

健
室

利
用

状
況

調
査

（
財

）
日

本
学

校
保

健
会

平
成

18
年

）

⑦
近

年
、

社
会

的
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

い
じ

め
や

児
童

虐
待

な
ど

へ
の

対
応

に
当

た
っ

て
は

、
す

べ
て

の
教

職
員

が
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

か
ら

連
携

し
て

組
織

的
に

対
応

す
る

た
め

の
校

内
組

織
体

制
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

家
庭

や
、

地
域

の
関

係
機

関
等

と
の

連
携

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

養
護

教
諭

は
そ

の
職

務
の

特
質

か
ら

い
じ

め
や

児
童

虐
待

な
ど

の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

を
図

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
お

り
、

国
に

お
い

て
も

、
こ

れ
ら

の
課

題
を

抱
え

る
子

ど
も

に
対

す
る

対
応

や
留

意
点

な
ど

に
つ

い
て

、
養

護
教

諭
に

最
新

の
知

見
を

提
供

す
る

な
ど

、
学

校
の

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

⑧
子

ど
も

の
健

康
づ

く
り

を
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
に

は
、

学
校

保
健

活
動

の
セ

ン
タ

ー
的

役
割

を
果

た
し

て
い

る
保

健
室

の
経

営
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
養

護
教

諭
は

保
健

室
経

営
計

画
*を

立
て

、
教

職
員

に
周

知
を

図
り

連
携

し
て

い
く

こ
と

が
望

ま
れ

る
。
ま

た
、

養
護

教
諭

が
充

実
し

た
健

康
相

談
活

動
や

救
急

処
置

な
ど

を
行

う
た

め
の

保
健

室
の

施
設

設
備

の
充

実
が

求
め

ら
れ

る
。

（
２

）
保

健
主

事

①
保

健
主

事
は

、
学

校
保

健
と

学
校

全
体

の
活

動
に

関
す

る
調

整
や

学
校

保
健

計
画

の
作

成
、

学
校

保
健

に
関

す
る

組
織

活
動

の
推

進
（

学
校

保
健

委
員

会
の

運
営

）
な

ど
学

校
保

健
に

関
す

る
事

項
の

管
理

に
当

た
る

職
員

で
あ

り
、

そ
の

果
た

す
べ

き
役

割
は

ま
す

ま
す

大
き

く
な

っ
て

い
る

。

こ
の

こ
と

か
ら

、
保

健
主

事
は

充
て

職
で

あ
る

が
、

学
校

に
お

け
る

保
健

に
関

す
る

活
動

の
調

整

に
あ

た
る

教
員

と
し

て
、

す
べ

て
の

教
職

員
が

学
校

保
健

活
動

に
関

心
を

持
ち

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

＊
保

健
室

経
営

計
画

と
は

、
当

該
学

校
の

教
育

目
標

及
び

学
校

保
健

の
目

標
な

ど
を

受
け

、
そ

の
具

現
化

を
図

る
た

め
に

、
保

健
室

の
経

営
に

お
い

て
達

成
さ

れ
る

べ
き

目
標

を
立

て
、

計
画

的
・

組
織

的
に

運
営

す
る

た
め

に
作

成
さ

れ
る

計
画

。
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を
円

滑
に

遂
行

で
き

る
よ

う
に

指
導

・
助

言
す

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
教

員
の

配
置

を
行

う
こ

と
や

そ
の

職
務

に
必

要
な

資
質

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

②
保

健
主

事
の

職
務

に
必

要
な

能
力

や
資

質
向

上
の

た
め

に
は

、
国

が
学

校
保

健
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

し
具

体
的

な
事

例
の

紹
介

や
演

習
な

ど
に

よ
る

実
践

的
な

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

し
、

保
健

主
事

研
修

会
、

と
り

わ
け

新
任

の
保

健
主

事
研

修
会

で
実

施
で

き
る

よ
う

に
す

る
な

ど
研

修
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
研

修
会

に
お

い
て

は
、
「

保
健

主
事

の
た

め
の

手
引

」
や

事
例

集
な

ど
の

教
材

を
活

用
す

る
な

ど
、

資
質

向
上

に
向

け
た

取
組

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

（
３

）
学

級
担

任
や

教
科

担
任

等

①
学

級
担

任
等

は
、

子
ど

も
と

常
に

身
近

に
接

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

や
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

な
ど

の
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

対
応

す
べ

く
、

子
ど

も
た

ち
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
や

、
日

々
の

健
康

観
察

、
保

健
指

導
、

学
校

環
境

衛
生

の
日

常
的

な
点

検
な

ど
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。
保

健
学

習
に

つ
い

て
は

、
と

り
わ

け
、
学

級
担

任
、
保

健
体

育
教

諭
、

養
護

教
諭

な
ど

が
連

携
し

て
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
学

校
保

健
の

組
織

的
活

動
を

活
性

化
す

る
上

で
、

養
護

教
諭

や
保

健
主

事
な

ど
と

と
も

に
、

学
級

担
任

な
ど

の
一

般
教

諭
が

一
丸

と
な

っ
て

積
極

的
に

取
組

ん
で

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

し
か

し
な

が
ら

、
一

般
教

諭
の

学
校

保
健

活
動

に
対

す
る

理
解

や
学

校
保

健
活

動
に

主
体

的
に

取

り
組

む
上

で
の

意
識

の
不

足
が

見
ら

れ
、

そ
の

担
う

べ
き

役
割

が
必

ず
し

も
十

分
果

た
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
も

あ
る

た
め

、
各

大
学

や
教

育
委

員
会

の
取

組
に

よ
り

、
教

員
養

成
の

段
階

や
初

任
者

研
修

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
現

職
研

修
の

段
階

に
お

い
て

、
学

校
保

健
に

つ
い

て
の

知
識

や
指

導
方

法
に

つ
い

て
修

得
す

る
機

会
を

確
保

・
充

実
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

②
健

康
観

察
は

、
学

級
担

任
、

養
護

教
諭

な
ど

が
子

ど
も

の
体

調
不

良
や

欠
席

・
遅

刻
な

ど
の

日
常

的
な

心
身

の
健

康
状

態
を

把
握

す
る

こ
と

に
よ

り
、

感
染

症
や

心
の

健
康

課
題

な
ど

の
心

身
の

変
化

に
つ

い
て

早
期

発
見

・
早

期
対

応
を

図
る

た
め

に
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

子
ど

も
に

自
他

の
健

康
に

興
味

・
関

心
を

持
た

せ
、

自
己

管
理

能
力

の
育

成
を

図
る

こ
と

な
ど

を
目

的
と

し
て

行
わ

れ
る

も
の

で
あ

る
。

日
常

に
お

け
る

健
康

観
察

は
、

子
ど

も
の

保
健

管
理

な
ど

に
お

い
て

重
要

で
あ

る
が

、
現

状
は

、
小

学
校

96
.4

％
、

中
学

校
92
.3

％
、

高
等

学
校

54
.3

％
で

実
施

さ
れ

て
お

り
、

学
校

種
に

よ
っ

て
取

組
に

差
が

生
じ

て
い

る
。

③
学

級
担

任
等

に
よ

り
毎

朝
行

わ
れ

る
健

康
観

察
は

特
に

重
要

で
あ

る
た

め
、

全
校

の
子

ど
も

の
健

康
状

態
の

把
握

方
法

に
つ

い
て

、
初

任
者

研
修

を
は

じ
め

と
す

る
各

種
現

職
研

修
な

ど
に

お
い

て
演

習
な

ど
の

実
践

的
な

研
修

を
行

う
こ

と
や

モ
デ

ル
的

な
健

康
観

察
表

の
作

成
、

実
践

例
の

掲
載

を
含

め
た

指
導

資
料

作
成

が
必

要
で

あ
る

。
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④
ま

た
、

栄
養

教
諭

等
に

つ
い

て
も

、
第

Ⅲ
章

に
お

い
て

記
述

し
て

い
る

よ
う

に
学

校
給

食
な

ど
を

活
用

し
て

食
育

を
推

進
し

、
食

習
慣

の
改

善
な

ど
子

ど
も

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
取

組
を

進
め

て
お

り
、
養

護
教

諭
等

と
連

携
し

つ
つ

、
食

育
と

学
校

保
健

が
一

体
的

に
推

進
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

⑤
さ

ら
に

、
幼

児
期

に
お

い
て

は
発

熱
な

ど
健

康
状

態
が

変
化

し
や

す
い

こ
と

か
ら

、
日

々
の

健
康

観
察

を
重

視
し

て
、

幼
児

の
心

身
の

健
康

課
題

の
早

期
発

見
に

努
め

、
子

ど
も

や
保

護
者

へ
の

保
健

指
導

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
望

ま
れ

る
。

（
参

考
）

○
教

諭
の

養
成

課
程

に
お

け
る

健
康

に
関

連
す

る
履

修
科

目
（

必
修

科
目

）
教

育
職

員
免

許
法

「
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

及
び

学
習

の
過

程
（

障
害

の
あ

る
幼

児
、

児
童

及
び

生
徒

の
心

身
の

発
達

及
び

学
習

の
過

程
を

含
む

。
）
」
、
「

道
徳

の
指

導
法

」
、
「

特
別

活
動

の
指

導

法
」
、
「

生
徒

指
導

の
理

論
及

び
方

法
」
、
「

教
育

相
談

（
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

に
関

す
る

基
礎

的
な

知
識

を
含

む
。
）

の
理

論
及

び
方

法
」

○
「

初
任

者
研

修
目

標
・

内
容

例
（

小
・

中
学

校
）
」
（
文

部
科

学
省

初
等

中
等

教
育

局
教

職
員

課

平
成

19
年

2月
1
6日

）
に

お
け

る
健

康
に

関
連

す
る

事
項

[
基

礎
的

素
養

]

７
教

育
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
組

、
研

修
目

標

「
学

校
保

健
、

安
全

指
導

の
進

め
方

」
、

・
研

修
の

目
標

：
健

康
の

保
持

増
進

に
努

め
る

態
度

や
意

欲
を

育
て

る
方

法
等

を
学

び
、

実
際

の
指

導
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

「
食

に
関

す
る

指
導

の
進

め
方

」

・
研

修
の

目
標

：
学

校
教

育
全

体
で

行
う

「
食

に
関

す
る

指
導

」
の

意
義

や
ね

ら
い

を
理

解

し
、

効
果

的
な

指
導

の
方

法
を

身
に

つ
け

る
。

[
学

級
経

営
]

２
学

級
経

営
の

実
際

と
工

夫

「
日

常
の

指
導

」

・
研

修
内

容
：

清
掃

、
給

食
、

休
み

時
間

、
朝

や
帰

り
の

会
な

ど
の

指
導

、
健

康
や

安
全

に

関
わ

る
指

導
、

け
ん

か
や

対
立

な
ど

人
間

関
係

改
善

へ
の

指
導

、
個

別
に

配

慮
を

要
す

る
児

童
生

徒
へ

の
指

導
。

・
研

修
目

標
：

日
頃

か
ら

児
童

生
徒

の
学

級
生

活
の

状
況

を
よ

く
観

察
し

、
学

級
生

活
上

の

課
題

を
見

定
め

る
と

と
も

に
、

ね
ば

り
強

く
適

切
な

指
導

、
助

言
を

す
る

こ

と
が

で
き

る
。
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（
４

）
校

長
・

教
頭

等

①
学

校
経

営
を

円
滑

に
か

つ
効

果
的

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

は
、

子
ど

も
の

健
康

づ
く

り
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

学
校

保
健

を
重

視
し

た
学

校
経

営
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
特

に
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

麻
し

ん
の

よ
う

な
伝

染
病

の
校

内
ま

ん
延

防
止

な
ど

、
健

康
に

関
す

る
危

機
管

理
は

重
要

な
課

題
で

あ
る

。

②
学

校
保

健
活

動
を

推
進

し
、

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
な

ど
を

図
る

た
め

に
は

、
校

長
自

ら
が

学
校

保
健

の
重

要
性

を
再

認
識

し
、

学
校

経
営

に
関

し
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
校

内
（

学
校

保
健

委
員

会
を

含
む

）
や

地
域

社
会

に
お

け
る

組
織

体
制

づ
く

り
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

③
し

か
し

な
が

ら
、

管
理

職
研

修
に

は
、

学
校

保
健

に
関

す
る

内
容

の
研

修
が

ほ
と

ん
ど

組
み

込
ま

れ
て

い
な

い
の

が
現

状
で

あ
る

。

学
校

保
健

に
つ

い
て

、
校

長
・

教
頭

等
の

意
識

の
向

上
を

図
り

、
学

校
経

営
に

関
し

て
リ

ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
は

、
各

都
道

府
県

等
で

実
施

し
て

い
る

管
理

職
研

修
に

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

の
解

決
に

向
け

た
内

容
を

設
定

す
る

な
ど

、
学

校
保

健
に

関
す

る
管

理
職

研
修

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

（
５

）
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

①
学

校
保

健
法

で
は

、
「

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
及

び
学

校
薬

剤
師

は
、

学
校

に
お

け
る

保
健

管
理

に

関
す

る
専

門
的

事
項

に
関

し
、

技
術

及
び

指
導

に
従

事
す

る
」

と
そ

の
職

務
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
同

施
行

規
則

に
お

い
て

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

は
健

康
診

断
に

お
け

る
疾

病
の

予
防

へ
の

従
事

及
び

保
健

指
導

を
行

う
こ

と
が

明
記

さ
れ

て
い

る
。

②
こ

れ
ま

で
の

学
校

保
健

に
お

い
て

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

が
専

門
的

見
地

か
ら

果
た

し
た

役
割

は
大

き
い

も
の

で
あ

っ
た

。
今

後
は

、
子

ど
も

の
従

来
か

ら
の

健
康

課
題

へ
の

対
応

に
加

え
、

メ
ン

タ
ル

へ
ル

ス
や

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
な

ど
の

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

に
つ

い
て

も
、

学
校

と
地

域
の

専
門

的
医

療
機

関
と

の
つ

な
ぎ

役
に

な
る

な
ど

、
引

き
続

き
積

極
的

な
貢

献
が

期
待

さ
れ

る
。

③
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

の
主

要
な

職
務

の
一

つ
と

し
て

、
健

康
診

断
が

あ
る

。
健

康
診

断
に

お
い

て
は

、
疾
患

や
異

常
を

診
断

し
、
適

切
な

予
防
措

置
や

保
健

指
導

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

近
年

、
重

要
性

が
増

し
て

い
る

子
ど

も
の

生
活

習
慣

病
な

ど
、

新
た

な
健

康
課

題
に

つ
い

て
も

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

は
正

し
い

情
報

に
基

づ
く

適
切

な
保

健
指

導
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

学
校

の
設

置
者

か
ら

求
め

ら
れ

、
学

校
の

教
職

員
の

健
康

診
断

を
担

当
し

て
い

る
学

校
医

も
見
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ら
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

学
校

保
健

法
に

基
づ

く
職

員
の

健
康

診
断

で
は

、
生

活
習

慣
病

予
防

な
ど

疾
患

予
防

の
観

点
か

ら
の

健
康

管
理

の
重

要
性

が
増

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
教

職
員

に
対

す
る

保
健

指
導

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
環

境
を

整
え

て
い

く
こ

と
に

つ
い

て
も

、
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

④
学

校
薬

剤
師

は
、

健
康

的
な

学
習

環
境

の
確

保
や

感
染

症
予

防
の

た
め

に
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

管
理

に
携

わ
っ

て
お

り
、

ま
た

、
保

健
指

導
に

お
い

て
も

、
専

門
的

知
見

を
生

か
し

薬
物

乱
用

防
止

や
環

境
衛

生
に

係
る

教
育

に
貢

献
し

て
い

る
。

ま
た

、
子

ど
も

に
、

生
涯

に
わ

た
り

自
己

の
健

康
管

理
を

適
切

に
行

う
能

力
を

身
に

付
け

さ
せ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
中

、
医

薬
品

は
、

医
師

や
薬

剤
師

の
指

導
の

下
、

自
ら

服
用

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

医
薬

品
に

関
す

る
適

切
な

知
識

を
持

つ
こ

と
は

重
要

な
課

題
で

あ
り

、
学

校
薬

剤
師

が
こ

の
よ

う
な

点
に

つ
い

て
更

な
る

貢
献

を
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

⑤
ま

た
、

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
、

学
校

薬
剤

師
は

、
学

校
保

健
委

員
会

な
ど

の
活

動
に

関
し

、
専

門
家

の
立

場
か

ら
指

導
・

助
言

を
行

う
な

ど
、

よ
り

一
層

、
積

極
的

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑥
近

年
、

子
ど

も
の

抱
え

る
健

康
課

題
が

多
様

化
、

専
門

化
す

る
中

で
、

子
ど

も
が

自
ら

の
健

康
課

題
を

理
解

し
、

進
ん

で
管

理
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
、

学
校

薬
剤

師
に

よ
る

専
門

知
識

に
基

づ
い

た
効

果
的

な
保

健
指

導
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

中
で

も
、

学
校

医
、

学
校

歯
科

医
、

学
校

薬
剤

師
が

、
急

病
時

の
対

応
、

救
急

処
置

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
、

歯
・

口
の

健
康

、
喫

煙
、

飲
酒

や
薬

物
乱

用
の

防
止

な
ど

に
つ

い
て

特
別

活
動

等
に

お
け

る
保

健
指

導
を

行
う

こ
と

は
、

学
校

生
活

の
み

な
ら

ず
、

生
涯

に
わ

た
り

子
ど

も
に

と
っ

て
有

意
義

な
も

の
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

が
保

健
指

導
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
子

ど
も

の
発

達
段

階
に

配
慮

し
、

教
科

等
の

教
育

内
容

と
の

関
連

を
図

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
学

級
担

任
や

養
護

教
諭

の
サ

ポ
ー

ト
が

不
可

欠
で

あ
り

、
学

校
全

体
の

共
通

理
解

の
上

で
、

よ
り

充
実

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
６

）
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー

①
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

つ
い

て
は

、
平

成
７

年
度

か
ら

調
査

研
究

を
実

施
し

て
お

り
、
平

成
18

年
度

に
は

全
国

の
公

立
中

学
校

を
中

心
に

約
１

万
校

に
配

置
・

派
遣

さ
れ

る
に

至
っ

て
い

る
。

そ
の

成
果

と
し

て
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

派
遣

校
に

お
い

て
、

い
じ

め
、

不
登

校
、

暴
力

行
為

な
ど

の
問

題
行

動
の

発
生

率
の

減
少

が
見

ら
れ

て
お

り
、

ま
た

、
校

長
や

都
道

府
県

・
指

定
都

市
教

育
委

員
会

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

も
、

配
置

の
効

果
を

評
価

す
る

意
見

や
、

小
学

校
へ

の
配

置
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
配

置
時

間
数

の
拡

大
な

ど
を

希
望

す
る

意
見

な
ど

が
多

く
見

ら
れ

る
。
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②
「

心
の

専
門

家
」

で
あ

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
は

、
子

ど
も

に
対

す
る

相
談

、
保

護
者

や
教

職
員

に
対

す
る

相
談

、
教

職
員

な
ど

へ
の

研
修

の
ほ

か
、

事
件

・
事

故
や

自
然

災
害

な
ど

の
緊

急
事

態
に

お
い

て
被

害
を

受
け

た
子

ど
も

の
心

の
ケ

ア
な

ど
、

近
年

で
は

そ
の

活
動

は
多

岐
に

わ
た

っ
て

お
り

、
学

校
の

教
育

相
談

体
制

に
お

い
て

、
そ

の
果

た
す

役
割

は
ま

す
ま

す
大

き
く

な
っ

て
い

る
。

つ
ま

り
、

子
ど

も
の

状
態

や
子

ど
も

を
め

ぐ
る

緊
急

事
態

へ
の

見
立

て
、

個
別

面
接

、
教

職
員

へ
の

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
関

す
る

つ
な

ぎ
役

な
ど

、
臨

床
心

理
の

専
門

性
に

基
づ

く
助

言
・

援
助

は
学

校
に

お
け

る
組

織
的

な
相

談
体

制
の

中
で

重
要

な
役

割
を

占
め

て
い

る
。

③
多

様
化

、
深

刻
化

し
て

い
る

子
ど

も
の

現
代

的
な

健
康

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

関
す

る
課

題
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
校

内
組

織
に

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
参

画
を

得
る

な
ど

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

効
果

的
に

活
用

し
て

、
心

身
両

面
か

ら
子

ど
も

に
か

か
わ

る
養

護
教

諭
を

は
じ

め
と

し
た

教
職

員
と

の
情

報
の

共
通

理
解

や
地

域
の

専
門

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
７

）
教

育
委

員
会

に
お

け
る

体
制

の
充

実

①
教

育
委

員
会

に
お

い
て

は
、

現
在

、
各

都
道

府
県

で
学

校
保

健
を

担
当

す
る

指
導

主
事

と
し

て
、

養
護

教
諭

の
ほ

か
一

般
教

諭
な

ど
が

充
て

ら
れ

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
今

後
、

学
校

が
学

校
保

健
活

動
を

充
実

さ
せ

る
た

め
に

は
、

指
導

主
事

に
よ

る
適

切
な

指
導

・
助

言
が

不
可

欠
で

あ
り

、
養

護
教

諭
出

身
の

指
導

主
事

は
も

と
よ

り
、

養
護

教
諭

出
身

以
外

の
指

導
主

事
な

ど
の

学
校

保
健

に
係

る
資

質
向

上
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
学

校
保

健
を

担
当

す
る

指
導

主
事

に
は

、
各

学
校

の
状

況
の

適
切

な
把

握
や

、
そ

れ
を

踏

ま
え

た
改

善
の

た
め

の
指

導
・

助
言

な
ど

の
取

組
は

も
と

よ
り

、
地

域
学

校
保

健
委

員
会

、
学

校
保

健
委

員
会

な
ど

の
組

織
づ

く
り

や
設

置
さ

れ
た

組
織

が
活

性
化

す
る

た
め

の
働

き
か

け
が

求
め

ら
れ

る
。 さ

ら
に

、
各

学
校

へ
の

指
導

助
言

を
充

実
す

る
観

点
か

ら
、

学
校

保
健

を
担

当
す

る
指

導
主

事
の

複
数

配
置

や
退

職
養

護
教

諭
の

活
用

な
ど

が
望

ま
れ

る
。
な
お

、
学

校
医

等
が

教
育

委
員

に
就

任
し

、

そ
の

専
門

的
知

見
を

踏
ま

え
て

、
児

童
生

徒
の

健
康

の
確

保
に

関
す

る
教

育
委

員
会

と
し

て
の

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
が

打
ち

出
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

学
校

保
健

に
対

す
る

意
識

が
向

上
し

、
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

た
事

例
も

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

各
教

育
委

員
会

に
お

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

取
組

を
通

じ
て

教
育

委
員

会
と

し
て

の
学

校
保

健
に

関

す
る

体
制

の
充

実
が

望
ま

れ
る

。

（
８

）
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

・
管

理
及

び
改

善
等

①
学

校
環

境
衛

生
の

維
持

・
管

理
は

、
健

康
的

な
学

習
環

境
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
学

校
薬

剤
師

に
よ

る
検

査
、
指

導
助

言
等

に
よ

り
改

善
が

図
ら

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
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そ
の

際
の

基
準

と
し

て
「

学
校

環
境

衛
生

の
基

準
」
（

平
成

４
年

文
部

省
体

育
局

長
裁

定
）

が
定

め
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

学
校

に
お

い
て

「
学

校
環

境
衛

生
の

基
準

」
に

基
づ

い
た

定
期

検
査

は
、

必
ず

し
も

完
全

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
状

況
が

あ
り

、
子

ど
も

の
適

切
な

学
習

環
境

の
確

保
を

図
る

た
め

に
は

、
定

期
検

査
の

実
施

と
検

査
結

果
に

基
づ

い
た

維
持

管
理

や
改

善
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
完

全
に

実
施

さ
れ

て
い

な
い

要
因

や
そ

の
対

策
に

つ
い

て
十

分
検

討
し

た
上

で
、

現
在

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
し

て
示

さ
れ

て
い

る
「

学
校

環
境

衛
生

の
基

準
」

の
位

置
付

け
を

よ
り

一
層

明
確

に
す

る
た

め
に

法
制

度
の

整
備

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
域

内
の

学
校

に
お

け
る

日
々

の
環

境
衛

生
を

含
む

学
校

保
健

管
理

に
関

す
る

諸
課

題
に

対

応
す

る
た

め
に

、
都

道
府

県
の

教
育

委
員

会
に

は
専

門
性

を
有

す
る

学
校

保
健

技
師

を
置

く
こ

と
が

で
き

る
と

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
約

半
数

の
都

道
府

県
（
26

府
県

）
で

は
配

置
さ

れ
て

お
ら

ず
、

ま

た
、

そ
の

多
く

が
非

常
勤

と
な

っ
て

い
る

。

環
境

衛
生

な
ど

の
諸

課
題

に
対

し
て

は
、

専
門

的
な

見
地

か
ら

可
能

な
限

り
早

期
の

助
言

指
導

を

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
、

維
持

管
理

や
改

善
に

つ
い

て
市

町
村

の
教

育
委

員
会

や
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

学
校

保
健

技
師

の
活

用
が

望
ま

れ
る

。

○
学

校
保

健
法

第
１

５
条

都
道

府
県

の
教

育
委

員
会

の
事

務
局
に

、
学

校
保

健
技

師
を

置
く

こ
と

が
で

き
る

。

２
学

校
保

健
技

師
は

、
学

校
に

お
け

る
保

健
管

理
に

関
す

る
専

門
的

事
項

に
つ

い
て

学
識

経
験

が
あ

る
者

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

３
学

校
保

健
技

師
は

、
上

司
の

命
を

受
け

、
学

校
に

お
け

る
保

健
管

理
に

関
し

、
専

門
的

技
術

指
導

及
び

技
術

に
従

事
す

る
。

○
学

校
保

健
技

師
の

現
状

医
師

１
７

人
（

う
ち

常
勤

４
人

）

歯
科

医
師

１
人

（
う

ち
常

勤
１

人
）

薬
剤

師
８

人
（

う
ち

常
勤

８
人

）

保
健

師
２

人
（

う
ち

常
勤

２
人

）

（
注

）
都

道
府

県
に

よ
っ

て
は

複
数

配
置

さ
れ

て
い

る
場

合
が

あ
る

。

（
文

部
科

学
省

調
査

平
成

18
年

11
月

）

②
ま

た
、

平
成

15
年

５
月

１
日

に
「

健
康

増
進

法
」

が
施

行
さ

れ
る

な
ど

、
学

校
に

お
け

る
受

動
喫

煙
に

よ
る

教
職

員
は

も
と

よ
り

子
ど

も
の

身
体

へ
の

悪
影

響
を

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
各

学
校

に
お

い
て

受
動

喫
煙

防
止

を
よ

り
一

層
進

め
る

こ
と

に
つ

い
て

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

-
17

-

○
健

康
増

進
法

第
２

５
条

学
校

、
体

育
館

、
病

院
、
劇

場
、
観

覧
場

、
集

会
場

、
展

示
場

、
百
貨

店
、
事

務
所

、

官
公

庁
施

設
、

飲
食

店
そ

の
他

の
多

数
の

者
が

利
用

す
る

施
設

を
管

理
す

る
者

は
、

こ
れ

ら

を
利

用
す

る
者

に
つ

い
て

、
受

動
喫

煙
（

室
内

又
は

こ
れ

に
準

ず
る

環
境

に
お

い
て

、
他

人

の
た

ば
こ

の
煙

を
吸

わ
さ

れ
る

こ
と

を
い

う
。
）

を
防

止
す

る
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
ず

る

よ
う

に
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○
学

校
に

お
け

る
受

動
喫

煙
防

止
対

策
の

状
況

（
単

位
：

校
（

％
）
）

受
動

喫
煙

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
る

５
０
,５

５
４

（
９

５
.３

）

[
具

体
策

]

１
．

学
校

敷
地

内
の

全
面

禁
煙

措
置

を
講

じ
て

い
る

。
２

４
,０

８
２

（
４

５
.４

）

２
．

建
物

内
に

限
っ

て
全

面
禁

煙
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

１
２
,５

１
１

（
２

３
.６

）

３
．

建
物

内
に

喫
煙

場
所

を
設

置
し

、
分

煙
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

１
３
,９

６
１

（
２

６
.３

）

受
動

喫
煙

防
止

対
策

を
講

じ
て

い
な

い
。

２
,４

８
５

（
４
.７

）

合
計

５
３
,０

３
９

（
１

０
０

）

（
文

部
科

学
省

調
査

平
成

17
年

８
月

）

３
．

学
校

、
家

庭
、

地
域

社
会

の
連

携
の

推
進

○
メ

ン
タ

ル
へ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

や
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

な
ど

の
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

適
切

に
対

応
し

て
い

く
た

め
に

は
、

学
校

が
、

学
校

内
で

で
き

る
こ

と
、

な
す

べ
き

こ
と

を
明

確
化

し
、

す
べ

て
の

教
職

員
間

で
共

通
理

解
を

図
る

と
と

も
に

、
家

庭
、

関
係

行
政

機
関

、
医

療
機

関
な

ど
に

も
そ

の
内

容
を

伝
え

、
理

解
を

求
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

適
切

な
役

割
分

担
に

基
づ

く
活

動
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
１

）
学

校
保

健
委

員
会

①
学

校
保

健
委

員
会

は
、

学
校

に
お

け
る

健
康

に
関

す
る

課
題

を
研

究
協

議
し

、
健

康
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
の

組
織

で
あ

る
。

学
校

保
健

委
員

会
は

、
校

長
、

養
護

教
諭

・
栄

養
教

諭
・

学
校

栄
養

職
員

な
ど

の
教

職
員

、
学

校
医

、
学

校
歯

科
医

、
学

校
薬

剤
師

、
保

護
者

代
表

、
児

童
生

徒
、

地
域

の
保

健
関

係
機

関
の

代
表

な
ど

を
主

な
委

員
と

し
、

保
健

主
事

が
中

心
と

な
っ

て
、

運
営

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

。
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②
学

校
保

健
委

員
会

に
つ

い
て

は
、

昭
和

33
年

の
学

校
保

健
法

等
の

施
行

に
伴

う
文

部
省

の
通

知
に

お
い

て
、

学
校

保
健

計
画

に
規

定
す

べ
き

事
項

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

昭
和

47
年

の
保

健
体

育
審

議
会

答
申

に
お

い
て

も
、
「

学
校

保
健

委
員

会
の

設
置

を
促

進
し

、
そ

の
運

営
の

強
化

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
」

と
提

言
さ

れ
て

い
る

が
、

平
成

17
年

度
の

学
校

保
健

委
員

会
の

設
置

率
は

、
小

学
校

81
.9

％
、

中
学

校
78
.6

％
、

高
等

学
校

76
.7

％
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
。

ま
た

、
設

置
さ

れ
て

い
て

も
開

催
さ

れ
て

い
な

い
学

校
や

、
年

１
回

の
み

の
開

催
が

多
く

、
充

実
し

た
議

論
が

行
わ

れ
て

い
な

い
な

ど
質

的
な

課
題

が
あ

る
。

③
学

校
保

健
委

員
会

を
通

じ
て

、
学

校
内

の
保

健
活

動
の

中
心

と
し

て
機

能
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
関

係
機

関
な

ど
の

連
携

に
よ

る
効

果
的

な
学

校
保

健
活

動
を

展
開

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
活

性
化

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

た
め

、
学

校
に

お
い

て
、

学
校

保
健

委
員

会
の

位
置

付
け

を
明

確
化

し
、

先
進

的
な

取
組

を

進
め

て
い

る
地

域
の

実
践

事
例

を
参

考
に

す
る

な
ど

し
て

、
質

の
向

上
や

地
域

間
格

差
の

是
正

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

さ
ら

に
、
国

、
地

方
公

共
団

体
に

お
い

て
、
様

々
な

資
料

を
収

集
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

一
括

し
て

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
環

境
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
学

校
に

お
い

て
は

適
切

な
管

理
の

下
に

活
用

す
る

こ
と

や
、

普
及

の
た

め
に

啓
発

資
料

を
活

用
し

た
研

修
会

を
実

施
す

る
な

ど
し

て
、

学
校

保
健

委
員

会
の

設
置

の
推

進
や

質
の

向
上

を
図

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

（
２

）
学

校
と

家
庭

と
の

連
携

の
強

化

①
近

年
、

保
健

室
に

来
室

す
る

子
ど

も
が

増
え

て
お

り
、

来
室

の
背

景
要

因
と

し
て

は
、
「

身
体

に
関

す
る

問
題

」
よ

り
「

心
に

関
す

る
問

題
」

が
多

く
な

っ
て

い
る

こ
と

や
、
「

家
庭

・
生

活
環

境
に

関
す

る
問

題
」

も
少

な
か

ら
ず

見
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
学

校
と

家
庭

と
の

連
携

が
よ

り
一

層
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

で
、

連
携

が
円

滑
に

進
め

ら
れ

な
か

っ
た

事
例

の
主

な

理
由

と
し

て
、

小
学

校
、

中
学

校
、

高
等

学
校

と
も

に
「

保
護

者
が

連
携

に
消

極
的

で
あ

っ
た

」
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

健
康

課
題

に
関

す
る

子
ど

も
の

支
援

に
当

た
っ

て
は

、
家

庭
の

理
解

と
協

力
を

得
る

こ
と

が
不

可

欠
な

た
め

、
日

ご
ろ

か
ら

家
庭

に
対

す
る

啓
発

活
動

を
行

う
な

ど
、

家
庭

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
に

絶
え

ず
努

め
て

お
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
は

、
学

校
と

家
庭

と
の

連
携

を
図

る
上

で
重

要
な

組
織

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
と

効
果

的
な

連
携

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

○
子

ど
も

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

問
題

で
、

校
内

及
び

関
係

機
関

と
の

連
携

が
円

滑
に

進
ま

な
か

っ
た

主
な

理
由

-
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（
単

位
：

人
）

小
学

校
中

学
校

高
等

学
校

①
校

外
の

連
携

先
を

選
ぶ

の
が

難
し

か
っ

た
。

4
20

36
②

校
外

の
連

携
先

が
協

力
的

で
な

か
っ

た
。

1
8

9
③

校
外

の
連

携
先

と
学

校
の

対
応

に
違

い
が

見
ら

れ
た

。
13

31
18

④
校

内
関

係
者

が
連

携
に

消
極

的
で

あ
っ

た
。

8
33

45
⑤

校
内

外
の

連
携

の
た

め
の

時
間

の
確

保
が

難
し

か
っ

た
。

12
30

20
⑥

保
護

者
が

連
携

に
消

極
的

で
あ

っ
た

。
83

12
4

10
4

⑦
校

内
に

お
け

る
推

進
・

ま
と

め
役

が
明

確
で

な
か

っ
た

。
13

45
54

⑧
そ

の
他

3
10

15

（
「

子
ど

も
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

理
解

と
そ

の
対

応
」（

財
）
日

本
学

校
保

健
会

平
成

17
年

）

②
ま

た
、

健
康

診
断

に
お

け
る

事
後

措
置

や
日

常
の

健
康

観
察

な
ど

か
ら

、
学

校
が

家
庭

に
医

療
機

関
の

受
診

な
ど

を
勧

め
て

も
家

庭
の

理
解

が
得

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

る
。

適
切

な
支

援
を

行
う

た
め

に
は

、
受

診
な

ど
の

勧
め

に
応

え
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

た
め

、
家

庭
や

子
ど

も
に

不
安

を
与

え
な

い
よ

う
に

、
学

校
か

ら
の

受
診

な
ど

を
勧

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
養

護
教

諭
、

学
級

担
任

等
、

校
長

等
、

学
校

医
等

、
地

域
の

関
係

機
関

な
ど

が
十

分
に

連
携

す
る

必
要

が
あ

る
。

③
子

ど
も

の
中

に
は

、
心

臓
疾

患
や

腎
臓

疾
患

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
よ

う
に

、
そ

の
子

ど
も

の
健

康
状

態
が

適
切

に
把

握
さ

れ
て

い
な

い
と

生
命

に
か

か
わ

る
事

態
が

生
じ

か
ね

な
い

子
ど

も
が

少
な

か
ら

ず
見

ら
れ

る
。

心
臓

疾
患

や
腎

臓
疾

患
な

ど
に

お
い

て
は

、
「

学
校

生
活

管
理

指
導

表
」

を
用

い

て
、
個

々
の

子
ど

も
の

疾
患

の
状

況
に

応
じ

た
学

校
生

活
上

の
指

示
が

主
治

医
か

ら
な

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
つ

い
て

も
同

様
の

指
導
表

の
作

成
に

向
け

た
検

討
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

学
校

は
、

健
康

診
断

の
事

後
措

置
の

結
果

や
指

導
表

な
ど

に
よ

り
、

家
庭

や
主

治
医

か
ら

報
告

さ
れ

た
健

康
情

報
を

適
切

に
把

握
し

、
個

々
の

子
ど

も
に

対
す

る
保

健
管

理
に

生
か

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

ま
た

、
そ

の
よ

う
な

情
報

を
も

と
に

、
学

校
は

適
切

な
配

慮
を

行
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

が
、

学

校
の

実
情

に
応

じ
て

実
施

可
能

な
も

の
と

そ
う

で
な

い
も

の
と

が
あ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

ど
の

よ
う

な
配

慮
を

行
う

か
の

基
本

的
な

考
え

方
に

つ
い

て
、

教
育

委
員

会
、

学
校

、
家

庭
、

学
校

医
、

主
治

医
が

共
通

理
解

を
図

っ
た

上
で

、
具

体
的

な
実

施
内

容
に

つ
い

て
学

校
と

家
庭

が
直

接
意

見
交

換
で

き
る

機
会

を
設

け
、

対
応

を
決

定
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

（
３

）
学

校
と

地
域

の
関

係
機

関
と

の
連

携
の

強
化

①
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

学
校

や
家

庭
を

中
心

に
、

学
校
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の
設

置
者

で
あ

る
地

方
公

共
団

体
等

や
地

域
の

関
係

機
関

を
含

め
た

地
域

レ
ベ

ル
の

組
織

体
制

づ
く

り
が

不
可

欠
で

あ
る

。

②
学

校
と

地
域

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
平

成
９

年
の

保
健

体
育

審
議

会
答

申
に

お
い

て
、
「

地
域

に
あ

る
幼

稚
園

や
小

学
校

・
中

学
校

・
高

等
学

校
の

学
校

保
健

委
員

会
が

連
携

し
て

、
地

域
の

子
ど

も
た

ち
の

健
康

課
題

の
協

議
な

ど
を

行
う

た
め

、
地

域
学

校
保

健
委

員
会

の
設

置
の

促
進

に
努

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

」
と

提
言

さ
れ

て
い

る
。

③
こ

の
よ

う
な

中
学

校
区

な
ど

を
単

位
と

し
た

学
校

間
の

連
携

は
引

き
続

き
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

が
、
子

ど
も

の
健

康
課

題
は

、
そ

の
地

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
取

組
の

実
施

が
重

要
で

あ
り

、
ま

た
、

教
育

委
員

会
は

も
と

よ
り

母
子

保
健

や
保

健
福

祉
な

ど
を

担
当

す
る

機
関

と
も

組
織

的
に

連
携

し
て

対
応

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

④
こ

の
こ

と
か

ら
、

市
町

村
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
教

育
委

員
会

と
保

健
部

局
な

ど
の

行
政

機
関

や
地

域
の

学
校

医
・

学
校

歯
科

医
・

学
校

薬
剤

師
の

関
連

す
る

団
体

な
ど

が
連

携
し

、
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
を

検
討

し
対

応
す

る
場

の
設

置
が

求
め

ら
れ

る
。

こ
の

た
め

、
例

え
ば

市
町

村
教

育
委

員
会

に
「

学
校

地
域

保
健

連
携

推
進

協
議

会
（

仮
称

）
」

を
設

置
し

、
域

内
の

学
校

の
代

表
者

（
校

長

・
教

頭
等

や
保

健
主

事
・

養
護

教
諭

等
）
、

小
児

医
療

な
ど

の
専

門
家

、
母

子
保

健
や

保
健

福
祉

な
ど

の
行

政
関

係
者

な
ど

の
参

画
を

得
て

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

に
関

す
る

課
題

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
増

加
、

性
の

問
題

行
動

や
薬

物
乱

用
、

感
染

症
や

過
度

の
ス

ポ
ー

ツ
や

運
動

に
よ

る
運

動
器

疾
患

な
ど

の
子

ど
も

の
現

代
的

な
健

康
課

題
に

関
し

て
、

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

課
題

解
決

に
向

け
た

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

き
具

体
的

な
取

組
を

進
め

る
な

ど
、

地
域

ぐ
る

み
で

計
画

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

こ
の

計
画

に
お

い
て

は
、

都
道

府
県

と
の

連
携

を
図

り
つ

つ
計

画
を

実
行

す
る

に
当

た
っ

て
の

専

門
的

サ
ポ

ー
ト

を
誰

が
、

ど
の

よ
う

に
行

う
の

か
な

ど
、

子
ど

も
の

健
康

課
題

に
関

し
て

、
学

校
や

関
係

機
関

の
果

た
す

べ
き

役
割

を
明

確
に

し
、

と
る

べ
き

行
動

に
つ

い
て

具
体

的
な

年
次

目
標

を
立

て
、

そ
れ

に
向

け
た

方
策

を
策

定
す

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

⑤
ま

た
、

都
道

府
県

教
育

委
員

会
が

、
地

元
医

師
会

な
ど

の
協

力
を

得
て

、
学

校
に

専
門

医
を

派
遣

し
、

子
ど

も
や

保
護

者
・

教
職

員
に

対
す

る
啓

発
や

個
別

の
健

康
相

談
を

行
う

取
組

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
今

後
と

も
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

-
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○
学

校
保
健

委
員
会
（構

成
例
）

校
長
・教

頭
等

教
職
員
代

表
保
健
主

事
、
養
護

教
諭
、
保

健
部
教

諭
、
栄

養
教
諭

教
務
主

任
、
学
年

主
任
、
生

徒
指
導

主
事
、
保
健
体

育
科
主
任

児
童
生
徒

代
表

児
童
生

徒
会
役

員
、
児
童

生
徒
会

保
健
委

員
、

他
生
活

委
員
会

や
体
育

委
員
会

な
ど
の
議
題

に
関
係

の
あ
る
委
員
会

保
護
者
代

表
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

、
各
学
年

委
員
長

、
各
学
年

保
健
委

員
、
各
部

委
員
長

指
導
・助

言
者

学
校
医

、
学
校
歯

科
医
、
学

校
薬
剤

師
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

関
係
機
関

代
表

教
育
委

員
会
、
保

健
所
、
市

町
村
保

健
衛
生

係
、
児

童
相
談
所

、
警
察
署

、
民
生
（児

童
）委

員

地
域
の
人
々

商
店
、
企

業
、
町
会

関
係
者

な
ど

学
校
保

健
委
員

会

○
地

域
学
校

保
健
委

員
会
（イ

メ
ー
ジ
）

「△
△
小
学

校
」学

校
保
健

委
員
会

「○
○

小
学
校

」学
校
保

健
委
員

会

町
内

会
、
地
域

団
体
、
○

○
市
教

育
委
員

会
、

保
健

所
、
医
師

会
等

○
学

校
地
域

保
健
連

携
推
進
協

議
会
（イ

メ
ー
ジ
）

□
□
小

学
校
（
学
校
の

代
表
者

）
×
×
小

学
校
（
学
校
の

代
表
者

）

地
域

医
師
会

等
、
地
域

中
核
医

療
機
関

市
町
村

教
育
委

員
会

中
学
校

区
な
ど
の
地

域
を
想
定

（町
内
会

等
は
事
務
局

（学
校

）の
求
め
に
応
じ
参
加

）

市
町
村

域
の
地

域
を
想

定
（行

政
機
関
が

組
織
的

に
対
応

）

「◎
◎
中

学
校
」
学
校
保

健
委
員
会

参
加

保
健

部
局
、
福

祉
部
局

等
連

携
・協

力
連
携
・協

力

○
○

中
学
校

（学
校
の

代
表
者

）
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○学校保健法等の一部を改正する法律の公布について（通知）【抜粋】

２０文科ス第５２２号

平成２０年７月９日

二学校保健に関する事項

（１）学校保健に関する学校の設置者の責務

学校の設置者は、児童生徒等及び職員の心身の健康の保持増進を図るため、学校の

施設及び設備並びに管理運営体制の整備充実その他の必要な措置を講ずるよう努める

ものとしたこと。（第４条関係）

（２）学校環境衛生基準

文部科学大臣は、学校における環境衛生に係る事項について、児童生徒等及び職員

の健康を保護する上で維持されることが望ましい基準を定めるものとし、学校の設置

者は、当該基準に照らしてその設置する学校の適切な環境の維持に努めなければなら

ないものとしたこと。

校長は、当該基準に照らし、適正を欠く事項があると認めた場合には、遅滞なく、

改善に必要な措置を講じ、又は当該措置を講ずることができないときは、学校の設置

者に対し、その旨を申し出るものとしたこと。（第６条関係）

（３）保健指導

養護教諭その他の職員は、相互に連携して、児童生徒等の心身の状況を把握し、健

康上の問題があると認めるときは、遅滞なく、児童生徒等に対して必要な指導を行う

とともに、必要に応じ、その保護者に対して必要な助言を行うものとしたこと。（第

９条関係）

（４）地域の医療機関等との連携

学校においては、救急処置、健康相談又は保健指導を行うに当たつては、必要に応

じ、地域の医療機関その他の関係機関との連携を図るよう努めるものとしたこと。（第

１０条関係）

二学校保健に関する留意事項

（４） 学校保健に関する学校の設置者の責務について（第４条）

１ 本条は、学校保健に関して学校の設置者が果たすべき役割の重要性にかんがみ、従

来から各設置者が実施してきた学校保健に関する取組の一層の充実を図るため、その

責務を法律上明確に規定したものであること。

２ 「施設及び設備並びに管理運営体制の整備充実」としては、例えば、保健室の相談

スペースの拡充や備品の充実、換気設備や照明の整備、自動体外式除細動器（AED）
の設置など物的条件の整備、養護教諭やスクールカウンセラーの適切な配置など人的

体制の整備、教職員の資質向上を図るための研修会の開催などが考えられること。

（５) 学校保健計画について（第５条）

１ 学校保健計画は、学校において必要とされる保健に関する具体的な実施計画であり、
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毎年度、学校の状況や前年度の学校保健の取組状況等を踏まえ、作成されるべきもの

であること。

２ 学校保健計画には、法律で規定された①児童生徒等及び職員の健康診断、②環境衛

生検査、③児童生徒等に対する指導に関する事項を必ず盛り込むこととすること。

３ 学校保健に関する取組を進めるに当たっては、学校のみならず、保護者や関係機関

・関係団体等と連携協力を図っていくことが重要であることから、学校教育法等にお

いて学校運営の状況に関する情報を積極的に提供するものとされていることも踏まえ

学校保健計画の内容については原則として保護者等の関係者に周知を図ることとする

こと。このことは、学校安全計画についても同様であること。

（６）学校環境衛生基準について（第６条）

１ 第６条の規定に基づき、新たに文部科学大臣が定める学校環境衛生基準については、

現行の「学校環境衛生の基準」（平成４年文部省体育局長裁定）の内容を踏まえつつ、

各学校や地域の実情により柔軟に対応しうるものとなるよう、今後内容の精査など必

要な検討を進め、告示として制定することを予定していること。

２ 学校の環境衛生に関し適正を欠く事項があり、改善措置が必要な場合において、校

長より第３項の申出を受けた当該学校の設置者は、適切な対応をとるよう努められた

いこと。このことは、第２８条に基づく学校の施設設備の改善措置についても同様で

あること。

３ 学校の環境衛生の維持改善に当たっては、受水槽など環境衛生に関係する施設設備

の適切な管理を図るとともに、環境衛生検査に必要な図面等の書類や検査結果の保管

について万全を期されたいこと。

（７）保健指導について（第９条）

１ 近年、メンタルヘルスに関する課題やアレルギー疾患等の現代的な健康課題が生ず

るなど児童生徒等の心身の健康問題が多様化、深刻化している中、これらの問題に学

校が適切に対応することが求められていることから、第９条においては、健康相談や

担任教諭等の行う日常的な健康観察による児童生徒等の健康状態の把握、健康上の問

題があると認められる児童生徒等に対する指導や保護者に対する助言を保健指導とし

て位置付け、養護教諭を中心として、関係教職員の協力の下で実施されるべきことを

明確に規定したものであること。

したがって、このような保健指導の前提として行われる第８条の健康相談について

も、児童生徒等の多様な健康課題に組織的に対応する観点から、特定の教職員に限ら

ず、養護教諭、学校医・学校歯科医・学校薬剤師、担任教諭など関係教職員による積

極的な参画が求められるものであること。

２ 学校医及び学校歯科医は、健康診断及びそれに基づく疾病の予防処置、改正法にお

いて明確化された保健指導の実施をはじめ、感染症対策、食育、生活習慣病の予防や

歯・口の健康つくり等について、また、学校薬剤師は、学校環境衛生の維持管理をは

じめ、薬物乱用防止教育等について、それぞれ重要な役割を担っており、さらには、

学校と地域の医療機関等との連携の要としての役割も期待されることから、各学校に

おいて、児童生徒等の多様な健康課題に的確に対応するため、これらの者の有する専

門的知見の積極的な活用に努められたいこと。
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